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はじめに 


このたびはニコンデジタルカメラ C 日日 LPIX 43 日日をお買い上げいただき、 
ありがとラございます。 

C 日日 LPIX 4300には次の説明書が付属しています 。 C 日日 L 円 X 4300 をご使用に 
なる前にこれらの説明書をよくお読みになり、十分に理解されてか5正しくお使い 
<ださい。 

クイックスタートガイド 

C 日日 LPIX 43 日 0 の 操作を撮影か 日 再生まで簡単に紹介しています。また、撮影した画像 
をパソコンに転送する方法についてち説明しています。 

使用説明書（本説明書） 


C 日日 LPIX 43 日 0の操作方法について、基本操作か 日 応用まで順を追って詳しく説明して 
います。 


Nikon View リファレンスマニュアル （ CD - ROM ) 


Nikon View リファレンスマニュアルは、 C 日日 L 円 X 4300 に付属している CD - ROM 内に 
収録されています 。 Nikon View U ファレンスマニュアルの読み方については、クイック 
スタートガイドの 「ソフトウェアをパソコンにインストールします。」 の章をご覧ください。 


本文中のマークについて 


この説明書は、次のマークを使用しています。 


P メモ 捕足的な情報や巧っていると煩利な情報び書かれています。 


〇ここをチェック！ 


操作を行5とさにチてックしていただをたい情報び書かれて 
います。 


n ミモ意 


注意していただ定たいことや守っていただをたいことび書か 
れています。 


(陪 P .00) 参照ぺージび書かれています。 


^メモカスタマーヴポート 

下記 URL のホームページで、サポート情報をご案内しています。 

http://www.nikon-image.com/jpn/ei_cs/index.htm 







巧を上のごを意 

ご使用の前に「まを上のごミ主意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

この「ま全上のごミ主意」は製品をををに正しく使用していただき、あなたや他の人々への 
を害や財産への損害を未然に防止ずるために、必ずお守りいただきたいことを記載してい 
まず。内容を理解してか5本文をお読みいただき、お読みになった後は、お使いになる方 
がいつでも見られるところに必ず保管してください。 

表示と意味は;夕のよラになっています。 


A この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死 t ： または重傷を 

負ラ可能性が高いと想定される内容を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死 t または重傷を 
胃 E 3 負ラ可能性が想定される内容を示しています。 

A ミホ@この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負う可能性び 
/! V ェ局 想定される内容および物的損害の党生が想定される内容を示していまず。 


お守りいただく内容の種類を、次の給表示で区分し、説明しています。 


給表示の例 


A A 記号は、ま意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近くに具 
体的なま意内容(左図の場合は感電ま意）が描かれていまず。 



&記号は、禁止（してはいけないこと）の巧為を告げるちのです。図の中や近く 
に具体的な禁止内容(左図の場台は分解禁止）が描かれています。 


♦記号は、巧為を強制すること(必ずすること）を告げるものでず。図の中や近 
くに具体的な強制内容(左図の場合は電池を取り出ず）が描かれていまず。 


A 警告 【ヵメラにっし、て） 


/<|\分解したり修理-改造をしないこと 

感電したり、異苗動作をしてケガの原因となります。 

巧招禁止 

す 

落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に手を軸れないこと 

感電したり、破損部でケガをする原因となります。 

接瞄禁止 電池を巧いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼してください。 

ft 


4 












熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取り出ずこと 
そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。 

里ぉを巧る電池を取り出す隙、やけどに十分注意して<ださい。 

電池を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼してください。 


〇 

す。 aifflSR ? 


(§) 

化かけ禁止 


水につけたり、水をかけたり、雨にめらしたりしないこと 
発火したり感電の原因となります。 


引乂、爆発のおそれのある場所では使用しないこと 

プ□バンガス、ガソリンなど引火'性ガスや粉塵の発生する場所で使用すると、爆発や义災 
使巧禁止の原因となります。 



レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと 
失明や視力障害の原因となります。 


Q 

発光禁止 


車の運転ち等にむけてスピードライトを発光しないこと 
ま故の原因となりまず。 


0 

発光禁止 


スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 
視力障害の原因とな0ます。 

特に乳幼おを撮影するときは] miiLh 離れてくださし、。 


A 幼巧の□に入る小さな付属品は、幼児の手の届かないところに置くこと 
幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 


A ストラップが首に卷き付かないようにすること 
特に幼児-巧童の首にストラップをかけないこと 
首に巻を付いて室息の原因となりまず。 


A 指定の電池または専用 AC アダプタを使用すること 

_指定政外のわのを使用すると、火災-感電の原因となります。 

お 


Q AC アダプタご使用時に雷が鳴り出したら、電源プラグに軸れないこと 
感電の原因となります。 

使巧禁止雷び鳴り止むまで機器から離れてください。 
























A 注意 (カメラにごいて） 


A めれた手でさわらないこと 

感電の原因になることびあります。 

感至を意 


A 製品は、幼巧の手の届かない所に置くこと 
_ケガの原因になることびあります。 

巧管を意 


A 使用しないときは、レンズにキャップをつけるか太陽光のあたらない所に保管すること 
太陽光び焦点を結び、义がの原因になることびあります。 

巧管を意 


A 兰脚にカメラを取り付けたまま移動しないこと 

転倒したりぶつけたりしてケガの原因になることびあります。 

移動を意 


A 飛行機巧で使うときは、航;空会社の指示に従うこと 

本機器び出す電磁波などにより、飛行機の計器に影響を与える恐れびあります。 
使麻 £* 病院で使ラ際ち、病院の指示に従ってください。 


0 長期間使用しないとをは、電源（電池や AC アダプタ）をがすこと 

電池の液漏れにより、义が、ケガや周囲を巧損する原因となることびあります。 

禁止冉 C アダプタでご使用されている場合には、冉 C アダプタを取り外し、その後電源プラグを 
コンセントから巧いてください。火災の原因となることびあります。 


本機器や AC アダプタは巧団でおおったり、つつんだりして使巧しないこと 
V y 熱びこわ D ケースび変形し、火災の原因となることびあ D ます。 

禁止 


Q 窓を締め切った自動車の中や直射日光が当たる場所など、異常に温度が高くなる場所に 
放置しないこと 

放置禁止ケースや内部の部品に悪い影響を与え、火災の原因となることびあります。 




















么警告 ( y チウム電池にごいて) 

0 電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

察止 


電池をシヨート、分解しないこと 
液をれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 電池に表おされた警告-ま意を巧ること 
液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

お 


A 使用説明書に表示された電地を使用ずること 
液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

空告 


水につけたり、めらさないこと 
液をれ、発熱の原因となります。 

水かけ禁止 


A 電池は幼巧の手の届かない巧に置<こと 
幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 


0 巧電式電池凹がは充電しないこと 
液をれ、発熱の原因となります。 

禁止 


A 電池を廃棄するとをは、テープなどで接点部を絶縁ずること 

_他の金属と接賴すると、発熱、破裂、発火の原因となります。 

お住まいの自治体の規則に従って正しく廃棄してください。 









































A を巧 (専用リチウムイオン巧電おについて） 

0 電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

禁止 


電池をショート、分解しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 専用の充電器を使用ずること 

液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

危険 


A ネックレス、ヘアピンなど金属製のものと一緒に持ち運んだり、保管したりしないこと 
液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

持ち運ぶとさは端テカバーをつけてください。 


0 リチャージャブルバッテ U-EN-EL1 は、ニコンデジタルカメラ専用の巧電式電池で、 
COOL 円 X4300 に対応してし、ます。 EN-EU に対応していない機器には使巧しないこと。 
が用禁止液をれ、発熱の原因となります。 


A 警告 (専用リチウムイオン巧電おについて） 


A 電池は幼巧の手の届かない所に置<こと 

_幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 


水につけたり、めらさないこと 
液をれ、発熱の原因とな0ます。 

水かけ禁止 


A 変色-変形、そのほか今までと異なることに気づいたときは使巧しないこと 
_液ちれ、発熱の原因となります。 

警告 


A 充電の際に所定の充電時間を超えても巧電が完了しない場合には、充電をやめること 
_液をれ、発熱の原因となります。 

警告 


A 電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を絶緑ずること 
/!\他の金属と接觸すると、発熱、破裂、発火の原因となります。 
警をお住まいの自治体の規則に従って正しく廃棄してください。 
























































ご確認 < ださい 

■ラジオ、テレビなどへの電波障害についてのご注意 

この装置は、情報処理装置等電波障富自主規制協議を ( VCGI ) の基準に基づ<クラス日情 
報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置 
びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引を起こすことびあ 
ります。使用説日月書に従って正しい取り扱いをしてください。 

■保証書とカスタマ登録カードについて 

この製品には保証書とカスタマ登録カードび付いていますのでご確認ください。「保証書」 
は、お買い上げの隙、ご購入店か5お客さまへ直接お渡しすることになっております。「ご 
愛用者氏名」および「住所」「ご購入年月曰」「ご購入店」びすベて記入された保証書を必 
ずお受け取りください。「保話書」をお受け取りになりませんと、ご購入1年政内の保証修 
理び受け5れないことになります。をし、お受け取りにな5なかった場合は、ただちに購 
入店にご請求ください。 

■大切な撮影を行う前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海列旅行）を行ラ前には、必ず試し撮りをして力;><ラび正常に機能 
するかを事前に確認してください。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸 
費用および撮影により得べかりし利なの喪失等）については、補償致しかねます。 

■著作権についてのごま意 

あなたびデジタルカ;ラで撮影したをのは、個人として楽しむなどの他は、著作権ま上、 
権利者に無断で使用でをません。なお、実演や興業、展示物の中には、個人として楽しむ 
などの目的であってち、撮影を制限している場合びありますのでご注意ください。また、 
菁作権の目的となっている画傲は、着作権法の規定による範囲内で使用するし处がは、ご利 
用いただけませんのでごを意ください。 


■ DCF について 

C 日日 LPIX 43 日0は、 Desi 邑 n rule for Camera File systems ( DCF ) に準拠していま 
す。 DCF は、各社のデジタルカメラで記録された画傲ファイルを相互に利用し合ラための 
記録形式です。 

■本製品をまむしてご使用いただくために 

本製品は、当社製のアクセサリー(レンズ、スピードライト、バッテリー、バッテリーチ 
ャージャー、 AC アダプタなど）のアクセサリーに適合するよラに作5れておりますので、 
当社製品との組み合わせでご使用ください。 

他社製品との組み含わせ使用により、事故-故障などび起こる可能性びあります。その場 
合、当社の保記の対象外となりますのでごま意ください。 


デジタルカメラの特性について 

さわめて希なケースとして、液晶モニタに異常な表示び点灯したまま、力;ラび作動し 
なくなることびあります。原因として、が部から強力な静電気び電子回路内部に侵入し 
たことなどび考え5れます。万一このよラな状態になったときは、電源を日 FF にしてバ 
ッテ U —を入れ直し、電源を日 N にして力;><ラを作動させてみてください。その隙、力 
メラを長時間使用していますとバッテ U —び熱くなっていることびありますので、取り 
扱いには十分にご注意ください。冉 C アダプタをご使用時は、カメラの電源を OFF にし、 
いったん力；><ラか5取りがして再度カメラに取り付け、電源を日 N にしてカメラを作動 
させてみてください。また、この操作を行ラことで力;ラび作動しなくなった状態のと 
さのデータは失われるおそれびありますび、すでにコンパクトフラッシュカードに記録 
されているデータは失われることはありません。この操作を行ってちカメラに不具含び 
続く場合は、当社サービス部門にお問い合わせください。 
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ご使用になる前に 


各部の名称と機能 
P .14 〜17 

撮影前の準備 
P . 18〜吕4 


この章は;夕の2部で構成されています。 

各部の名称と機能 

力 ラ各部の名称と機能を説明しています。 

撮影前の準備 

撮影前の準備を説明しています。 


13 



る部の名弥と機能 


カメラ本体の名称や磯能について紹介してしまず。各部についての詳しい説明は、 
参照ページをご覧ください。 

カメラ本付： 
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赤目軽減 

/セルフタイマー表示ランプ 
スピードライト 
バッテ U —カバー 

バッテ U - カバー□ック解除ボタン 

ファインダー 

レンズ 

ビデオ出力端子 
三脚ネジ巧 
スピードライトランプ 
ファインダー 
AF ランプ 

因王露出補正-感度変更 
/面削除ボタン 


应 P.4 目/4己 
应 P.49 
P. 19 

P. 1目 
应 P.28 

庭 = P. 1 己日 

心 P.7] 

庭 = P.30 
防 P.28 
应 P.30 

防 P. 已3/己目/34 • 3已•已4 •己8 • 60 


AA 公フオーカスモード‘マニュアルフオーカス 


/冒画面切り換えボタン 
ち活 > スピードライトモード 
/因 サムネイルボタン 

MENU ボタン 

QUICK 因（クイックレビュ ー) ボタン 
シャッターボタン 
電源スイッチ 
ズームボタン 

TRANS 托 R (転送）ボタン 
ストラップ取り付け部 
7ルチセレクター 

コンパクトフラッシュカードカバー 
US 巨端子 
□ C 入力端子 


- P.43/ 已6/6己 

。 P.4 目/34 ■ 3已•已8 ■日日 
P.8 日 
P.32 
P.30 
P.2 日- 31 
。 P.2 白- 48 
P.7 日 
P.18 


P.2] 

P.7Q 

■P.20 


58 • 60 • 61 


液晶モニタ 
モードダイヤル 


■P.16 

■P.17 


D ご使用になる前に各部の名称と機能 


〇 ⑩の@ ⑩の巧形の⑩⑩嚷を凸回 
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u 液晶モニタ 

液晶モニタには撮影する画撒やカメラの設定内容に関する情報び表示されます。 
撮影時に液晶モニタに表示される内容は次の通りです。 



〇シーンモード 陪 P.3 日®バッテ U- チェック 恆 P.37 

Q セルフタイマー/カウントダウン表示 巧測光ェ U ァ /AF ェ U ァな P.1 日 7 /り目 

降 P.4 日⑩輪郭強調 应 P.112 

〇ズーム表示 防 P 名 9 -48 © ホワイトバランス 屈 P.10 日 

〇 UH 連写進行表示 防 P. 1 日 9 ⑩ 感度変更モード 屈 P. 已已 

〇時計マーク *1 降 P.24 ® モノクロ 应 P.11 ] 

〇マニュアルフォーカスインジケーター @階調補正 应 P .11] 

应 P. 巳日@画傲サイズ 屈 P.89 

〇スピードライトモード 昭 P.49 @ 画質モード 屈 P.88 

〇フオルダ名が 陸 P.90 @測光モード 屈 P.1 日 7 

©コンバータ 原 P.113© 露出モード 应 P.11 日 

巧）巨 SS 腔 ■ P.1 1 日@シャッタースピード 应 P.11 色 

® ノイズ除去 应 'P. 123 ⑩露出インジケーター 屈 P.117 

0 露出固定（冉 E □ック /W 巨□ック）マーク © 絞り値 应 P.11 色 


应 ■ P. 118 ® 露出補正マーク/露出補正値 屈 P.53 

® ホワイトバランスブラケティングマーク 0カウンタ（撮影可能コマ数)/動画時間表示 


屈 P.122 

® ブラケテイングマーク 应 P .121 

©連写モード 应 ■P.1 日 8 

16 


屈 P.27/ 己 2 

*1 曰時設定されていない場合に点滅表示します。 
*2 NIK 日 N フォルダを選択した場合は表示されま 
せん。 
























































シーンモード 


12種類のシーンモードの中から撮影シー 
ンや被写体に合ったモードを選択して撮 
影すれば、イメージに合った写真び簡単 
に撮影でをます。 


マニュアル 
撮影モード 


撮影メニューによって、ホワイトバラン 
スや連写などの撮影磯能をセツトして、 
目的に合った撮影を行ラことびでをます。 


P .104 


回モードダイヤル 



モードダイヤルには、4種類の撮影モード、再生モード、 SETUP モードの6種類のモード 
びあ0ます。 


セツト位置 


モード 


内容 


参照 

ぺージ 


回〇 


才ート 
撮影モード 


カメラまかせで簡単に撮影でをます。 


P .26 


動画モード 


最大約4日秒の動画（音声なし）を撮影す 
ることびでをます。 


P . 已2 


► 


再生モード 


撮影した画撒を再生したり、削除したり 
することびでさます。 


P . 已7 


SETUP 


SETUP モ ー K 


曰時の設定などカメラの基本的な機能の 
設定や、コンパクトフラッシュカードの 
フォーマツトなどびでさます。 


P .8 巨 


撮影モ—ド 



獅 


D ご使用になる前に各部の名称と機能 
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撮影前の準備 

ステップ！：ストラップを巧り付けまず 

図のよラにストラツプを取り付けてください。 




■ レンズキャップの使い方 



• レンズキャップの取り付け、取りはずしはレバーを両 
側から押し込んで行ってください。 

•レンズキャップの紛失を防止するため、付属のひちを 
レンズキャップの巧に通して、ストラップに結んでお 
<ことをおすすめします。 
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ステップ 2 :バツテリーを入れまず 


m 


このカメラには、付属の専用 Li - ioniJ チヤージヤフルバッテリー EN - EL 1、 または 
市販の巨 ViJ チウム電池 （2 CR 已）を1個使用します。 


バッテ U — を巧電しまず。 

•付属の EN-EU はフル充電されていません。初めてご使用になる時や、バッテリーの 
残量び少ない場合は、付属のチャージャーで充電して<ださい。充電方法は、付属 
のチャージャーの使用説明書をご覧ください。 

•市販の日 VU チウム電池 （3CR 己）は充電でさません。 



• バッテリーカバー□ック解除ボタンを押しなび日、バッテリーカバーを矢印方向に 
スライドさせて①、バッテ U —カバーを開けます感。 


パッテリーを入れます。 




<(0 


mro 

m で 
この 


バッテリーカバ^裏側の 

EN-EL1 2CR 已 违）©の指示表示 

IバッテリーをバッテI」一カバーの裏側に表記されている@ ©の指示表示に含わせ 
て正しく入れてください。 



Iバッテ U —カバーを巧しなび5矢印方向にスライドさせて、バッテ U —カバーを閉 
じます。 


ご使用になる前に撮影前の準備 
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D ミち意バッテリーについてのごミち意 

• 専用 U チャージャブルバッテリー EN-EL1 の取り扱いについては、バッテ U- の使 
用説明書をご参照ください。また、バッテI」一を入れる隙は、 「まを上のご注意 J 
の 「警告」、「危険」 （应' P.4 〜 S) や 「バッテリーの取り扱いについて」 （底' 
P.140) の注意事項を必ずお守りください。 

• カメラを兰脚に取り付けた状態でバッテリーの交換はでをません。 


時計のノ（ックアップ用電池について 

C 日日 L 円 X 43 日0 にはバッテリーとは別に、バックアップ用電池び内蔵されており、一 
時的に電源び供給されない状態でち、曰時と 力; <ラの設定内容を記憶しています。こ 
のバックアップ用電池はバッテ U 一 や AC アダプタで 力; >(ラに電源び供給されている時 
に、約]日時間で充電されます。充電び完了すると、 力方 ラか 日 バッテ U —を取り出し 
たり、 AC アダプタを取りはずしてち、記憶された曰時やカメラの設定内容は約1日時 
間保持されます。長時間カメラにバッテ U- び入っていない状態び続いた場合は、記 
憶された曰時のデータやカメラの設定内容は失われますので、再度設定してください。 
•充電び不十分な場合、一度セットした曰付データや、操作ボタン-メニューで設定 
した内容び失われることびあります。 

•記憶されたデータ（曰時、力;<ラの設定内容）び失われた場合は、液晶モニタに時 
計マークび点滅します（心 P.16)。 


^ y モ使用でをるその他の電池および電源について 

• U チヤージヤプルバッテリー EN-EL1 の代わりに市販の 2CR 已リチウム電池]個を 
使用することちできます。 

• 力;<ラを長時間ご使用になる焉含は、別売の AC アダプタ EH- 己3または AC アダプ 
夕/バッテリー チヤー ジヤ ー EH-21 のご使用をおすすめします（应 P .141)。 
AC アダプタを使用すると、家庭巧電源 （AC10 日 V)か 日 C 日日 LPIX43 日日に 電源 
を供給することびでをます。 

•冉 C アダプタを使用する場合は、力;ラの DC 入力端子に 
AC アダプタの DC プラグを差し込みます。 
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D ま意コンパクトフラッシュカードを入れる時のごミち意 

コンパクトフラッシュカードを入れる時は、コン 
パクトフラッシュカードの端子側（ち図）から力 
ラに挿入してください。向をを間違えて装着す 
ると、力;<ラゃコンパクトフラッシュカードの破 
損の原因となります。 


C 日 0 L 円 X 430 日は、 画像を コン パク トフ ラッシュカードに記録し ます。 

■ コンパクトフラッシュカードの入れ方 

1カメラの電源を OFF にして、コンパクトフラッシュカードカバーを開 
I けまず。 



• コンパクトフラッシュカードは、おもて面を力方ラの液晶モニタ側に向けて差し込 
みます。カードび正しく装着されるとイジェクトレバーび手前に出てさます。 



ステップ3:コンパクトフラッシュカードを入れまず 


挿入方向 


ご使用になる前に撮影前の準備 
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■ コンパクトフラッシュカードの取り出し方 

カメラの電源を OFF にして、コンパクトフラッシュカードカバーを開 
け、イジェクトレバーを}甲し込み、コンパクトフラッシュカードを取0 
出しまず。 




• イジェクトレバーを巧し込むと、ス□ットに差し込まれていたコンパクトフラッシ 
ュカードび少し押し出されます。 


D ま意コンパクトフラッシュカードの取り巧いのごま意 

• コンパクトフラッシュカードの装着および取り出しをする時は、電源び OFF になっ 
ていることを必ず確認してください。 

• コンパクトフラッシュカードは無理に差し込まないでください。力;<ラやコンパク 
トフラッシュカードの破損の原因となります。 

• カメラの使巧直媛には、コンパクトフラッシュカードび熱くなっている場合びあり 
ますので、取り出す場合にはご注意ください。 

• その他のコンパクトフラッシュカード使用上のご注意については P. 142、およびコ 
ンパクトフラッシュカードの使巧説明書をご覧ください。 
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ステップ 4 :曰付と時刻を設定しまず 


C 日日 LPIX 4300を初めてお使いになる時は、的下の手順にしたがって曰付と時刻 
をセットしてください。撮影した画像には、設定した日付と時刻が撮影曰時として 
記録されます。 

1カメラの電源を区のにし、モードダイヤルを SETUP にして SET-UP 
I メニューを表示させまず。 



03' .OFF 


[setup) h 



2 


r 印舌設定 j を還がします。 



マルチセレクターの▼を巧して set ¬ 
up 方ニューの2 ぺージ目の 旧時設定」 
を選択します。 


を巧すと 「曰時設定」 の画面に切り 
換わり 、 r 年 J の表示び点滅します。 


3 


r 年 J r ち J r 日 J 「時 J r 分 J をセットしまず。 



年月曰 


2002. 09. 1已 


数値は▲を押すごとに大をくなり、 
▼を巧すごとにルさくなります。数値 
をセツトして►を押すと次の位置に赤 
し债示び移動し、数値び点滅します。 


か選択ホ設定 


左記の手順を繰り返して、年、月、日、 
時、分を順番に選択し、現在の日付- 
時刻に合わせます。 


ご使用になる前に撮影前の準備 
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4 日付表示順をセットしまず。 


曰付表示順にカーソルを合わせて▲または▼を押すと、曰付表示順は政下の順に移動 
します。 






日付表示順を選択して►を巧すと、日付と時刻の設定び完了し、時計の計時び開始さ 
れます。液晶モニタの画面は、日付設定画面から SET-UP メニュー画面に戻ります。 


D ま意時計 マークについて 

曰時と時刻び設定されていない場合は、撮影時に液晶モニタのち上に時計マークび点 
滅し、撮影された画像の撮影曰時情報には、「0000.00.00 00:00」と記録さ 
れます。 
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この章は次の 3 部で構成されています。 


簡単な撮影 

基本的な撮影方法を説明しています。 

簡単な再生 

撮影中に、モードを再生モードに切り換えることなく、簡単に画像 
を再生したり削除するちまを説明しています。 

シーンモード 

シーンモードについて説明しています。 


ソーン t —ド 
P.3 巨〜40 


簡単な再生 
P.32 〜3已 


簡単な撮影 
P.2 巨〜31 


9基本操作 



作 

操 

本 

基 
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簡単な撮彰 



ここでは、モードダイヤルを回〇 (オート撮影モード）にセットして行う基本的 
な撮影のち法について説明します。回〇 (オート撮影モード）は、各機能の設定 
をカメラまかせにして撮影でをるモードで、デジタルカメラを初めてお使いになる 
ちでち、手軽に簡単に写真を撮ることができます。 

ステップ！：撮影を始める前に 


撮影の前に、次の手順で準髓を行ってください。 

1レンズキャップをはずしまず。 

• レンズキャップを装着したまま電源を入れると、液晶モニタに「レンズキャップが 
ついていまず J と警告><ッセージ （应 P.146) び表示されます（因および SETUP 
政がのモードにセット時)。 

9モードダイヤルを回〇にセットします。 



• ファインダー横の AF ランプび数秒間点巧し、レンズび繰り出します。 
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4 撮彰可能コマ数とバッテリ—巧量を確認しまず。 

バッテリーチェック表示 


—撮影可能コマ数 

• 液晶モニタには、バッテ U —の残量の状態と撮該可能なコマ数び表示されます。 

• コンパクトフラッシュカードに撮影可能な;<モリ残量びない場含には、「メモリー 
残量がありません J と警告表示され、撮影することびでをません。新しいコンパク 
トフラッシュカードに交換するか、記録されている画傲を削除してください。（应 
P .12 己） 

また、画質モードや画像サイズを変更することによって、撮影可能な状態になる場 
合びあります。 （应 P .87) 

• バッテリー残量については次の通りです。 


表示 

意味 

カメラの状態 

表71^なし 

バッテ U —の残量は十分です。 

撮影でをます。 

G 口 1 (点灯） 

バッテ U —の残量びかなくなりまし 
た。充電するか予備の 6 VI 」 チウム電 
池た CR 己）を用意することをおすす 
めします。 

撮該でさますび、 

連写可能コマ数に 
制限びあります。 

電池残量が 
ありません 

バッテ U —の残量びなくなりました。 
充電済みのバッテ U —または新しい 
6 VU チウム電池 (2 CR 己）と交換し 
て < ださい。 

撮影でをません。 


•液晶 モニタを オフにして （陣 P .29) ファインダーで撮影することで、バッテリー 
の消耗を防ぐことびでをます。 


国メモオートパワーオフ機能について 

バッテ U —消耗を防ぐため、30秒間（初期設定）何の操作ち斤わないでいると液晶 
モニタび自動的に消灯します。再度点灯させるには、シャッターボタンを半押しして 
ください （ SET - UP メニユー「パワーオフ設定」应 P .9 已）。 



B 基本操作輩な撮影 
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ステップ 2: 横図を決めまず 



•手ブレを防ぐため、ち手でカメラのグ U ップをしっかりと持ち、左手で支えます。 


D ミち意カメラを構える時についてのごを意 

• カメラ前面のレンズやスピードライトなどに指や震、ストラップなどびかか5ない 
ように注意してください。 

• ファインダーで太陽を直視しないでください。 


2横回を巧めます。 



液晶モニタ ファインダー 

• 写したいちのにレンズを向け、液晶モニタまたはファインダーを見なびら構図を決 
めます。回〇モードの撮影では、液晶モニタまたはファインダーの中央部でピント 
含わせを行ラため、ピントを合わせたいちのを画面の中央部に重ねてください。 


固メモ液晶モニタとファインダーについて 

• 液晶モニタを使用して構図を決める場合は、表示された画撒と同じ画傲び撮影され 
ます。ファインダーを使った撮影では、見える範囲と実際に撮影した画债び正確に 
一致しない場含びあります。次の場含は液晶モニタを使用して撮影してください。 

• 力;ラの設定内容を確認しなび5撮影する場含 
• マク□モードでの撮影（屈 P .43) 

• 被写体との距離び1.已内の場含 
• 電デズームを使用している場合（应 P .48) 

• コンバータ（別売）を使用している場含（屈 P . l ]3) 

• ファインダーを使用して構図をまめる場合は、液晶モニタを消灯するとバッテ U — 
を節約でをます。また、明るい場所で液晶モニタび見えにくい時はファインダーを 
使用すると便利です。 
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■ズームボタンについて 


CC )0 LPIX 43 日日は3倍のズームレンズを装備しています。ズームボタンを巧すことにより、 
構図をまめる隙に撮影する範囲を変えることびできます。 




ワイド（広角）時画面 

i ズームボタンの W を巧すと、レンズびワイド（広角）側にズーミングして、撮影する範囲 
び広くなります。 

i ズームボタンの T を巧すと、レンズびテレ（望遠）側にズーミングして、被写体を大をく写 
すことびでをます。 

i ズームボタンを巧している間、液晶モニタにはズーム量を示すインジケーターび表示されます。 
i 液晶モニタを使用して撮該する攝合には、最を望遠側にして、2秒間！;(上ズームボタンの 
T を巧し続けると、自動的に電子ズームび働を、さ b に4.日倍（合計] 2倍）まで被写体 
を大きく写す ことび できます（应 P .48)。 


D ミち意電子ズーム撮影のごを意 

電子ズームでの撮影の場合には、ファインダーで見える範囲と実際に撮影される節囲 
び異なりますので、必ず液晶モニタで確認してください。 


■液晶モニタの表示切り換えについて 

モードダイヤルび回〇、励〇および因のいずれかにセットされている場合は、マルチセ 
レクターの▲を巧すごとに、液晶モニタの表示び次のよラに切り換わります。 

▲を押すごとに、液晶モニタ 
の表示び切0換わります。 







カメラの設定内容 
と撮影画面を表示 


撮影画面のみ表示 


液晶モニタ消好 


B 基本操作輩な撮影 
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ステップ 3 :ピントを合わせて撮影しまず_ 

1写したい被写化をお晶モニタまたはファインダーの中央に合わせて、シ 
I ヤツターボタンを半}甲しし、ピントび合っていることを確認しまず。 



• シャッターボタンを軽く巧して途中で止める動作を 「シャッターボタンを半押しす 
る」 といいます。シャッターボタンを半押しすると、ピント合わせと露出び決まり、 
冉 F ランプび点灯します。半押し中は、ピントと露出は固定されます。 


ランプ 

表示 

内容 

スピードライトランプ 

ち0 

点灯 

スピードライトの充電び完了しています。 

撮影時に発光します。 

点滅 

スピードライトび充電中です。いったんシャッ 
ターボタンから指を離し、点な後撮影を行って 
<ださい。 

消灯 

被写体び明るいため、またはスピードライトモ 
ードび発光禁止になっているため、スピードラ 
イトは発光しません。 

AF ランプ 

AFO 

点灯 

被写体にピントび合っています。シャッターボ 
タンを深く巧し込むと撮影び行えます。 

高速で点滅 

被写体にピントを含わせることびでをません。 
冉 F □ック撮影（屈 P .47) を行ってください。 


加 

























• シャッターボタンを最後まで押し込むと撮該でをます。 

•一気にシャッターボタンを巧すと、手ブレの原因になります。シャッターボタンは 
ゆっくりと巧し込んでください。 


D ミち意画像記録中のごま意 

• 液晶モニタに砂時計マーク密び表示されるまで、撮影し続けることびでをます。 

• 液晶モニタに砂時計マーク2び表示されている時や AF ランプび点滅している場合 
は、画傲をコンパクトフラッシュカードに記録していますので、コンパクトフラッ 
シュカードを取り出したり、バッテ U —を损いたりしないでください。書を込み中 
の画像び記録されなかったり、撮影した画像びこわれた0する場含びあります。 


ステップ4 :カメラの電源を OFF にしまず 

♦電池の消耗を防ぐため、撮影を行わない時は、電源び日 FF にセットされていることを必 
ず確認してください。 



B 基本操作輩な撮影 
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y 簡単な再生 



撮影した画像は撮影後すぐに見ることがでをるので、カメラの設定や構図などをチ 
エックしなが5、次の撮影を行うことができます。 

撮影後すぐに画像を確認したい場合は「レビュー再生モード」、「簡易再生モード」 
を使用します。モードダイヤルを因（再生）モードに切り換えなくても、 
QUICK 因（クイックレビュー）ボタンを巧すだけで再生できます。 


■ 撮影した画像をすぐに確認するには 

モードダイヤルを 撮影 モードにセツトしたまま 、 QUICK 因 ボタンを巧しま 
す。 


〇 QUICK 因 ボタンを押すごとに、 

. 液晶モニタの画面び次のよ5に 
切り換わります。 



撮影モード レビュー再生モード 簡易再生モード 


最後に撮影した画像び液晶レビュー再生モード時に、 
モニタの左上部分にルさく さらに QWCK 因ボタンを押 
表示されまず。 すと、液晶モニタいっぱい 

に画像が表示されます。 


• レビュー再生モード、簡易再をモード時にシャッターボタンを半押しすると、すぐ 
に撮影をすることびでさる状態に戻ります。 
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レビュー再ちモード 



レビュー巧ちモード時には、な下の操作び行えます。 


機肯自 

ボタン 

内容 

前後の画像を見る 

© 

マルチセレクターの◄を巧すと1コマ前に、►を巧 
すと]コマ樓に記録された画像び表示されます。 ◄ 
または►を巧し続けると、コマ番号び変わり、◄ま 
たは►を離した時点の画像び表示されます。 

簡易再生モード 
にする 

〇 

Q も CK 

画傲をを画面表示します。 

撮影する 

鍵 

シャッターボタンを半巧しすると、ピント合わせび 
行われます。シャッターボタンを深く巧し込むと、 
撮影でをます。 


B 基本操作輩な再生 


33 



















簡易再をモード 



簡易再生モードでの操作ち法は次の通りです。 


機自^ ボタン 


内 


容 


前後の画像を見る 


© 


マルチセレクターの◄を巧すと1コマ前に、►を巧 
すと]コマ後に記録された画像び表示されます。 ◄ 
または►を巧し続けると、コマ番号び蜜わり、◄ま 
たは►を離した時点の画像び表示されます。 


サムネイル画像を H 因ボタンを巧すと、9コマまたは4コマのサムネイ 


見る （夕巧 >) ル（縮ル表示）画像を一覧表示します。 


表示されている 
画像を削除する 


而 

(因；） 


m (因ボタンを巧すと、削 
除確認画面び表示されます。マ 
ルチセレクターの▲または▼を 
巧して 、 r はし、」か「いいえ」 
のいずれかを選択します。►を 
巧すと、選択び実行されます。 

• いいえ：選おされた画傲は削除されず、そのまま 
保存されます。 

• はい：選択された画像は削除されます。 



パソコンに転送する 
画像を選択する 


TRANS 托 R 


撮影された画撒に*^マークを付けたり、消したり 
することで、あ日かじめパソコンに転送する画傲を 
選択することびでをます。 


撮影する 


シャッター 

ポタン 

/QUICK 因 


シャッターボタンを半巧し、または QUICK 因ボタン 
を巧すと、すぐに撮影することびでをます。 


•再生に関する詳細は、 P . 日8の ri コマ再生モード」をご覧ください。 
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サムネイルレビューモード 



爾 

-占〜 • 

夕 

过 

m 

か^ 

立;お達 

-: ^ 

.お 

んッ 

，仲 ..讀 


.-麟| 

:叫 

巧 

i ■呀奠 

が H 


サムネイルレビューモードでの操作ち法は次の通りです。 


機能 


ボタン 



内容 


マルチセレクターの►を巧すと、サム 
ネイル画像び選択されます 


因ボタンを押すごとに、液晶モニタのサムネイル画 
憬の表示び次のよラに切り撰わります。 


表示コマ数を 
変更する 


因 

けみ） 


I 网鄙^ 区百!可！ FV , 周 

^圍斗關斗闘 


日コ7表示 


4コマ表术 


1コ7表示 




表示されている 
画像を削除する 


W 

(因；） 


1 巧肖!]なします 
I ろしいでずか？ 


limfaia 


パソコンに転送する 
画像を選択する 


TRANSFER 


1(因王） ボタンを巧すと、削 
除確認画面び表示されます。マ 
ルチセレクターの▲または▼を 
巧して、 「はし、」 か 「いいえ」 
のいずれかを選択します。►を 
巧すと、選択び実行されます。 

• いいえ： 選おされた画傲は削除されず、そのまま 
保存されます。 

• はい ：選択された画傲は削除されます。 

撮影された画傲に*^マークを付けたり、消したり 
することで、あ 5 かじめパソコンに転送する画撒を 
選択することびで定ます。 


撮影する 


シャッター 

ボタン 

/QUICK 因 


シャッターボタンを半巧し、または QUICK 因ボタン 
を巧すと、すぐに撮影することびでをます。 


B 基本操作輩な再生 


•詳しくは、 P .60 の 「サムネイルモード J をご覧ください。 
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シーンモード 


シーンモードで撮影してみましよラ 

シーンモードでは、ポートレートや夜景、ク□ーズアップなど、撮影シーン 
や被写体に合わせたモードにセットするだけで、イメージにおい写真がカメ 
ラまかせで簡単に撮影できます。各モードの特徴は次ページをご覧ください。 

1モードダイヤルを陋旧にセットし、 MENU ボタンを巧して、シーンモー 
■ ド画面を表示させます。 


• シーンモード画面では、12項目のシーンモードび2ページに分かれて表示されます。 
• マルチセレクターの▲または▼を巧して2ページ目に切り換えることびでをます。 




2 


シーンモード画面で巧望するシーンモードを還択し、決定します。 





• 選択したシーンモードのアイ 
コン（絵表示）び液晶モニタ 
の左上に表示されます。 


• マルチセレクターの▲または▼を巧して赤く表示されている部分を移動させてシーンモ 
ードを選択します。►を巧すと、選択したシーンモードびセットされて、撮影画面にな 
0ます。 

• シーンモード画面び表示されている時に MENU ボタンを押すと、メニュー画面び終了し 
ます。 


D ミち意 シーンモードについて 

撮影状況によっては、必ずしも最適な画撒とならないことびあります。その場合は 
回〇モードで撮該し直すことをおすすめします。また、撮該後にパソコンなどでレ 
タッチを行ラ場合にはシーンモードはおすすめでをません。 


36 







































■ 各シーンモードの特徴と各機能の組みをわせについて 

•スピードライトモード（恆 P .49) とフオーカスモード（腔は、各シーンモー 
ドで使用可能なものです。 マーク等の意味は次の通りです。 


フオーカスモード 

液晶 モニタの表示 

内容 

表なし 

通常 AF 

0 

セルフタイマー 

ii 

遠景 

化 

マクロ 

&化 

マク□セルフ 


スピー ドライ トモー ド 

液晶 モニタの表示 

内容 

表示なし 

自動発光 


発光禁止 

<§> 

赤目軽減自動発光 

ち 

強制発光 

SLOW 

ス□ーシンク □ 


•手ブレ表示 （★/★★) のあるシーンモードでは、被写体の明るさによってシャツタ 
ースピードび遅くなります。手プレ度合いに応じて、次のように力;<ラを固定してく 
ださい。 

★ :臨をしめて、カメラを固定するよラにしっかりと構えてください。 

★★ :=脚を使用するか、安定した台などにのせて、カメラを固定してください。 


シーン 

モード 

巧お 

スピード 
ライト 
モード 

フォーカス 
モード 

手ブレ 


背景をされいにボカし 


1 





て、人物を浮さ立たせて 

, 





を 

立体感がある、ナチユラ 



自動発光 



ルなポートレート写真が 

i も 、 'i 



通常 AF 


ポート 

撮影できます。 



<§> 

0 

— 

レート 

• 背景のボケの程度は明る 



ち 




さで変化します。 


SLUW 




• AF エリアは MANUAL (己点）となります。マルチセ 





レクタで AF エ U アを選択してください柄 P .11 日)。 





パーティーなどで、キヤ 






.み}^ 

ンドルライトをされいに 






ち 令 

写すなど、被写体の背景 



<§> 

通常 AF 


バー 

を生かした雰囲気のある 

か^^^^^ 

1 

0 

★ 

ティー 

写真が撮影でさます。 

が^! PJ 







夕 f ィ嫁-通 

1 





B 基本操作シ-ンモ-ド 
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シーン 

モード 

巧彻 

スピー ド 
ライト 
モード 

フォー カス 
トド 

手ブレ 

因 

夜景 

ポート 
レー ト 

夜景をバックに人物を撮 
影したい時、背景を黒く 
つぶすことなく人物も背 
景ち自然に表現した写真 
が撮影でさます。 

• シャッタースピードび 
1/4砂より遅くなる撮影 
の場合、自動的にノイズ時 
知 P .123)。 

誦 

去モードにセツトされます 

<§> 

通常 AF 
0 

★ 

画 

巧 •雪 

晴天の海や湖、砂おや雪 
景色を明るく鮮やかに撮 
影することがでさます。 

溢 tjjffHr*' 

自動発光 

<§> 

ち 

SLOW 

通常 AF 
0 

ii 

化 

の A 

- 

H 

風景 

木々の緑や青空などの輪 
郭と色のコントラストが 
強調された、鮮やかな写 
真が撮影できます。 

等 

ぶが 

® 

0 

ii 

- 

•な 

夕やけ 




通常 AF 
0 

ii 

★ 

美しいホい夕やけや朝焼 
けを、見た目のままに美 
し<撮影することがでさ 
ます。 

一^ 

■11 

固 

夜景 

枚景を撮影する際、乂口 
-シャツタ-で夜景の雰 
囲気を表I貞した写真を} 1 
影できます。 

• シャツ タースピー ドび 

1/4砂より遅くなる撮影 

の場合、自動のにノイズ^^^^^^^^™ 
除去モードにセツ ト されます。 


0 

ii 

★★ 
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シーン 

モ-ド 


巧徴 


スビード 
ライト 
モ-ド 


フオーカス 


手ブレ 


皿 

ミュー 

ジアム 


スピードライトの発光が 
禁止されている博物館や 
美術館など、スピードラ 
イトを発光させたくない 
場所で撮影する時に使用 
します。 

• 博物館、美術館等によつ 

ては、撮影自体禁止されている場合があります。あら 
かじめご確認ください。 

• BSS び自動的にセツトされます]0)。 





通常 AF 

0 

化 

&出 


★ 


ス□—シ ヤツ ターで、大 
さく広がる打ち上げ花火 
をされいに撮影でさます。 


巧ち上げ 
巧义 





★★ 


ク□ーズ 
アップ 


草花や昆虫、ル物などを、 

色鮮やかに撮影すること 

がでさます。 

• 冉 F エ U アは MANUAL 
(己点）となります。マル 
チセレクタで AF エ I 」ア 
を選巧して < ださし 、I 
如 P .1 19)〇 

• ピントび合ラ範囲は、レンズ前約4〜 20 cm となります。 

• 液晶モニタの化マークび黄色に表おされるズーム位 
置（最に角側）では、レンズ前約 4 cm までピントを 
合わせることがでさます。 

• ズーム位置により最短撮影距離は変化します 





化 

0A 


★ 


H 基本操作シ-ンモ-ド 
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シーン 

モード 

巧お 

スピー ド 
ライト 
モード 

フォー カス 
トド 

手ブレ 

モノクロ 
コピー 

ホワイトボードや名刺、 
印刷物ので字などを、シ 
ヤープに複写することが 
でさます。 

• 覆写するちのび赤色、青色 
などの場合、文をなどび薄 

一おシ:一 : HONOLULU - 空い/か 

雞攀^^ 
…' もも;' 

を. WAIKi だ 1—' お皆 誦 


自動発光 

<§> 

ち 

SLOW 

通常 AF 
0 

ii 

化 

0 A 

- 

<なることびあ0ます。 

•フオーカスモードが通常冉 F の場合、最短撮影距離び 
レンズ前約 70cm となります。 

•近くのものを撮影ずる場合には、マク□モードにセッ 
卜してくださレ。マク n モードセットすると、液晶モ 
二夕の化マークび黄色に表おされるズーム位置（最 
広角側）では、レンズ前約 4cm までピントを合わせ 
ることびでさます。 

• ズーム位置により最短撮影距離は変化します 

の 

逆巧 



ち 

通常 AF 
0 

- 

逆光状悲の時 1 し、 人物ひ 
影にな 5 ずに美しく撮影 
することがでさます。 

m ： 



D ま意シーンモードでのノイズ除去モードについて 

シーンモードの夜景ポートレートまたは夜景に設定時に、シャッタースピードび1/4 
秒より遅<なる撮影では、画面上に発生する星状のノイズを軽減する ノイズ除去モー 
ド （屈 P .123) に自動的にセットされます。この場合、撮影後のコンパクトフラッ 
シュカードへの記録に通常より2倍しソ上の時間びかかります。ノイズ除去び行われる 
と、液晶モニタにノイズ除去表示 CNR ) び表示されます。 
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撮影機能の詳細 


この章では、撮彰モード時のカメラのさ撮該 
機能について詳しく説明していまず。 


撮彰モード 
フォー カスモード 
セルフタイマー撮彰 
才ートフ ォー カスについて 
AF □ック撮彰 
電子ズーム 

スピードライトモード 
動画モード 
露出補正 

記録中の画像の削除と静止画延長 
感度変更モード 
マニュアル フォー カス 


マニュアルフオーカス 
P . 已巨 


感度変更モード 

P . 已己 


記録中の画像の削除と 
静止画延長 
P . 已4 


露出補正 
P . 已3 


動画モード 
P . 已2 


スピードライトモー 
P .49 〜己1 


電子 ズーム 
P .48 


AF □ック撮影 
P .47 


才ートフオーカスについて 
P .4 巨 


セルフタイマー撮影 
P .4 己 


フオーカスモード 
P .43 〜44 


撮影モード 
P .42 


□ 


撮影機能の詳細 


I 
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撮影モード 

COOLPIX 4300には4種類の撮影モードびあります。 

撮影モードを切り換えるには、モードダイヤルを回して、還択したいモード 
を左側の《 マーク にをわせまず。 



•シーンモードを選択すると、選択さ 
れたシーンモードのアイコンび液晶 
モニタの左上に表示されます。 

•動画モードを選択すると、，マーク 
び液晶モニタの左下に表示されます。 


モード 

内容 

参照ページ 

回〇 

オート撮影モード 

一番手軽に撮影でをるカメラまかせのモードです。 
スナップ撮影など、シャッターチャンス優先で撮影 
したい時などに硬利です。 

P .26 

圓 

シーンモード 

12種類のシーンモードの中か5撮影シーンや被写 
体に合ったモードを選択すると、イメージに近い 
写真を手軽に撮影でをるモードです。 

P .3 巴〜40 

网〇 

マニュアル撮影モード 

撮影;<ニューによって、撮影磯能について詳細に 
設定で定ます。 

P .104-1 23 

で 

動画モード 

最大40秒間の動画（音声なし）を撮影します。動 
画は画憬サイズ32日 X 240 で、1目フレーム/砂 
で撮影されます。 

P . 已2 
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フオーカスモード认化公 


回〇/陋®/圆0/1 


フオーカスモードは、撮影目的に応じてな下の己種類のモードから選巧できます。 


フォーカス 
モード 

表示 

機能 

こんな時に 

通常 AF 
モード 

表 7]^ なし 

被写体までの距離に応じて、 
自動的にピントを合わせます。 
ピントの合ラ距離範囲は、広 
角 （ W ) 時は 30 cm 〜 無限遠、 
望遠 （ T ) 時は白日 cm 〜 無限 
遠です。 

カメラまかせで一番手軽に 
撮影でをるモードです。ス 
ナップ写真やポートレート 
をはじめとするほとんどの 
撮影に幅広 < 対応します。 

セルフ 

タィマー 

モード 

の 

通常 AF モードでセルフタイマ 
一撮影を巧います。 

セルフタイマー時間は、1日秒 
か3秒のいずれかに設定でさ 
ます。 

撮影若自身び写りたい記念 
写真や、シャッターボタン 
を巧す時に生じる手ブレを 
防止したい時に使用します。 

遠景モード 

ii 

フオーカスは、遠景にピント 
び合5よラにセットされます。 
スピードライトは自動的に発 
光禁止になります。 

窓越しの景色や風景、建物な 
ど、遠くにある被写体を撮影 
する時などに使用します。 

マク□モード 

化 

最 広角 （ W ) 時にレンズ前約 
4 cm 〜 無限遠でピントを合わ 
せます。 

花や昆虫などかさな被写体 
の近接（マクロ）撮影をす 
る時に使用します。 

マク□セルフ 
モード 

の化 

マク□モードでセルフタイマ 
一撮影を行います。 

セルフタイマーは]日秒か3秒 
のいずれかに設定でをます。 

近接（マクロ）撮影の際、 
シャッターボタンを巧すと 
さにちじる手プレを防ぎた 
い時に使用します。 


H 撮影籠 i 細 i 辜—ド/ミふスモ-ド 
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i4 出 & ボタンを巧し、セットしたいフォーカスモード表示、またはセルフ 
タイマー表巧を表おさせまず【通常 AF モードでは何ち表示されません)。 



• A 必公ボタンを押すと、フォーカスモード表示は次のよラに切り換わります。 



• 回〇モードでは電源日 N 時にセットされるフオーカスモードは、通常 AF モードに設定さ 
れています。 


D ミち意マクロモードについてのごま意 

• A び黄色に表示されているズーム位置（最広角側）にすると約 4 cm までピントを 
合わせることびでをます。 

• マク□モードで近接撮影する焉合は、ファインダーで確認した構図と実隙に写る範 
囲との間にズレび生じますので、液晶モニタを見て構図をまめることをおすすめし 
まず（应 P ぶ8)。 

• マク□モードでスピードライトを使用すると、光び十分に行をわた日ないことびあ 
ります。テスト撮影をして、液晶モニタで画傲をご確認ください。 
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セルフタイマー撮彰认化公 回 0/ M / p|"S 


記念写真など、撮影ち自身が写りたい時や、シャッターボタンを押す時に生じる手 
ブレを防止したい時などに使ラと便利です。 

1认化公ボタンを巧して、セルフタイマー表示公を点なさせます。 



• セルフタイマーモードでは&び表示されます。ピントび合ラ被写体までの最短距離 
は、レンズ先端か日約 30 cm です（ズームの位置は広角側)。 

•マク□セルフモードでは、公と化び同時に表示されます。ピントび合ラ被写体ま 
での最短距離は、レンズ先端か日約 4 cm です（ズームの位置は化び黄色に表示さ 
れている最広角側)。 

2插回を巧めまず。 

• 兰脚などを使って、カメラを安定させて構図をまめてください。 

• ピントを含わせたい被写体び最ち手前に配置される構図にしてください。 

9シャツターボタンを深く}甲し込んで、セルフタイマーを作動させます。 




• シャッターボタンを]度巧すと1日砂、間、2度押すと3砂間タイマーび作動します。 
セルフタイマーび作動しはじめると、液晶モニタにタイマー時間びカウントダウン 
表示されます。セルフタイマー表示ランプはシャッターびされる約1秒前まで点滅 
し、撮影前の約]秒間点灯します。 

• 作動中のセルフタイマーを一時停止する時は、シャッターボタンを]日秒タイマー 
時は2回、3秒タイマー時は]回押します。セルフタイマー作動開始機のキャンセル 
は、一時停止の操作後にボタンを巧して&を消灯させるか、電源を日 FF に 
します。 

• 圆〇モード時には、マニュアルフォーカスによるセルフタイマー撮影び可能です。 


田 


撮影機能の詳細 フォ—カスモ—ド/セルフタイマ—撮影 
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才—トフオーカスについて 回〇/陋®/圆〇/, 


仁 00 L 円 X 43 日0は、撮影モードや液晶モニタの点な状態によって、 AF の動作ち 
式が異な0ます。 

• 回 〇モード • シーンモード.動画モードの場合 

■液晶 モニタ 点灯時は、カメラは常にピント合わせを行います （ C-AF :屈 P .120)。 

-液晶モニタ消灯時は、シャッターボタンび半押しされている間のみカメラびピント合 
わせを行います （ S-AF :屈 P .120)。 

• 励〇モードの場合 

■液晶モニタの点灯、消灯にかかわ日ず、シャッターボタンび半巧しされている間のみ 
カメラびピント合わせを行います （ S - AF )。 

■撮影_>^ニューの「フ ォーカス： AF - MODE 」 （应 P .12 日）で C - AF を選択することもで 
さます。 

いずれの場含ち、シャッターボタンを半押しするとピントび固定され、シャッターボタン 
を半巧ししている間はそのまま固定され続けます （ AF □ック：屈 P .47)。 


■ オートフォーカスが苦手な被写体について 

次のような場台はオートフォーカスでのピント合わせが正萬に行えない場合があ 
0ます。 

• 被写体び非常に暗い場合 

• 太陽び背景に入った日陰の人物など、画面内の輝度差び非常に大きい場合 
• 白壁や背景と同色の服を着ている人物など、被写体にコントラストびない場合 
• 才1」の中の動物など、遠いちのと近いをのび混在する被写体 
• 動さの連い被写体 

オートフォーカスでのピント合わせが正常に行えない場台、 AF □ック（陪 P .47) 
またはマニュアルフオーカス（陪 P . 已 6) でピント合わせを行ってください。 


n ミ 主意 AF □ック時のごま意 

シャッターボタンを半押しして AF □ックを行った場合には、同時に冉 E □ック（露出 
値を保持する機能）を行われますので、露出には十分ご注意ください。 
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AF □ツク撮影 


回 O/ 囲哑 / 岡 O 


写したい被写体び構図の中央にないときは （AF □ック撮影） 

回〇モード、またはシーンモード（ポートレート、ク□ーズアップを除く）では、 
写したい被写体を液晶モニタまたはファインダーの中央に台わせてシャッターを半 
f 甲しすると、ピントの合った状態に固定されます （ AF □ック）。同時に主要被写体 
の露出もカメラに記憶されます （ AE □ック）。 AF □ックは、ま要被写体が構図の 
中央にない場合や、構図を工夫したい撮影の時などに硬利です。 

1シャッターボタンを半巧ししてピントを合わせ、 AF ランプの点灯を ffi 
I認しまず。 



2 


• 写したい被写体を液晶モニタまたはファインダーの中央に合わせ、シャッターボタ 
ンを半押しします。 

• ピントび合ラと、ファインダーち側の AF ランプび点灯します。 

シャツ ターボタンを半巧ししたまま横回を変え、 シャツ ターボタンを巧 
し込んで撮該しまず。 




I シャッターボタンを半押ししている間は、ピントと露出び固定（冉 F/AE □ック） 
されます。 


〇ミち意 AF □ジク後の被写体との撮影距離について 

AF ランプの点灯後はま要被写体との撮影距離を変えないで<ださい。 


9ここをチェック！ 

I 励〇モード時に TRANSFER ボタンを巧すと、露出を固定する AE □ック撮該び可能 
です。 

lAE □ック撮影は、マルチ測光、スポット測光、中央重点測光のいずれでも行うこ 
とびできますび、マルチ測光は十分な冉 E □ック効果び期待でをないため、おすす 
めでをません。測光方式の選択については屈 P .1 日 7 


田 


撮影機能の詳細 才—トフォ—カスについて/ AF □ック撮影 
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電モズーム fw | I t 1 


回 0/ 阻哑 / 岡 O 



C 日日 L 円 X 43 日0は、3倍の光学ズームに加え、さらに4倍に拡大ずる電子ズーム 
(合計12倍）を装備しています。 


液晶モニタを使用して撮影する場合には、光学ズームを最ち望遠側にして、ズームボタン 
の T 側を2秒政上押し続けると、自動的に4倍までの電子ズームび作動します。 



ズームボタンの T 側を押し 
て、光学ズームの最大倍率 
にします。 



T 側を2が間切上 
押し続けます。 



電子ズームが作動すると、 
ズーム表示が黄色に変わり 
ます。 



• 電子ズームの作動中は、 

AF ランプび低速点滅します。 


• 電子ズームび作動している時にズームボタンの W 側を巧すと、電子ズームの倍率び低< 
なり、さ日に巧し続けると電子ズームび解除されます。 


D ミち意電子ズームについてのごま意 

•電子ズーム作動中は、 AF エ U アは中央に固定され、測光モードは中央部重点測光 
相当になります。 

•液晶モニタび消なしている場合は、電子ズームは作動しません。電子ズームを使用 
する前に、マルチセレクターの▲を押して、液晶モニタを点灯させてください 
P .29) 

• HI モード、マルチ連写、 UH 連写、動画、モノク□モード時には使用でをません。 

• 電子ズーム時には撮該画面の中央部を拡大するため、ファインダーで見える範囲と 
撮影範囲び異なります。必ず液晶モニタで確認しなび日撮影して<ださい。 

• 電子ズームは、力六ラのセンサーびと日えた画傲データをデジタル処理することで、 
画傲の中央部を拡大しています。光学ズームとは違い、画傲の中央部分を画面全体 
に拡大するため、粒子の粗い画傲になります。 
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スピードライトモード v §> 


回 0 /囲哑/岡〇 


撮影の目のや巧況に応じて，な下の已種類のスピードライトモードを選巧できます。 


スピードライト 
モード 

表示 

機能 

こんな時に 

自動発光 

表71^なし 

被写体が暗い時にスピードラ 
イトが自動的に発光します。 

一般的なスピードライト撮 
影をする場合に使用します。 

発光禁止 

® 

スピードライトの発光を禁止 
します。 

暗い場所で自然光を使って 
撮影する場合やスピードラ 
イトの使用び禁止された場 
所で撮影する時などに使用 
します。シャッタースピー 
ド表示び黄色く表示されて 
いる場含は手プレに注意し 
て < ださい。 

ホ目軽減 
自動発光 

<§> 

人物の目び赤く写ってしまラ 
赤目現象を軽減します。 
スピードライトが発光する前 
にホ目軽減ランプを約1秒間 
照射し、その後スピードライ 
卜が発光します。 

ポートレート撮影に使用し 
ます（撮影の隙、被写体の 
人物に赤目軽減ランプをし 
っかりと見るよラにすると 
効果び上びります）。ただ 
し、シャッターチャンスを 
優先させるよラな撮影には 
おすすめでさません。 

強制発光 

V 

被写体の明るさとは関係なくス 
ピードライトを発光させます。 

昼間の屋外撮影での逆光の 
場合などに使用します。 

ス □- 
シンクロ 

SLOW 

主要被写体の背景の露出を考 
慮して、遅いシャッタースピ 
ードでスピードライトを発光 
します。 

夕景や夜景を背景とした人物 
撮影などで、遠くの背景ち近 
<の人物ちされいに写したい 
場合に使用します。シャッタ 
ースピード表示び黄色く表示 
されている場合は手プレに注 
意してください。 


0撮影機能の詳細 電子ズ—ム/スピ—ドライトモ—ド 
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ちみボタンを巧して、セツトしたいスピードライトモード表示を表おさせ 
まず（自動巧がモードでは何ち表おされません)。 




• ち<§>ボタンを押すと、スピードライトモード表示は次のように切り換わります。 



加 




















Q ここをチェック！ 

• 励〇モード時にモードダイヤルの切り換え、電源の日 FF などによってモードをい 
ったん終了してか日、再び励〇モードにセットした場含、スピードライトモード 
は、前回セットされていたスピードライトモードにセットされます。 

•回〇、シーンモード時は、自動発光モードまたは赤目軽減自動発光モードのいずれ 
か（最後にセットされた方のモード）にセットされます。 

• 4日 cm より近距離側でスピードライト撮影を巧った場を、光び十分に行さわた5ない 
(ケラレる）ことびあります。 


D ま意発光禁止、スローシンク□モード時のごを意 

•発光禁止、またはス□-シンク□モードを選択して暗い場所で撮該する際は、シャッ 
タースピードび遅くなり、手ブレを起こしやすくなりますので三脚などを使巧して力 
メラを安定させて撮影してください。また、シャッタースピードび1/4秒より長時間 
になる撮影では、液晶モニタのシャッタースピード表示び黄色に点口し、撮影画面にノ 
イズび生じる場合びあります。 

• 次の焉合は自動的に発光禁止モードになりますので、ご注意ください。 

-フォーカスモードび遠景モード A にセットされている場合 （防 P .43) 

. シーンモードで、「風景 ( H ) J 「夕やけ（全)」「夜景（因)」「ミュージアム（皿)」 
「打ち上げ巧乂（壊）」「ク□ーズアップ （ ffi )」 にセットされている場合（屈 
P .38 〜 39) 

. 撮影;<ニューの 「 BS 引び ON にセットされている場含（屈 P . ll 日） 

-撮影;ニューの r 連写」で r 連写」「マルチ連写」 「 UH 連写」にセットされている場 
含（陪 P .1 日 8) 

. モードダイヤルび 1 ! (動画）にセットされている場含 C *^ P .52) 

- 撮影メニューのロンパ‘一夕」び OFFU ■(州こセットされてし、る場合（恆 P .113) 

-撮影>(ニューの r 露出制御：露出固定」び ON にセットされている場台（屈 P . l ]8) 


H 撮議雙謹 K ピ-ど hV トモ-ド 
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動画モード 


で 



動画モードでは、最大40秒間の動画（音声なし、画像サイズ320 X 240、 1已フ 
レーム/秒）を撮影することができます。 

i モードダイヤルを,にセットします。 


• 液晶モニタの左下に動画モード 
表示び表示されます。 
■カウンタ部には、動画撮影可能 
な時間（最大4日砂）び表示さ 
れます。 





•動画の撮影は、撮該開始後4日秒経過するか、コンパクトフラッシュカードの記録 
容量びな<なると自動的に終了します。 

•動画ファイル形式は、 QuickTime Movie (ファイル拡張子 f.MOVJ) でコンパク 
トフラッシュカードに記録されます。 


D ここをチェック！動画撮彰時について 


•電子ズームは作動しません （ i ^ P .48)。 

• スピードライトは発光しません。 
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露出補正因； 回〇/醒3/圆 0( P )/ マ 


撮影条件等に含わせて露出補正が行えます。補正値は一 2 EV か 5+2 EV の範囲で、 
1/3 EV ステップごとにセットでさます。 

露出補正ボタンを巧しなが S マルチセレクターの▲または▼を巧して、セツ 
卜したい露出 ffl 正値を表示させまず。 


• +日.0政がにセットすると、液晶モニタに 因 （露出補正マーク）と露出補正値び表示さ 
れます。 

•励〇モードで、撮影メニューの 「露出制御：露出モード」 （屈 P. 11己）を M (マニュア 
ル）にセットしている時には、露出補正は斤えません。 


固メモ露出捕正帽の還が 

• 構図の大部分び非常に明るい場含(太陽び反射する水や砂、雪を撮影する場合など)、 
背景び被写体よりち明るすざる場合は、力;ラび自動的に被写体を暗くする傾向び 
あります。被写体び暗すざるとをは補正値を+側にセツトしてください。 

•構図の大部分び非常に暗い場合（濃い緑の森を撮影する場合など)、背景び被写体 
よりち暗すぎる場含は、カメラび自動的に被写体を明るくする傾向びあります。被 
写体び明るすざるときは補正値を一測にセツトしてください。 


国メモ露出捕正をキャンセルずるには 

露出補正をキャンセルする時には、露出補正値を 0.0 にセットします。回〇モード、 
シーンモードおよび動画モードにセツトした時は、電源を日 FF にしてもキャンセルで 
をます。 


D ここをチェック！ 

露出補正は、撮影メニューの 「露出制御：露出補正」 批 P.118) でも行えます。 


|l||B 

〔巧 C 



因； i 4 ぶ 




H 撮影籠 Q 諸謹下ド/露出補正 


的 



















! 中の画像の削除と静止国陋長 


回 0/ M / 圆〇/, 


撮影した画像がコンパクトフラッシュカードに記録されている間に、記録中の画像 
を削除したり、画像の表示を延長したりすることができます。 

■ 記録中の画像の削除 

撮影した画像の記録中に、液晶モニタに™が表示されている間に® (雨/因壬） ボ 
タンを押すと、削除確認画面び表示されます。マルチセレクターの▲または▼で 
「はい」を選択して►を押すと記録中の画徹を削除することがでさます。 



■ 静止画表示の延長 

撮影した画像の記録中に、液晶モこ夕に y が表示されている間にリ（冒化公） 
ボタンを巧すと、液晶モこ夕に REC が表示され、撮影した画像の静止画表示び2日 
砂間延長されます。そのまま何ち操作を行わない場合、画像は2日秒禮に記録され 


ます。 



•液晶 モニタに™ び表示されている間に® (面/因支）ボタンを押すと削除確認画面び表示 
され、画傲の削除を行ラことびでをます。 

•液晶モニタに REC び表示されている間に REC (冒/ AA の）ボタンを巧すと、そのまま 
画憬び記録されます。 
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^ 感願更卜 


ド因； 


岡〇のみ 


標準時の感度は ISO 100相当ですが、 AUT 日にセットした場合は、ほ輝度時に自 
動的に感度アップします。また、暗いところで被写体を明るく撮影したい場合には、 
撮像感度を標準よりち高くセットずることちできます。 

モードダイヤルを岡〇にセツトし、感度お更ボタンを巧しなび S ズームボ 
タンを巧して、セットしたい感度を表おさせまず。 



表示 

感度 

AUTO 

通常は標準感度（旧 010 日相当）にセットされますび、低輝度時には自 
動的に感度アップします。 

• AUTO にセットして低輝度時に自動的に感度アップしている時は、液晶 
モニタには 、 ISO (感度変更マーク）び表示されます。 

400 

に日 4 日日ホ目当 

200 

ISO 200 相当 

100 

に 01 日日相当 

• 暗い場所や動をの連い被写体の撮影(がは、100で撮影することをお 
すすめします。 



^ メモ感度を更モードをキャンセルずるには 

• 感度蜜更モードをキャンセルする焉合は、 AUTO にセットしてください。 
•感度の変更は、撮影メニューの 「感度設定」 日）でを行えます。 


D ミ主意感度をまモードについてのごミモ意 

•感度変更モードのセットは、励〇モード時のみ有効です。感度セット後に撮影モー 
ドを回〇に合わせた場合、セットした感度は無効になり、 AUTO にセットされます。 
ただし、撮影モードを再び励〇にセットすると、セットした感度に復帰します。 

• 200、400にセットした時や、 AUTO でほ輝度時に自動的に感度アップしている時は、 
標準感度に比べて多少ザラついた画撒になる場合びありまず。 


r 


田 


撮影機能の詳細記録中の画像の削除と静止画延長/感度変更モ—ド 
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マニュアルフオーカス iiA 公 岡〇のみ 


so モード時には、マニュアルフオーカスで撮影することができます。被写体と 
の撮影距離をあらかじめ想定して撮影を行ラ場含や、オートフオーカスが苦手な被 
写体を撮影する場台などに便利でず。 


モードダイヤルを岡〇にセツトして、 iiA 公ボタンを巧しなび S ズームボ 
タンを巧ずと、マニュアルフオーカスでの撮該とな0、お晶モニタにマニ 
ュアルフオーカスインジケーターび表示をれます。 


• マニュアルフオーカスインジケーターを目安にして、被写体にピントび合ラまで 
认必&ボタンを巧しなび5ズームボタンを押します。 



•セットでさる撮影距離（レンズ前か5被写体までの距離）は、ズーム位置び最広角側 
の時に約0.04 m (化） 〜無限遠 （ ii ) ですび、セットされているフオーカスモー 
ドによって、次のよラになります。 

通常 AF 、 セルフタイマー、遠景モード時： 日.3日 m 〜10 m および無限遠 
マク〇、マク□セルフモード時： 約 0.04 m 〜 10 m および無限遠 
• 认 必 &ボタンを押しなびらズームボタンの W 側を巧すと撮影距離び短くなり （化）、 
T 側を押すと長くなります（认）。 

• マニュアルフオーカスで撮影すると、液晶モニタ上でピントび合っている部分の輪郭 
び強調されてピントび確認しやすいピーキング P .120) に自動的にセットされ 
ます（撮影;ニューの 「フオーカス：ピーキング」 で日 FF の時を除く）。 

• マニュアルフオーカスをキャンセルするには、 赢化 &ボタンを巧して<ださい。 


D ミち意 マニュアルフォーカスについての ごを意 

• マニュアルフォーカスとセルフタイマーを併用する場合は、セルフタイマーをセッ 
卜してか5マニュアルフォーカスをセツトしてください。 

•セットした距離によっては、ピントび含わないズーム領域びあります。この場合、 
液晶モニタのマニュアルフォーカスインジケーターび赤色に点灯し、警告します。 

• コンバータ使用時は、オートフォーカスで撮影を行ってください。 
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再生機能の詳細 


1コマ再生モード 
P . 已8〜己曰 


サムネイルモード 


拡大表示モード 


スモールピクチャ- 
P . 白吕〜巨4 


動画再生 


この章は再生モード時の再生機能について 
詳しく説明していまず 

1コマ再生モード 
サムネイルモード 
J 広大表示モード 
スモールピクチャー 
動画再生 

画像情報表示の切り換え 


画像情報表示の切り換え 
P . 巨巨〜67 


C 重 li 能の謹 
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1 コマ再生モード 


モードダイヤルを因にセツトすると再生モードになり、液晶モニタに最後に撮影 
された画像が表示されます （1 コマ再生モード）。ここでは、マルチセレクターや 
ボタンを使った再生モードでの操作について説明しています。 



1コマ再生モードでは、次の操作びでさます。 


機能 

ボタン 

内容 

別の画像を見る 

© 

マルチセレクターの◄を押すと 1 コマ前に、►を巧 
すと]コマ後に記録された画像び表示されます。 ◄ 
または►を巧し続けると、コマ番号び蜜わり、◄ま 
たは►を離した時点の画傲び表示されます。 

サムネイル表示 
にする 

0 

嫁 

1 コマ再をモードか 5 サムネイルモードに切り換え 
ます。 

•因ボタンを巧すごとに、 9 コマ表示、 4 コマ表示、 

1 コマ表示に切り換わります （屈 P .60)。 

表示されている 
画像を削除する 

9 

r ， 

1 巧削おしまず 
卿!ろしぃでずか？ 

が a 

• いいえ：選おさ打 
保存され 
• はい ： 選択され 

削除確認画面び表示されます。 
マルチセレクターの▲または 
▼を巧して、「はい」か「いい 
え」のいずれかを選択します。 
►を押すと、選択び実行されます。 

た画撒は削除されず、そのまま 
ます。 

た画像は削除されます。 

画像を 
拡大表示する 

fwM T | 

再生中の画像を拡大表示します。 

•画憬を最大日. 0 倍まで拡大して表示します。拡大表 
示された画像は、マルチセレクターで表示されて 
いる部分をスク□ールさせて見ることびでさます 

(应= P .61)。 

液晶モニタ表示を 
切り換える 

® 

液晶モニタの表示状態を切り換えます。 

•マルチセレクターの▲を押すごとをに、液晶モニ 
夕の表示び、点な（画傲情報表示あり）^点打 
(画傲情報表示なし）一消灯と切り換わります 
P .29)。 
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機肯目 

ボタン 

内容 

スモールピクチャー 
を作成する 

@ 

再生中の画像のスモールピクチャーを作成します。 
•電子メールやホームページで使用するのに適した 
画傲サイズ-画質モードのスモールピクチャー 
(縮ル画像）を作成します （*^ P . 日2)。 

動画を再生する 

〇 

Q 浩 K 

動画を再生します （应 P .6 己）。 

• 動画再生の開始と一時停止を行います。 

•動画撮影されたファイルには、画面上に動画ファイ 
ルであることを示すママークび表示されます。 

再生メニューを 
表示する 

0 

MENU 

再生メニユーを表示します （隨 P.124 )。 

画徹情報の表示画面 
を切り換える 

国 

0 

jA 出& 

画像情報を表示する画面を切り換えます。 

.冒ボタンを巧すごとに、已種類の画像情報表示画 
面を切り換えます P.66 )。 

パソコンに 
転送する画像を 
選択する 

TRANSFER 

〇 

再生中の画像の転送設定をします。 

• TRANSFER ボタンを巧すごとに、パソ]ンへの転 
送設定と解除を切り換えます日)。 


^ メモ画像再生について 

1コマ再生モードで画傲サイズび2272、画質モードび HI 、 FINE 、 NORMAL モード 
で撮影された画债を表示する隙には、コンパクトフラッシュカードか b 画债を読み込 
んで、実際の画質の再生画撒び表示されるまでの間、画傲をすばや<確認でさるよラ 
に、解像度び低い（画傲び粗く見える）プレビュー画像び表示される場含びあります。 


0重機能の詳細 In マ重モ—ド 


閱 












サムネイルモード 


1コマ再生モード時に因ボタンを巧すと、縮小した画像（サムネイル画像) 
を最大日コマまで表示することびできます。 




m 


効® 




サムネイルモードでは、次の操作びでさます。 


機負長 ボタン 


内容 


因ボタンを押すごとに、液晶モニタのサムネイル画 
傲の表示び次のよラに切り換わります。 


表示コマ数を 
変更する 



9 コマ 表示 4 コマ 表示 1 コマ 表を 


ズームボタンで切り換えることちでをます。 

• 1コマ再生時にズームボタンの W 側を押すと4コマ表 


fwil t1 


おに、もう]回押すと9コマ表示に切り換わります。 

• 9 コマ表示時にズームボタンの T 側を押すと4コマ表 
示に、もう1回押すと 1] マ再生に切り換わります。 



サムネイル画像を 
選巧する 



1 コマ 再生 4 コマ 表示 9 コマ 表示 


•マルチセレクターの ▲/▼/►/ ◄を押して画像を選 
おします。 


削除確認画面が表示され ます。 


表示されている 
画像を削除する 


選択した画像の 
転送設定をする 


曲 •マルチセレクターの▲または▼で「はい」を選択 


0 
巧 A 


して►を巧すと、表示されている画撒は削除され 
ます。「いいえ」を選択すると、画撒は削除されず、 
そのまま保存されます。 


TRANSFER 



表示された画像の転送設定をします。 

•巧すごとに、パソコンへの転送設定と辭除を切り 
撰えます。 





























































r 


拡大表巧モード 


1コマ再生モード時にズームボタンの T の) 側を巧し続けると、 XI .2 
〜 X 6.0 倍の倍率 （ X 0.2 ステップ）で再生画像を拡大表示します。 



画面の左上に拡大表示アイ 
コンと倍率び表示されます。 


拡大表示モードでは、次の操作びでさます。 


機肯自 

ボタン 

内容 

画徹を拡大表示する 

ifwl Tl 

fe 

ズームボタンの T 側を巧すごとに色. 0 倍まで画像を 
拡大します。 

拡大表示モードを 
解除する 

ifwl . Tl 

6 

ズームボタンの W 側を押すと、拡大表示モードを解 
除して、 1 コマ再生モードに戻ります。 

画像の他の部分を 
表示する 

® 

画面をスク□ールさせて、見たい部分に移動でさます。 


D ミ主意拓大表示モードについて 

• 拡大表示の状態か5前後の画像を表示ずる場合には、いったん拡大表示モードを終 
了してから画像の表示を切り換えて<ださい。 

• HI モードで記録した画撒では、拡大画傲の表示までに時間びかかることびありまず。 

• UH 連写の画撒、動画およびスモールピクチャーの画傲の拡大表示はでさません。 


0再生機能の詳細 サムネイルモ—ド/拡大表示モ—ド 
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モールピクチヤー 



撮影した画像か日、元の画像はそのまま保をしながら、画像サイズを縮ルした画像 
(スモールピクチャー）を作成することができます。作成できる画像のサイズ（ピ 
クセ J レ）は日 40 x 48 日、320 x 240、 160 x 120、日日 x 72 の4;重実頁で、し、ず 
れも、インターネットで使用する場合に適したサイズでず。 


11コマ再をモードまたは簡易再をモードにセツトします。 

• サムネイルモード、レビュー再生モードでは作成することびでをません。 



スモールピクチャーを作ぶしたい画像を表示させ 、 SMALL PIC •(マ 
ルチセレクターの ▼) ボタンを巧しまず。 

• スモールピクチャーの作成確認画面び表示されます。 




ク r はい J を還択して、►ボタンを巧しまず。 

d •設定されている縮小サイズ（初期設定：日4日 X 320 ピクセル）で、スモールピク 
チャーび作成されます。 



スモールピクチャーの 
作成中 
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A 作ぶしたスモールピクチャーを確認します。 

• 作成されたスモールピクチャーは、最樓に記録された画傲の一つ後にグレー色の枠 
で表示されます。 

•スモールピクチャーは、サムネイルモードでちグレー色の枠で表示され、確認する 
のに便利です。 




四メモスモールピクチャーについて 

• スモールピクチャーの画質モードは、元画撒の画費モードにかかわ日ず BAS ににな 
ります。 

•スモールピクチャーのファイル名は、先頭文字 「 SSCN 」 に新規のファイル番号 
(画傲記録フォルダ内にある最大の番号に1を加えた番号）を付けた名前（拡張 
子」 PG ) とな0ます。例： SSCN 0009 .JPG 


■ 縮小サイズを変更する場含は 

•初期設定状態では、縮ル画憬サイズは「巨40 X 480」び選択されています。縮ルヴ 
イズを変更する場含は、再生メニューの「縮小画像サイズ」で変更することびでをま 
す（应 P . 13己）。 
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B ここをチェック！ 

• 次の場合は、スモールピクチャーを作成することびできません。 

• スモールピクチャーか日スモールピクチャーを作成する堤合 
• UH 連写で撮影した画像、画質モードび HI の画傲および動画か b スモールピク 
チャーを作成する場合 

• コンパクトフラッシュカードの;<モリー残量び少ない場合、スモールピクチャーを作 
成でさないことびあります。画傲の削除などを斤って、メモ U —残量を確保してか5 
スモールピクチャーを作成してください。 

• スモールピクチャー画像は、スライドショーでは表示されません。 

• 元画傲に転送マーキングび設定されていると、スモールピクチャーにを自動的に設定 
されます。転送を行いたくない場合は解除してください。 

•元画傲を削除してを、スモールピクチャーは削除されません。また、スモールピクチ 
ャーを削除してち、元画傲は削除されません。 

• 元画像にプ□テクトまたはプ U ント指定び設定されていてち、スモールピクチャーに 
自動的には設定されません。任意に設定してください。また、スモールピクチャーに 
プ□テクトまたはプリント指定を設定してち、元画像には設定されません。 


D ま意スモールピクチャーについてのごミモ意 

■ C 日日 L 円 X 43 日日で 作成したスモールピクチャーを C 日日 L 円 X 43 日 Cmi 外のデジタ 
ルカ方ラで披ラ場合には、正常に表示でをないことやパソコンへの転送びでさない 
ことびあ0ます。 

■ C 日日 LPIX 4300じ (列の デジタルカメラで撮影された画傲に対しては、スモールピ 
クチヤー機能の動作は保証しておりません。 
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動画再生 

動画は、1コマ再生モード時に Q 山 CK 因ボタンを巧すと再生できます。 



• 1コマ再生モード、サムネイルモードでは、動画撮影されたファイルは先頭フレー 
ムび静止画表示され、画面上に動画であることを示す，（動画マーク）び表示さ 
れます。 

• サムネイルモードから動画を再生するには、動画を選択してサムネイルボタンを押 
し、1コマ再生モードに入ってか日、 QUICK 因ボタンを巧します。 


動画再生モードでは、次の操作びでをます。 


機能 

ボタン 

内容 

動画再生を開始する 

〇 

QUICK 

囚 

QUICK 因ボタンを巧すと動画の再生を開始 
します。動画再生終了後は最終フレームを約 

1 砂間表示した媛、先頭フレームの静止画表 
示に戻ります。 

再生中 

再をを一時停止する 

ボタンを巧した時点のフレームを静止画表示 
します。 

一時停止中 
再生を巧スタートする 

静止画表示しているフレームか日動画再生を 
再スタートします。 

一時停止中 

1 フレーム前の 
画像を表示する 

© 

動画中（動画の途中フレーム表示中）の]フ 
レーム前の画傲へコマ送りで戻りまず。 

一時停止中 

1 フレーム後の 
画像を表示する 

© 

動画中（動画の途中フレーム表示中）の 1 フ 
レーム後の画傲へコマ送りで進みます。最終 
フレームび表示されて一時停止している場合 
は再生び終了し、先頭フレームに戻ります。 


k 




再生機能の詳細 スモ—ルピクチヤ—/動画再生 
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画像情報表示の切り換え 


画像情報は、基本的な情報のほかに、より詳細な情報を表示させることがでさまず。 
詳細な画像情報は基本情報ち含めて、全部で已種類の表示画面を切り換えて表示さ 
れます。 

詳細な画像情報を表示するには、冒画面切り換えボタンを押します。 

• 表示される画面と、画傲情報の内容は次の通0です。 


1.基本情報表示画面 



表示例 

表示情報の内容 

100NIK0N 

フオルダ名 

0025JPG 

ファイル名（下4ケタ番号） 

c=a 

バッテリーチェック表示 

(パ’ッテリー残量び不十分なとさ表示） 


転送マーク（転送設定された画傲で表示） 

な 

プリント表示 

(プリント指定された画撒で表示） 

^11 

プ□テクト表示 

(プ□テクト設定された画像で表示） 

25/40 

表示画像番号/ 

選択されてし巧フオルダで表示可能な織画像コ7数 

2002.09 .16 

撮影曰付 

11:35 

撮影時刻 

Small Pic 

スモールピクチャー 

(スモールピクチャーで表示） 

2272 

画像サイズ 

FINE 

画質モード 


2.詳細情報表示画面1 



表示例 

表示情報の内容 

CAMERA 

E 4300 

撮影 カメラの 機種 

FIRM VER 

E4300V1.0 

ファームウェアのバージヨン 
に日 ( XPIX 43 日日の 撮慕画债 でのみ 表示） 

METERING 

MATRIX 

測光方式 

MODE 

P 

露出 モード 

SHUTTER 

1/250 

シャッタースピード 

APERTURE 

F2.8 

絞り値 

EXP +/- 

0.0 

露出補正値 

FOCAL LENGTH 

f8.2mm 

焦点距離 

FOCUS 

AF 

フ オー カスモード 
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3 .詳細情報表示画面 2 


4. ヒストグラム表示画面 



表示 

表示情報の内容 

サムネイル画像 

A イライト部分を表示 

(画徹の八イライト部分を白/黒の点滅で表示） 

ヒストグラム 

表示画像のヒストグラムを表示 

撮影情報 

表示画像の撮影情報 

(ファイル名、測光ち式、シャッタースピード、 
絞0値、露出補正値、撮像感度） 


ヒストグラムの横軸は輝度（日〜2己日）を、縦軸はドット数を示します。軸のスケール 
は画傲のドット数の最大値により最適化されて表示されます。 


己.ピーキング表示画面 



表示 

表示情報の内容 

ピー キング 
処理画像 

画像中で焦点の合っている被写体の輪郭を 
強調して表示 

撮影情報 

表示画像の撮影情報 

(ファイル名、焦点距離、シャッタースピード、 
絞り値、フオーカスモード、ノイズ除去、 
選お AF エ U ア） 



表示例 

表示情報の内容 

SPEED LIGHT 

ON 

スピードライト 

IMG ADJUST 

AUTO 

階調浦正 

SENSITIVITY 

AUTO 

撮像感度 

WHITEBAL 

AUTO 

ホワイトバランス 

SHARPNESS 

AUTO 

輪郭強調 

DIGITAL TELE 

X 1.00 

電子ズームの倍率 

CONVERTER 

OFF 

コンパ‘ ータ 

FILE SIZE 

713 KB 

撮影画像のファイルサイズ 


P 再生機能の詳細 画像情報表示の切り換え 
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専用 USB ケーブルで 
パソコンに接続する 
P .70 


撮影した画像の 
楽しみ方 


テレビやビデオなどで 
画像を再生する 
P .71 


この章は;夕の各機能について説明しています 
専用 USB ケーブルでパソコンに接続ずる 


テレビやビデオなどで画像を再生ずる 






専用 USB ケーブルでパソコンに接続ずる 



Nikon View (付属のアプリケーションソフト）がインストールされたパソコンに 
専用の USB ケーブル UC - E 1 でカメラを接続すると、撮影した画像を簡単にパソコ 
ンに転送することがでをます。 

• 力;< ラとパソコンは専用 US 目ケープル UC - E 1 で下図のよラに接続します。 




• 専用 US 巨ケーブル UC - E 1 を使用して撮影画傲をパソ]ンへ転送す 
るには、ラの TRANSFER ボタンを巧す方まと 、 Nikon View 
の I w I ポタンを用いる方法とびあります 。 Nikon View につい 
ての詳細は、付属のクイックスタートガイド、および Nikon View 
のリファレンスマニュアル （ CD - ROM ) をご覧ください。 


^メモ拓巧設定 

画像を再生時ルビユー再生モード時を除く）に TRANSFER ボタンを巧すと、パソコ 
ンに転送したい画傲を選択した0、すでに設定された転送設定を解除したりすること 
びでをます。 



TRANSFER ボタン簡易再をモード 

/ I コマ再生モード 



サムネイルレビューモード 
/サムネイルモード 


• 転送設定されている画傲には 、^ (転送）マークび表示されています（初期設定 
では、撮影された全ての画傲び転送設定されています）。画傲びすでに転送設定さ 
れている場合は、 TRANSFER ボタンを巧すと、転送設定び解除されて、マーク 
び消えます。転送設定されていない画撒を選択して TRANSFER ボタンを押すと、転 
送設定されて、マークび表示されます。 

• Nikon View びインストールされたパソコンと力;><ラを専用 USB ケープル UC - E 1 で 
接続して、 TRANSFER ボタンで画傲を転送すると、マークの付いた画傲びパソ 
コンに転送されます。ただし 、 Mac OS X ] 0.1 .2 をご使用の場合は 、わ乂ラの 
TRANSFER ボタンでは画像を転送でをません。画撒を転送する場合は 、 Nikon 
View の！〜* I ボタンを使用してください。 
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テレビやビデオなどで画像を再をずる 

C 日 OLPIX 4300をテレビやビデオなどに接続して、画像をテレビ画面に表示させ 
たり、ビデオに録画したりできます。接続には専用のビデオケーブル（付属）を 
ご使用ください。 

1カメラの電源を OFF にして、ビデオケーブルをカメラとテレビ（ビデ 
I 才）に接続します。 

• ビデオケーブルの黒いプラグをカメラ側に、黄色のプラグをテレビまたはビデオ側 
に接続します。 



2テレビ（ビデオ）の入カモードを r ビデオ（か部入力) J に設定しまず。 

■ 詳しくは、使用するテレビまたはビデオの使用説明書をご覧ください。 

3カメラのモードダイヤルを因にセツトして、電源を区田にします。 

•テレビには撮影された画像び表示され、力;< ラの液晶モニタは消灯します。 


D を意バッテリー使用時のごミち意 

Li - ioni 」 チャージャブルバッテリー EN - EL 1 や市販の目 VU チウム電池 （2 CR 己）で力 
；< ラをご使用の場合は、再生メニューの 「パワーオフ設定」 （应 P .13 日）での設定時 
間（初期設定は3日秒）操作び行われないと、オートパワーオフ機能び作動して自動 
的にテレビへの出力び停止し、テレビには画像び表示されなくなります。ただしシャ 
ッターボタンの半押しやマルチセレクターを押すことで再び出力を開始します。バッ 
テ U —や電池を使用してテレビで再生する場合は、再生;ニューの 「パワーオフ設定 
(30 秒/1分/己分/30分)」 を変更してください。また長時間テレビで再生する場 
含は、別売の AC アダプタのご使用をおすすめします。 


^メモビデオモードについて 

「ビデオモード」 では、ビデオ信号の出力形式を NTSC (曰本な 
どで採用されている形式)、または PAL (欧州などで採用されている形式）か5選択 
します。力;ラを接続する機器のビデオ信号形式と 「ビデオモード」 ；><ニューで選択 
したあ式は、必ず一致するよラにしてください。 
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メニュー画面 


メニュ-覧 

P .74 〜7曰 


メニュー ガイド 


メニューの操作 
P .81 〜8已 


SET - UP メニュ - 
P .86-103 


撮影 メニュー 
P . 104-123 


再生メニュー 
P . 124〜13已 


この章ではカメラのメニュー画面について詳しく説明しています 

メニュ-覧 

メニューガイド 
メニューの操作 
SET-UP メニュ ー 
撮影メニュー 
再生メニュー 




メニュ—画面 
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-覧 （ SET - UP メニュ ー) 




モードダイヤルを 
SETUP にセット 

ずると SET-UP 
メニューが表示さ 
れます。 




画質モード 

画質モード（圧縮率）を 
3種類から選巧でさます。 

防 P .88 

画原サイズ 

画像サイズ（大ささ）を 
已種類から選択でさます。 

防 P.8 目 

フォルダ設定 

撮影-再生に使用するフ 
オルダの選択と、操作を 
行います。 

防 P . 白0 

モニタ設定 

モニタ表示、囲回の明る 
さをセットします。 

«^P.94 

パワーオフ設定 

才ートパワーオフ機能び 
作動するまでの時間をセ 
ットでさます。 

が P .9 己 

連きモード 

画像のファイル名を連続 
する通し番号で自動的に 
セットでさます。 

陌 ^P.96 

力ードフォ ー7 ット 

コンバクトフラッシュカ 
ードのフォーマツトを行 
います。 

«^P.97 
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♦ 


♦ 


FINE 

NORMAL 

BASIC 

2272 (2272 x 1704) 

2048 (2048 x 1536) 

1600 (1600 x 1200) 

1280 (1280 x 900) 

1024 (1024 X 768) 

巨 40 (色 40 x 480) 

フォルダ操作 ► 新規作成/を称変更/ 

フォルダ削除 

NIKON 
(フオルダ名） 

モニタ表示 ► モニタ日 N / レビ: L -0 N / 

レビュー日 FF / モニタ日 FF 

画面の明るさ ► (日段階にセツト可能) 


30 S (30 秒) 
1 M (1分） 

已 M (已分） 
30 M (30 分) 

ON 
OFF 
U セット 


いい文 

フ オー マツ トする 

























































(ドイツ語） 

(英語） 

(フランス語) 
(曰本語） 
(スペイン語) 


言語 ( LANG ) _ 

メニューに表示する言語 
を切り換えることびでさ ♦ 
ます。 

wp.102 


インター フエー ス 

ビデオ出力ち式や USB ビデオモード ► NTSC/PAL 

通信:ち式を選択します。 * 

USB ► PTP/Mass Storage 

@P.l 日] 


お 

見 

E 

T 

L) 

P 

メ 




撮霞確認ランプ 

赤目軽減ランプを撮影時 
の確認ランプとして点打 ♦ 
でさます。 

防 P.98 

撮該情巧 

info.txt ファイルの作成お 
よび、撮影時の画像の転 ♦ 
送設定をセツトでさます。 

防 P . 日日 

曰時設定 

内蔵時計の日時と年月日 
をセットします。 ♦ 

叩100 


OFF 

ON 

info.txt ► 

OFF/ON 

転送設定 ► 

OFF/ON 

年•月•日•時•分 


曰付表示順 



っ 


ユーザー設定ク y ア 

力^ラにセットされた鲁 
種の設定をクリアします。> 


しル、る 



SET - UP 2 


mk 

<S> MENU 

h 1 — 



SET - UPl と 2 の 
画面は MENU ボタ 
ン、または7ルチ 
セレクターで切り 
換えます。 


ボタン設を 

操作ボタンのセツト内容 
の記憶と、電子ズームの 
ON/OFF の設定びでき 
ます。 防 P.98 


ち<§>記憶 
A 化&記憶 
因 記憶 
電デズーム 


► ON/OFF 
k ON/OFF 

► ON/OFF 
k ON/OFF 


D iS 厅日 


B 


メニユ I 画面 メニユ I 


@ P.103 


はい 
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ュ ーー 覽（撮影メニュ ー） 


撮影メニュー1 


因 ENUPAGE 2 




爾|〇! 

<§> MENU 


モードダイヤルを 
HO にセットし 
て、 MENU ボタン 
を巧します。 



ホワイトパランス 


撮影状況に応じて、適応 

な園截 

するホワイトバランスび 

nsBo 置房 

セツトでさます。 

@る区。障易イト 

1■，1 ■ 

屈 ■ P . 10己 


凿堂光な 
4 . ■天 

をスピードライト 



測巧方式 

1[、.山 

撮影状況に応じて、測光 

I 

方式を選択できます。 


吁 .107 


連写 

単写および連写などの連続 
撮影モードを已種類から選 
択でさます。 

@ P . 108 

BSS 

最大10コマの連続撮影を 
巧い、最をシャープだと 
判断される画像を]コマだ 
け記録します。 ■^ P.llO 

階調な正 

撮影する画儘のコントラ 
ストと明るさを変化させ 
ます。 

11 


UH 連写 


A 才ート 
曲プリセット 
谦 太腸光 
来電球 

國マルチ 
(Z) スポット 
应]中央重点 
EE AF スポット 

回単写 
写!]連写 
m マルチ連写 
m 高速連写 

が S 0 FF 
BSS0N 


A 3 AUTO 百+明るめ 

0標準 均-暗め 

3+コントラスト+ C モノクロ 
3- コントラストー 


1 


1 输郭強調 

AO AUTO 巧％ OFF 

1 


撮影した画像の輪郭の強 

A ♦強 

1 

誦1 

調度合を変化させます。 

♦ミ標準 

1 

riiS^^Vr■iT：j m 

@ P .112 

〇目弓 



コンバータ 

鲁種コンバータなどを使 
用する撮影に適したカメ 
ラのセツトを fj います。 

13 


® OFF ® フィッシュアイ 1 

巧 T ワイドコンパータ - g - スライドアダプタ 
^テレコンパ’一夕1 
^テレコンバータ吕 
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撮該メニュ ー2 



TE% 

<§> MENU 



I 


画質 

画質モードを 4 種類か 
ら、画像サイズを6種類 
から選がでさます。 

wp . l 14 



感度設定 

Mw ホ"…巧 

撮像感度を変更すること 

|Kj 

びでさます。 

皿 

防 P .1 1己 


圃 

■■、;il i''fciaar] 

曲 

Tunr 

IrbI 

励 

师づ迎 1.1 

涵 

四 

四 

ドけ口 

jfjl .-. ^ -_— つ 

MM. リ占 : 1M,I 

r 

1 I 

而 I 
nkUJ3 


f~~=> 

J I— 巧非な巧巧 ! 

1 

2 nssRjBHs 

1 I 也々 I 

*agiiili!：j りん J I 巧.；. J1 


撮影メニュ ー1 と 
2 の画面は MENU 
ポタン、またはマ 
ルチセレクターで 
切り換えます。 


露出制御 

カメラび制御する適正露 
出値を意図的に変えるこ ♦ 
とびでさます。 

防 P.1 1己 

フォーカス 

AF エI」ア、 AF-M 曰 DE、 

ピーキングをセットでさ ♦ 
ます。 

防 P.1 1日 

ブラケティング 

露出またはホワイトパラ 
ンスを自動的にずらした ♦ 
撮影を行います。 

防 P.12] 

ノイズ除去 

長時間露出撮影時に、画 
面上に生じるノイズを軽 ♦ 
減することびでさます。 

防 P.123 

力ードフオ ー7 ツト 

コンパクトフラッシュカ 
ードのフオーマットを行 ♦ 
います。 


画質モード 
画像サイズ 

AUTO 

100 

200 

400 

露出モード 
露出固定 
露出補正 

AF エ U ァ選択 
AF - M 0 DE 
ピー キング 

OFF 

ON 

WB-BKT 

ON 

OFF 


し、い无 

フォー マツ トする 


HI / 円 NE / 
NORMAL/BASIC 

2272/2048/1600/ 

1280/1024/640 


k P/M 

► OFF / ON / 1」セット 

► -2.0 〜 +2 .日 

k AUTO / MANUAL/OFF 
k C - AF / S-AF 
► MF / ON/OFF 


3,±0,3/3,±0,7/3,±1,0/ 
5,±0,3/5,±0,7/5,±1,0 


B 


メニュ I 画面 メニユ I - 覧(撮影メニユ I ) 


@ P. 123 
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ューー覧（再生メニュー) 




削除 

@?の選択した画像や全画 
像の削除、およびプ U ント 
指定の解除び行えます。 

@P.12 己 


フォルダ設定 

再生するフォルダの選択 
と、フォルタ’操作（新規 
作成、名称変更、削除） 
を行います。 》^P.l 吕7 

スライド シヨー 

画像を一定間隔で順番に 
再生するスライドシヨー 
を行■います。 

@ P. 128 


プ□テクト設定 

記録されている画像を不 
用意に削除しないよラに 
プ□テクトをかけること 
びでをます。 @P.130 


巧表示設定 

指定された画像を再生画 
面やメニュー項目の画像 
選巧画面で表示されない 
ようにします。が P.13] 

プ y ント指定 

画像ファイルのプリント 
について、枚数/情報の 
有無を指定することびで 
さます。 @P.132 


S 目 Sm 還巧画像削除 

W を画像削除 

A 葡 プリント指定 

己 e フオルダ操作 

► 新規作成/名称変更/ 

ネまてのフオ J 的 

フオルダ削除 

己 NIKON 


曰 （フォルタ’名） 


曰開始 


"-イン： H 。 レ號 

► 2秒/3砂/巳秒/1日秒 


0-n (画像を選択してフ□テクト設定) 


だ;！（画像を選択して非表示設定) 


^ (画像を還}尺してプリント枚数設定) 











































































再生 メニュ ー2 



ap 

3)0 

<S> MENU 


QUI 





括をマーキング 

撮影した全画儘をバソコ 
ンに転送する、または転 
送しないよラに設定でさ 
まず。 @ P .134 

m か画原サイズ 

スモールピクチャー（縮 
ル画像）のサイズを指定 
することびでさます。 

防 P .13 己 

バワーオフ設定 

オートパワーオフ磯能び 
作動するまでの時間をセ 
ットでさます。 

陌 ^ P .13 己 



再生メニュ ー1 と 
2の画面は MENU 
ボタン、またはマ 
ルチセレクターで 
切り換えます。 


を ON 
を OFF 

640 x 480 

320 x 240 

160 x 120 

96 x 72 

30 S (30 秒） 
1 M (1分） 

已 M (已分） 
30 M (30 分） 




メニユ—画面 メニユ I - 覧(再生メニユ I ) 
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メニューガイド 


C 日日 L 円 X 430 日では、 液晶 モニタに 表示され るメニューを 操作す ることによって、 
カメラの 機能 や 設定内容を詳細に設定ず ることができます。 

MENU ボタンを押すと、各モードに応じた;ニュー画面が液晶モニタに表示され、 
ゾこューの操作を行えます。 


モード 

メニュー 

内容 

ぺージ 

SETUP 

SETUP メニュー 

力:ラの基本的な設定 （14 項目）を行います。 
画質モード/画像サイズなど撮影条件の設定や、 
日時設定/カードフォーマットなどの撮影前の 
準備、および撮影者びセットした設定のク IJ ア 
などを巧います。 

P.8 日 

岡〇 

撮影メニュー 

撮影に関する各種機能（ホワイトバランス、測 
光方式、連写、階調補正、プラケティングなど 
14項目）の設定を巧います。 

P.104 

圓 

シーンメニュー 

12種類のシーンモードを目的にをわせて選択します。 

P.3 目 

因 

再生メニュー 

撮影した画像の再生に関する各種機能（画傲 
の削除、スライドショー再生、画傲のプ□テ 
クト/非表示/転を/プ U ントの設定など目項 
目）の設定を行います。 

P.124 


•モードダイヤルび SETUP (セットアップモード）にセットされている時には、つねにメ 
ニュー画面び表示されます。 

•回〇けート撮獻モード、，（動励モードにはメニ:!一はありません。 
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メニューを見る 
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メニューを選巧•巧定ずる 

メニュー画面では、マルチセレクターの▲または▼で赤く表示されている部分を移動させ 
て項目を選択し、►を巧して設定または決定を行います。 



▲または▼でホい表示を移動させて、セツ 
卜したいメニュー項目を選択します。 



►を巧すと選択したメニュー項目の詳細 
(サブメニュー）が表示されます。 


3 



▲または▼でサブメニューの中か5セット 
したい機能を選択します。 




►を巧すとサブメニューの詳細が表示され 
ます。 



▲または▼でサブメニューの詳細の中か5 
セツトしたい機能を選択します。 



►を巧すと機能のセットが決定して、メニ 
ユー画面に戻ります。 
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MENU ボタンを巧すとメニュー画面を 
終了して撮影画面に戻ります。 


• 1つ前のステップに戻るには、マルチセレクターの◄を巧します。 

ニューのセットは、メニュー画面ち下の部分に「1>決定」と表示されている時に►を 
巧した時点で完了して、メニュー画面に戻ります。 

•励〇モード、シーンモードのメニュー画面表示時には、シャッターボタンを半押しする 
と撮影画面に切り換わり、すぐに撮影でさます。撮影後は再びメニュー画面に戻ります。 


0 メニユ—画面メ II ユ-の操作 
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メニューの画面のぺージを切り換える 


メニュー画面のページを切り換えるには、次の3通りの方法びあります。 


〇マルチセレクターの▲または▼でホい表示部分を移動させて切り換える 



MENU ボタンを巧して、メニュー画面を表 


示させます （ SETUP モードでは、モード 
ダイヤルをセツトすると自動的にメニュー 
画面が表示されます)。 



▲または▼を押し続けると、画面が切り換 
わってメニューの2ページ目が表示されま 
す。 


〇ぺージタブを還択して切り換える 



MENU ボタンを巧して、メニュー画面を表 
示させます （ SETUP モードでは、モード 


ダイヤルをセツトすると自動的にメニュー 
画面が表示されます)。 



◄を押すとメニュー画面左側の rij の夕 
ブがホく表示されます。 



▼を押すと 「2 J のタブが，赤く表示され、 
表示が切り換わります。 



►を巧すと項目を還択できるようになります。 
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0 MENU ボタンで切り換える 


MENU ボタンを巧すと次のメニュー画面のページへの切り換え、またはメニュー画面 
の終了び斤われます。 



ニュー画面の左下に 「MENU OFF」 と表示されている場合は、 MENU ボタンを] 
回押すと;ニューび終了します。 


M SSKKi I ^ ^ 

1 m I 

•互 

■垄 

凹 [ がお ^ iiaidgiiii! ； i!rijn«Sii!f 


• メニュー画面の左下に 「MENU PAGE2」 または 「MENU PAGE!」 と表示され 
ている場合は、 MENU ボタンを巧すと吕ぺージ目ま;■こは1ぺージ目のメニュー画面び 
表示されます。 




メニユ—画面 メニユ I の操作 
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SETUP モードでは SET-UP メニューによって、画質モード/画像サイズのセット、 
コンパクトフラッシュカードのフオーマット（初期化）や曰時設定など撮影前の基 
本的な設定や、液晶モニタなどカメラの鲁種が態を設定することができます。 

モードダイヤルを SETUP にセットし、 SET - UP メニューを表おさせまず。 

• SET - UP メニ:！一は S 画面で構成されています。 

；<ニューボタン、またはマルチセレクターの▲または▼で切り換えます。 

• SET - UP メニューを終了するには、モードダイヤルを SETUP 政外にセットするか、 
電源を日 FF にしてください。 



SET-UP 1 


画質モード 

P .88 

画像サイズ 

P .8 日 

フォルダ設定 

P .90 

モニタ設定 

P .94 

パワーオフ設定 

P .9 日 

連番モード 

P .9 色 

力ードフォーマット 

P .97 



SET-UP 呂 

ボタン設定 

P .98 

撮影確認ランプ 

P .98 

撮影情報 

P .9 日 

曰時設定 

P .100 

インターフェース 

P .101 

言語 ( LANG ) 

P .102 

ユーザー 設定クリア 

P .103 
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画質モードと画像サイズの組み合わせによって決まる 
撮影可能巧数について 

撮影された画像のファイル容量は、画質モードと画像サイズによってミ夫定します。 
そのため、コンパクトフラッシュカードに記録できる画像の数は、画質モードと画 
像サイズの組み合わせによって変化します。 16 M 目、 64 M 目、 128 M 目のコンパ 
クトフラッシュカードに記録できる画像コマ数の目きは次の通りです （ JPEG 圧縮 
の性質上、撮影枚数は画像の絵柄によつて大をく異なります)。 


CF 力ード 

---、迴像サイズ 
画質モード''-'\ 

2272 

吕 048 

1600 

1280 

1024 

巨40 

1巨 MB 

り!※ 

1 

- 

- 

- 

- 

- 

FINE 

8 

10 

16 

24 

37 

86 

NORMAL 

16 

1白 

31 

47 

69 

144 

BASIC 

32 

37 

己9 

86 

121 

229 

64 MB 

Hl 《 

己 

- 

- 

- 

- 

- 

FINE 

33 

40 

巨已 

100 

1己] 

347 

NORMAL 

巨己 

78 

]2已 

190 

27呂 

己78 

BASIC 

130 

] 已] 

23己 

347 

488 

918 

128 MB 

Hl 《 

10 

- 

- 

- 

- 

- 

FINE 

66 

80 

130 

200 

303 

白9己 

NORMAL 

132 

]已8 

2百2 

3呂1 

己己呂 

11已8 

BASIC 

260 

303 

474 

己9已 

9白7 

1840 


※画質モードの 「 HIJ は、 SET - UP 方ニューでは選択できません。励〇モードの撮影メニ 
ューでのみ選択でをます。撮影;<ニューで 「 HU にセットした状態で、回〇またはシ 
ーンモードにセットすると、自動的に「円 NEJ に切り換わります。 




メニュ—画面 


SEI--up メニユ- 
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画質モード 




(撮影メニュー ) 


C 日日 L 円 X 4300 は、画像を JPEG 形式で圧縮して記録し 
ます。画像の圧縮率を高くすると、画像ファイルの容量が 
ルさくなり、コンパクトフラッシュカードに記録でをる画 
像数は増加しまず。ただし、圧縮してファイル容量をかさ 
くすると画質が低下し、画像中の細かい部分の再現性はお 
下していきます。圧縮率をおくすると、画像ファイルの容 
量が大きくなるため、コンパクトフラッシュカードに記録 
でさる画像数が減少しまずが、画像の細部の描写が維持さ 
れ、高画質になります。 


画質モード 

圧縮率 

ファイルお式 

撮影用途 

HI 》 

非圧縮 

TIFF 

コンピュータで画徹の一部を拡大表示する場合や、 
画徹の一部を拡大してプリントする場合など（画像 
サイズび 2272X ] 704 の時のみセット可能)。 

FINE 

約1/4 

JPEG 

細かい柄模様、高層ビルの窓、吊り橋のワイヤーな 
どを細かくプ1」ンタで表現したい場合など。 

NORMAL 

約1/8 

JPEG 

通常の記念撮影などの画徹をコンピュータの画面に 
表示したり、プ U ントする場合など。 

BASIC 

約1/1目 

JPEG 

インターネット等の電子^ールで画像を送るときな 
ど、画質よりも画儘のファイルサイズびルさくなる 
ことを優先させたい場合など。 


※画質モードの 「 HI 」 は励〇モードの撮影メニューでのみ選択で去ます。画質モードを 
mu にセットした状態で回〇またはシーンモードにセットすると、自動的に 「 FINE 」 
に切り換わります。 


^ メモ JPEG にごいて 

「 JPEG 」 は、 JPE 白圧縮規格を策定した 「Joint Photographic Experts Group 」 

の略語です。 


關 



























画像サイズ 


6種類の画像サイズ（画像の大ささ）を選択することがでさ 
ます。画像サイズをルさくすると、電子メールで送る場合や、 
す、ームページ用の画像として適していまずが、大をくプリン 
卜ずると、粒テが粗い画债になりまず。画像サイズを大さく 
すると、コンパクトフラッシュカードに記録できる画像数が 
減少しますが、大きくプリントずる時に適しています。撮影 
後の使用方法に合わせて画像サイズを切り換えることによっ 
て、コンパクトフラッシュカードを無默なく使用ずることが 
でさまず。 


画像サイズ 

サイズ ( pixel ) 

プリント時の大ささ 
(画像解像度を3日 0 dpi に設定した場合） 

2272 

2272 x 1704 

約] 9 x ]4 cm 

2048 

2048 XI 曰3日 

約1 7 x 1 3 cm 

1600 

1600 x 1200 

約] 4 x ]0 cm 

1280 

1280 x 960 

約] 1 x 8 cm 

1024 

1024 X 768 

約 9 x 7 cm 

巨40 

640 x 480 

約已 x 4 cm 





メニュ—画面 


SEI--up メニユ- 
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フオルダ設定 



初期設定では、撮影した画像は、コンパクトフラッシュカ 
ードの 「NIKONJ フォルダの中に保存されます。フォルダ 
設定では、撮影した画像を保存するフォルタ‘や、再生時に 
再生するフォルダを指定することがでさます。フォルダ操 
作では、フォルダの新規作成、名称変更、削除を行います。 

》 「 NIKON 」 フォルダは自動的に作成されるフォルダです。新規に作 
成されたフォルダは 「 NIKON 」 フオルダの下に表示されます。 


[フォルダ操作] 


■新規作成 

コンパクトフラッシュカード内に新規にフオルダを作成することができます。 


1 r フォルダ操作 J の詳細画面か6 r 新規作成 J を選択し、マルチセレクターの 
►を巧ずと、 rSf 規フォルダち巧 iJ 画面に切0換わり、 TNIKONJ の文をび表 
巧をれまず。 



2 ◄または►を巧して、をましたい文を位置にカーソルを移動し、▲または 
▼を巧して文ぎを選択し、5义をのち拖を完成させまず。最をに►を押せば、 
巧規にフオルダび作成をれ、 SET - UP 1 の y ニュー画面に切り換わりまず。 



□ ここをチェック！ 


新規作成されたフォルダは、撮影-再生に使用するフォルダに設 
定され、撮影時には、新規作成したフォルダ名び液晶モニタに表 
示されます （ NIKON フォルダは表示されません)。 

C 



网@か拥）妨巧 

jjffl 

(7 が 
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■ち称変更 

フォルダの名称を変更ずることができます（ただし、フォルダの名称が NIKON® 
フオルダは変更することがでさません）。 

1 r フォルダ操作 J の詳細画面か6 r ち称を更 J を選択し、マルチセレクターの 
►をがずと、ち妳変更ずるフォルダを選択ずる画面に切0換わりまず。 






P ▲または▼を押して、名巧;をまずるフォルダを遇択し、►を巧ずと、义をを 


入力ずる画面に切0換わ0まず。 



叫}歷: 



M 

N 

み 


マ 

P 

0 

卜ん: ■ 】.‘■-巧 ■ 


3 ◄または►を巧して、密更したい文ぎ位置にホい表示を移動し、▲または 
▼を巧して文字を還巧し、5文きのち巧を完成させまず。最後に►を巧ずと 
ち拖密をが終了し、 SET - UP 1 のメニュー画面に切り換わりまず。 


廷 U 汤 I — 今 


L 



fcCl のが^^ 


D ここをチェック！ 

名称変更されたフオルダは、撮影-再生に使用するフオルダに設 
定され、撮影時には、名称変更したフオルダ名び液晶モニタに表 
示されます。 


誦 






メニュ—画面 
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■フォルダ削除 

フオルダを削除ずることができます（ただし、フオルダの名称が NIK 日 N のフオル 
ダは削除することがでをません)。 

1 r フォルダ操作 J の詳細画面か6 r フォルダ削除 J を選択し、マルチセレクタ 
一の►を}甲ずと、削除ずるフォルダを選択ずる画面に切0換わりまず。 



成 i ぶ 




2 


▲または▼で削除するフォルダを選択し、►を巧ずと確認画面に切り換わります。 



_ 

3 ▲または▼で r はい J を選択して►をがずとフォルダ削除び終了して、 SET - 

I 


UP 1 のメニュー画面に切り換わります。 






D ミモ意フォルダ削除についてのごま意 

•フォルダの名称び NIKON のフォルダは削除でをません。 

• NIK 日 N じ(がのフォルダを削除する場合は、フォルダおよびそのフォルダ内にある 
画像ちすべて削除されます。選択したフォルダ内に、非表示設定 P .131) ま 
たはプ□テクト設定 P .130) された画像びある場含には、フォルダの削除は 
斤われません（ただし、選択したフォルダ内の非表示またはプ□テクトされていな 
い画像は削除されます)。 


K A B 
〇 S 〇 
T 〇 K 

曰曰曰曰 <□ 
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■ NIK 日 N またはフオルダ名 

撮影*再生時に使用ずるフオルダを選択します。 


▲または▼を巧して、撮影-再をにほ用するフォルダちを還択しまず。 



• NIK 日 N を選択すると、再生モードでは全てのフオルダを使用する設定になります。 



D ここをチェック！ 

選おされたフォルダは撮影-再生に使巧するフォルダに指定さ 
れ、撮慕時には選択したフォルダ名び液晶モニタに表示されま 
す （ NIKON フォルダは表示されません)。 





メニュ—画面 
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モニタ設定 



液晶モニタの表示および画面の明るさを設定します。 


■モニタ 表示 

励〇モードにセツトして撮影を巧う時の液晶モニタの表示の仕ち、および撮影後 
画像を記録中に数秒間表示されるレビュー画の表示の仕ちについて設定でをます。 



=Ai ウ 

巧疋 

内容 

モニタ ON 

電源を ON にすると、液晶モニタび常に点なします。 

レビュー ON 

電源を ON にしてち、液晶モニタは消むしたままですび、シャッターをき 
つた後にレビュー画び表示されます。 

レビュー日 FF 

電源を ON にすると、液晶モニタび萬に点なしますが、シャッターをさつ 
た後はレビュー画び表示されずに撮影画面に切り換わります。 

モニタ OFF 

電源を ON にしても、液晶モニタは常に消'なします。 
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■画面の明るさ 


画面の明るさを選択してマルチセレクターの►を巧すと、設定画面に切り換わりま 
す。▲または▼でホい指標を希望する明るさ（已段階）にセットします （+ 側は明 
るく、一側は暗くなります）。►を巧すとセットされ、 SET-UP メニュー画面に切 
り換わります。 


• 画面の明るさは己段階か5セツトできます。 


团メモ画面の明るさ 

画面の明るさは、赤い指標び移動した時点でセツトされます。 


Q ここをチェック！ 

セットされた画面の明るさは、回〇、阻晒、励〇、，、 SETUP、 尼]モードの全てに 
適巧されます。 


パワーオフ設定 


一定時間カメラの操作が行われない場合に自動的にお消 
費電力状態に切り換わるオートパワーオフ機能が作動ず 
るまでの時間をセットしまず。30秒 （3 日 S)、 1分 （1M)、 
己分（已 M)、 3日分 （30M) から選択して設定します。 
初期設定では、バッテリーを使って操作する場含、30秒 
間カメラの操作を行わないとオートパワーオフ機能が作 
動します。ただし、 AC アダプタを接続している場合は、 
30分間に固定されます。 






メニュ—画面 
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連番モー 



連番モードを日 N にセットすると、複数のコンパクトフラ 
ッシュカードを使用してち、画像のファイル名を連続する 
通し番号で記録します。初期設定では、日 N にセットされ 
ています。バソコンに画像を取り込んで管理する場含など 
に名称変更することなく管理できます。 


^ メモ画像ファイル名•フォルダちについて 

COOLPIX 430日で撮影した画像ファイルには4巧の番号び付け b れ、 
DSCN 0001. JPG - DSCN 9999 .JPG という名前で記録されます（スモールピクチャ 
-のファイル名は SSCN 0 日日 0 .JPG となります)。また、ファイルび保存されるフォル 
ダには3がのフォルダ番号び付け5れます。連番モードのセット内容により、画傲ファ 
イルには次のよラに番号び付け5れます： 

• ON : 

コンパクトフラッシュカードを交換したり、記録フォルダを変更した攝合にを、画 
撒ファイルには撮影順に連続した番号び付けられます。このため、同じ名前のファ 
イルび作成されず、画傲をパソコンに取り込んで管理する場合などに便利です。 

. OFF : 

画撒ファイルの番号は、フォルダごとに撮影順に日日日1から日2日日まで自動的に付 
けられます。複数のコンパクトフラッシュカード、フォルダを使5と、例えば 
DSCN 日日日1 JPG といラ同名のファイルび、覆数存在する状態になります。 

• リセット： 

連番モードをいったん辭除し、次回の撮影切降再び日日 0] から連番を付けます。す 
でにファイル番号びある場合は、コンパクトフラッシュカード内にある一番大をい 
ファイル番号の次の番号より連番を付けます。 


D ミち意フォルダち、ファイル名についてのごを意 

フォルダの中の画傲ファイル番号び99目9を超える場合、または]フォルダ内に2日0 
枚の画傲びある場合、連番モードの設定び日 N /0 FF にかかわらず、フォルダ番号に 
1を加えた数のフォルダ（例：1日日 NIKON 一1日1 NIKON ) を自動的に新規作成しま 
す。ただし、フォルダ番号び99目で、そのフォルダ内のファイル名の画傲番号び 
目99目に達した場合には、コンパクトフラッシュカードの記録容量に余裕びあっても 
それじ(上撮影でをません。コンパクトフラッシュカードを交換するか、カードをフォ 
-マット （昭 P .97) してください。 
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圖 


コンパクトフラッシュカードのフオーマツトを巧います。 


=/ T . ウ 

な疋 

内容 

いし、方 

フオーマツトを行いません。 

フ オー マツ ト する 

マルチセレクターの►を巧すと、すぐにフオーマツトび開始されます。 



D ま意カードフオーマットについてのごを意 

• カードフオー マッ トをすると、コンパクトフ ラッシュ カード巧に記録されているデ 
一夕はすべて削除されます。 「フオーマットずる J を選択して►を巧すとすぐにフ 
オー マッ トびはじまり、取り消すことはでをませんので注意して<ださい。 

• カードフオーマツト中は、コンパクトフラッシュカードを取り出さないでください。 


D ここをチェック！ 

付属のコンパクトフ ラッシュ カードは C 0 日 LPIX 43 日日 用にフォー マッ トされていま 
す。その他のコンパクトフ ラッシュ カードを初めて C 00 LPIX 43 日日で 使う 場 含には、 
C 日日 L 円 X 43 日日で 使用できるように、あ b かじめ力ードをフオー マット （初期化） 
する必要びあります。 


D ここをチェック！ 

ファイル名を日001番か b 連番にしたい時には、コンパクトフラッシュカードをフォ 
ーマットした後、連番モードの U セットを選択してください。ただし、フォーマット 
をすると、プ□テクト設定や非表示設定された画傲を含む全ての画傲び消去されます 
のでごを意ください。 


□ カード巧のデータは 
全て削除されます 
よろしし1でずか？_ 
いいえ >1 




メニュ—画面 
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ボタン設定 



電源を日 N にした時の各機能の状態を設定でさます。スピ 
ードライトモード、フオーカスモード、露出補正の各操 
作ボタンの設定内容の記憶と、電子ズームの日 N/ 日 FF の 
設定ができまず。 


■ 因； 記憶、 A 化 公記憶、記憶 

1頂目を 因 （チェック済み）にずると、電源を OFF にした時の設定内容び電源 
■ を ON にした時にそのまま表示されまず。 

• 初期設定では、すべて K チてック済みとなっています。 

9電源 OFF 時の設定内容を記憶をせない場合は、マルチセレクターの►でチェ 
^ックボックスか6□チェックをはずし、 r 設定終了 J を選巧して設定しまず。 

•各項目のチェックをはずした場合には、電源を日 N にすると、次のよラな内容にセ 
ットされます：スピードライトモードニ自動発光モードまたは赤目軽減自動発光モ 
ード（いずれかのラち、最後にセットされたモード)、フォーカスモードニ通常 AF 
モード、露出補正二補正なし 

■ 電子 ズーム 

チェックボックスを 因 （チェック巧み）にずると、ズームポタンの T 側を 2 巧巧 
な上巧し続けると電子ズームび作動ずるよ5になりまず。 

• 初期設定では、電子ズームは因チェック済みとなっています。 


撮影確認ランプ 



日 N にすると、レンズ横にある赤目軽減/セルフタイマー 
ランプを撮影終了時に確認用ランプとして点口するよう 
にでさます。 
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撮影情巧 



info.txt ファイルの作成と、画像の転送設定の日 N/OFF を 
セツ S でさます。 


■ info.txt 

info.txt は、画像ファイル名と撮影時の各種データをテキストファイルとして記録 
するちので、コンパクトフラッシュカードの画像記録フオルダに保存されまず。 



P メモ info . txt にごいて 

• C 日日 L 円 X 430 日の 撮影撮該 SET-UP の finfo . txtj を 日 N にセットした場合には、 
コンパクトフラッシュカード内の画撒を保存したフオルダに、 mfo.txt というテキ 
ストファイルを作成することびで去ます。 info.txt には、画像ファイル名に加えて、 
し^下の項目び記録されています。 

. 画像ファイル名/種類 • 階調補正 

• カメラ機種名/ファームウェアバージョン • 撮像感度 


測光モード 
露出モード 
シャッタースピード 
絞り値 
露出補正値 
焦点距離と電子ズーム 


ホワイトバランス 
輔郭強調 
撮影曰時 

画像サイズと画質モード 
フオーカスエリア 




メニュ—画面 


SEI--up メニユ- 
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■ お送設定 

撮影時に、画像をパソコンへ転送するかどうかをあ日かじめ設定することができ 
ます。転送設定を ON にセットして撮影すると、設定降に撮影された全ての画像 
ファイルが自動的に転送設定されます（撮影された画像に転送マークが付さ 
ます)。転送設定を OF 円こセットして撮影すると、設定政降に撮影された画像には 
乾送設定されません。 



設定 

内容 

OFF 

撮影時に画傲や動画を転送設定しません。 

ON 

撮慕時に画傲や動画に転送マークを付け、転送設定します。 


D ミち意1000コマな上の画像を拉送ずる場合のごま意 

•] 枚のコンパクトフラッシュカード巧で転送設定で走る画像は、9目9コマまでです 
(ただし、画像のファイル番号は関係ありません)。 

• ]0日日コマ！; Lb の画傲を転送する場合は 、 Nikon View を使用してください。詳し 
くは付属の Nikon ViewU ファレンスマニュアル CD - ROM をご覧ください。 


曰時設定 



曰付と時刻を設定します。初めてお使いになる時などは、 
曰時を設定してください。また、曰付表示順の変更ち行 
えます（日時の設定ち法は、 P .23 をご覧ください)。 
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ビデオ出力ち式や、専用の USB ケーブルを使ってカメラ 
とパソコンを接続ずる時の US 巨通信ち式を選択します。 


■ ビデオモード 

カメラを接続する機器のビデオ信号形式に合わせて、 NTSC (日本国内のビデオ出 
力ち式）または PAL (欧州のビデオ出力ち式）を選択します。 



■ USB 

専用の USB ケーブルを使ってカメラとパソコンを接続して画像を乾送するには、 
カメラの TRANSFER ボタンを使用するち法と、 Nikon View の^^ボタンを使用 
するち法があります。ご使用のパソコンの日 S (オペレーティングシステム）およ 
び転送方法に合わせて US 目通信ち式を選択します。初期設 
定は 「Mass Storage] に設定されています。 


OS 

TRANSFER ボタン 

Nikon View の 

III 二 1 み'タン 

USB 通信方式 

Windows XP Home Edition 

Windows XP Professional 

Mass Storage 
または PTP 

Mass Storage 
または PTP 

Mac OS X (10.1.3 臟） 

PTP 

Mass Storage 
または PTP 

Mac OS X (10.1.2) 

— * 

Windows 2000 Professional 

Windows Millennium Edition (Me) 
Windows 98 Second Edition (SE)/ 日 8 
Mac OS 9 (9.0 、 9.1 、 9.2) 

Mass Storage 

Mass Stora 邑 e 


Mac OS X1 日 . 1.2 をご使用の場合は、カメラの TRANSFER ボタンでは画像を転送でさま 
せん。画像を転送する場合は 、 Nikon View の。。ボタンを使用してください。 






メニュ—画面 


SEI--up メニユ- 
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D ミち意 Windows 2000 Professional、Windows Me、Windows 98 SE/SS 、 
Mac OS 日をごほ巧の場さのごを意 

COOLPIX 4300を上記日 S のパソコンに接続する場合、 SET - UP 方ニューの 「イン 
ターフェース： USB 」 を rPTPj に設定しないでください。 

初期設定は 「Mass Storage] に設定されています。 

rPTPj にセットして C 日日 LPIX 4300をパソコンに接続した場含は、下記の要領で 
パソコンとの接続をはずしてください。また、再度パソコンと接続する場合は、必ず 
rMass Storage] に変更後、パソ]ンに接続してください。 

• Windows 2000 Professional の場合： 

「新しい八ードウェアの検索ウイザードの開始」と表示されまずので、「キャンセル 
(中止)」を選択して画面を閉じ、パソコンとの接続をはずしてください。 

• Windows Millennium Edition (Me) の場合： 

「八ードウェア情報データベースの更新」の後に「新しい八ードウェアの追加ウイ 
ザード」と表示されますので、「キャンセル（中止)」を選択して画面を閉じ、パソ 
コンとの接続をはずしてください。 

• Windows 98 Second Edition (SE) / 日 8 の場合： 

「新しい A — ドウェアの追加ウイザード」と表示されますので、「キャンセル（中止)」 
を選択して画面を閉じ、パソコンとの接続をはずしてください。 

• Mac OS 9.0 、日 .1 、日 .2 の場合： 

「 US 巨装置 "Nikon Digital Camera E 430日 _ PTP " に必要なドライバび使用で 
きません。インターネット経由でドライバを捜しますか？」と表示されますので、 
「キャンセルゆ止)」を選択して画面を閉じ、パソコンとの接続をはずしてください。 


(LANG) 


m 

H ポタン設定 

1 原を巧認ランプ 

1腺情巧 
曰時設定 

2 インターフエース 

面 

总 


■ 1 - ザー設まクリア 

.-,r 遍， 

蔚 


ニューに表示する言語を De (ドイツ語）、 En (英語）、 Fr 
(フランス語）、曰（日本語）、 Es (スペイン語）のいずれかに 
切り換えることびで去ます。 
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カメラに記録された各種の設定をクリアしまず。 

攻下のメニュー項目では、ユーザー設定クリアを実行す 
ると、カメラに記録された内容が全て初期設定に戻りま 
す（表中政がのメニュー項目は変更されません)。 


■ SET-UP メ ニュー項目 


メ ニユー 項目 

内容 

フォルダ設定 

NIKON 

モニタ 

ミ At ウ 

欧疋 

モニタ表示 

ON 

画面の明るさ 

中間値 

パワーオフ設定 

30 S 

ボタン設定 

全て記憶 
[電子 ズーム ON ] 

撮影確認ランプ 

OFF 



■撮影メニュー項目 


メ 

ニユー 項目 

内容 

ホワイトバランス 

オート 

測光方式 

マルチ測光 

連写 

単写 

巳 SS 

OFF 

階調赃 

AUTO 

輪郭強調 

AUTO 

コンバータ 

OFF 

感度設定 

AUTO 

露出 

露出固定 

OFF 

制御 

露出補正 

0 (補正無し） 

フ オー 
カス 

AF エ U ァ選択 

AUTO 

AF-MODE 

S-AF 

ピー キング 

MF 

ブラケティング 

OFF 

ノイズ除去 

OFF 


■再生 メニュー 項目 


メ ニュー 項目 

内容 

フォルダ設定 

全てのフオルダ 

インターバル設定 

3 S 

パワーオフ設定 

30 S 


3 


メニュ—画面 


SEI--up メニユ- 
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撮彰メニュ- 


岡〇 



0〇モード時には、撮影メニューによって露出やホワイトバランスなどをより詳 
細にコント□ールしたり、測光ち式、連写、階調補正、コンバータなどの撮影条件 
を設定して撮影を行ラことができます。 


モードダイヤルを圆〇にセットし、メニユーボタンを巧して撮彰メニユー 
を表示させまず。 

• 撮影こューは2画面で構成されています。 

MENU ボタン、またはマルチセレクターで切り換えます。 

■ メニュー画面を終了するには、撮影メニュー1 (1 ページ目）の表示時には MENU 
ボタンを 2 回、撮影メこュー 2 (2 ページ目）の表示時には MENU ボタンを]回押 
すと、メニューが終了します。 






A ホワイトバランス 

P .1 日已 

國測光方式 

P .107 

回連写 

P .108 

&SSBSS 

P .1 10 

A 3 階調補正 

P .111 

A 0 輪郭強調 

P .1 12 

コンバータ 

R 1 13 




QUAL 画質 

P .1 14 

ISO 感度設定 

P .1 1已 

EXR 露出制御 

P .1 1已 

阳 CHS フォー カス 

…白 

m ブラケティング 

P .121 

NR ノイズ除去 

P .123 

じ]力ードフォーマット 

P .123 
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ホワイトバランス 



人間の目には、照明する光が変化してち、白い被写体は白 
に見えるという順応性がありまず。これに巧してデジタル 
カメラ等では、被写体周辺の照明光の色に合わせてバラン 
ス調整を行って初めて、白い被写体は白に見えます。この 
調整を、ホワイトバランスを含わせるといいます。ほとん 
どの場合はオートで撮影でをまずが、特定の照明光や撮影 
条件に固定したい場台には、他のホワイトバランスにセツ 
卜してください。 


ホワイトバランス 

内容 

A 才—卜 

カメラびホワイトバランスを自動調整します。 

曲プリセット 

撮影者び被写体を基準にホワイトバランスを調整します(•^ P.10 白)。 

絮 太陽光 

晴れの曰の撮影に使用します。 

來電球 

白熱電球下での撮影に使用します。 

端お光灯 

堂光灯下での撮影に使用します。 

4 . 量天 

曇りの曰の撮影に使用します。 

お スピードライト 

スピードライト撮影に使用します。 



>ホワイトバランスをオートに(がにセットすると、ホ 
ワイトバランス表示び液晶モニタの撮影画面に表示 
されます。 




メニュ—画面 撮影メニュ I 
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■ホワイトバラジスのが調整 



•マルチセレクターの▲または▼で一3〜+ 3 (1 段ステップ）ま 
での微調整び行えます。一方向にセットした場合は画傲び赤み 
びかり、+方向にセットした場含は画撒び青みびかります。►を 
巧すとセツトされます。 


名称 

光源 

FL1 

白色 （W) 

FL 己 

昼白色 （N) 

FL3 

昼光色 （□) 


• ▲または▼で FL1、FL2、FL3 の中か5堂 
光打の種類に応じて選択することびでさ 
ます。►を巧すとセツトされます。 


■プリセットホワイトバランス 

プリセットホワイトバランスは、強い色合いの照明下でホワイトバランスを調整 
する場合に使用します（ホみがかった照明下で撮影した画像を普通の照明下で撮 
影した用に見せる場合など）。「プリセット」を選択ずると、ズームレンズが動作 
して、プリセツトホワイトバランス設定画面に切り換わりまず。 



設定 

内容 

現在の設定 

前回プ U セットされたホワイトバランスを使巧します。 

新規設定 

撮影する照明下で紙などの白い被写体をホワイトバランス測定窓に映し 
て、マルチセレクターの►を巧すと、新しいプリセットホワイトバランス 
値び測定されます。プI」セット中にはシャッターびされる音びして、ズー 
ムレンズび作動しますび、画像は撮影されません。 


1腑 
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測巧方式 



測光ち式を選択します。 


測光方式 

特徴 

こんな撮影には 

IQI マルチ 

CCD の撮像領域を2己6分割して測光し、最適 
な露出値を決定します。さまざまなシーンで 
適正な露出び得られます。 

通常の撮影では、マルチ測 
光による撮影をおすすめし 
ます。 

[ I ]スポット 

撮影画面中央部の、全体の約1/32の領域のみ 
を測光して露出値を決定します。測光範囲は、 
撮影時に液晶モニタ中央部に表おされます。 

逆光やコントラストの差び激 
しいと舌など、撮影画面の一 
部分の露出を基準に撮影した 
いとをに適しています。 

[ U 中央 重点 

撮影画面の中央部の、全体の約]/4の領域に 
8曰％のウェイトを置いて測光し、露出値を決 
定します。 

作画意図に応じて中央部の 
露出値を基準に撮影したい 
場合に適していまず。 

ES AF スポット 

撮影文ニューの 「フォーカス： AF ェリア選巧」 
で 「 AUTO 」 または 「 MANUAL 」 にセット 

されている時にセットでさます曰）。 
選択されている AF ェ U アのみが測光される AF 
スポット測光になります。 

測光エリアび AF エ U アと連 
動するため、撮影したい構 
図のままで、意図的に被写 
体の特定部分のみの露出を 
基準に撮影する場合などに 
適しています。 


※電子ズームの作動時は、自動的に中央部重点測光す目当に固定されます。 

• 測光ち式をセツトすると、測光モード表示び液晶モ 
二夕に表示されます。 



スポット測光エ U ア表示 




メニュ—画面 撮影メニュ I 
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連写 



撮影状況に合わせて単写、連写などの連続撮影モードを 
選択します。 


連写モード 

特徴 

セツト可能な 
画像サイズ 

セツト可能な 
画質モード 

医] 単写 

シャッターボタンを深く押し込むごとに、1枚 
撮影を行います。そのままシャッターボタン 
を巧し続けてち、次のコマの撮影は行われま 
せん。 

全画像サイズ 

を画質モード 

鸟I 連写 

シャッターボタンを深く巧し続けることによ 
り、連続撮影を巧います。※ 

全画像サイズ 

HI 政外 

gjj マルチ連写 

シャッターボタンを深く巧し込むと、連続し 
て] 6枚撮影を行います。 ] 巨枚の画像は、] 
つの画像ファイルに保存されます。 

2272 

HI 政外 

0|高速連写 

シサッターボタンを深く巧し続けることによ 
り、高速で連続撮影を行います。 

巨40 

NORMAL 

11 UH 連写 

シャッターボタンを深く押し込むと、約30コ 
マ/秒で70枚の撮影を行います。撮影を行ラ 
ごとに N_ で始まる専用フォルダび作成され、 
そのフォルダに7□枚全てび記録されます。 

320 

NORMAL 


※画憬サイズを2272、画像サイズを N 日 RMAL にセットした時、約 1.3 コマ/秒で連写び 
行えます。ただし、カメラ内部の;<モリの空さ容量により速度び変化します。 

• マルチ連写は、画傲サイズを227吕にセットした時のみ撮影可能です。 

•連写、マルチ連写、高速連写、 UH 連写では、オートフオーカス、測光値、ホワイトバラ 
ンス（オートの場合）は、それぞれ撮影1枚目の条件に固定されます。 


D ミち意スピードライトについてのごを意 

単写モード政列にセツトした場合、スピードライトは発光禁止となります。 
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•連写を単写モードし u 列にセットすると、連写 
モード表示び液晶モニタに表示されます。 


Q ここをチェック！ 

UH 連写で撮影中は、撮影進行状況び液晶モニタに表示され ■ pr - M = ll | 
ます。シャッターボタンか5指を離すと UH 連写を終了させ 
ることびできます。 


画メモ UH 連写モードについて 

•UH 連写モードで撮影された画傲を再生する時には、フォルダ選択を 「ずべてのフ 
ォルダ」 にするか、 N_ で始まる専用フォルダを選択してください。ユーヴー設定 
をク1」アにした初期状態では、フォルダは 「すべてのフォルダ」 び選択されます。 
•UH 連写モードでは液晶モニタを日 N にして行ってください。液晶モニタを日 FF にす 
ると、自動的に単写モードにセットされます。ただし、再度液晶モニタを ON にす 
ると、再び UH 連写モードに戻ります。 

•UH 連写では、撮影メニューの 「 BSS 」 「ブラケティング J は OFF になります。 


n を意コンパクトフラジシュカードの取0巧いについてのごを意 

撮影後、コンパクトフラッシュカードへの記録び終了するまで、力ードを力;ラから 
取り出さないでください。特に UH 連写では、撮影された画像はいったん力;ラ内部 
のメモリ上に記録され、連写終了媛にコンパクトフラッシュカードに保存されるため、 
記録にをか時間びかかりますのでご注意ください。 


メ 

a 

I 

画 

面 


撮 

影 

メ 
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巨 SS とは「ベストシヨットセレクタ 」 （Best Shot 
Selector ) のことで、最大10コマの連続撮影を行い、最 
もシャープだと判断される画像をカメラが自動的に選ん 
で、その1 コマ だけを コン パクトフラッシュカードに記録 
します。手ブレなどで鮮明な画像が得5れない場合など 
に使用します。 


&3 S OFF 

日 SS をセットしません。 

BSS ON 

シトッターボタンを深く巧し続けると、最大10コマの画懷を連続撮影し、カメラびその 
中から自動的に、より鮮明な画像を1コマ選巧して、コンバクトフラッシュカードに記 
録します。フオーカス、測光値、ホワイトバランスは、 ] コマ目の条件で固定されます。 


^ メモ BSS び効果的な撮影 

巨 SS は政下のよラな撮影時に効果的です。 

•カメラのズームレンズ、またはテレコンバータを使用して望遠撮影を行っている時 
•マク□撮影時 

•被写体び暗く、シャッタースピードび遅い場台 


D ミち意 BSS についてのごを意 

■巨 SS は次の条件下では、 ON にセットできません。 

•連写モードび連写-マルチ連写-高速連写- UH 連写モードにセットされている 
場合护 P.108) 

. 画質モー ドび川に セッ トされている堤 合 （屈 P.88) 

■巨 SS を日 N にセットした時は、スピードライトは発光禁止になります。 

•日 SS を日 N にセットしてを、動さのある被写体を撮影する場合や、連続撮影中に構 
図を変更した場合には、効果び得日れないことびあります。 



•日 SS を日 N にセツトした時には、日 SS 表示び液晶モニタに 
表示されます。 
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画像のコントラストと明るさを調整します。 



階調補正を AUTO および標準政外にセツトすると、 
階調補正表示び液晶モニタに表示されます。 


階調補正モード 

特徴 

A 3 auto 

カメラび撮影シーンに応じて最適な階調（コントラストの強弱や明るさ） 
を自動的に調節します。 

0標準 

撮影した画像をバソコンに取り込んでレタッチを行いたい場合などに適 
した標準的な階調に調節します。 

0+コントラスト+ 

3- コントラストー 

モニタやプ1」ンタなどの出力機器のコントラスト（硬調、軟調）や、撮 
影シーンのコントラスト、あるいは好みに応じて、記録する画像のコン 
トラストを調整するためなどに用います。 

コントラスト +( 強）：明暗差や輪郭びはっきりとした画像になるため、 
画像に方1」八 U をつけたい場合に使巧します。 
コントラストー(弱）：ソフトな感じの画憬になるため、輝度差の大さ 
い被写体を撮影する場合に使用します。 

む+明るめ 

む一明るめ 

モニタやプ1」ンタなどの出力機器の特性に応じて、記録する画像の明る 
さを調整する場合などに用います。露出補正で画像の明るさを調節ずる 
と A イライトやシャドーの階調び失われる場合びあるため、出力機器と 
マッチングさせるためには明るめ、暗ゆを用いたちび良い結果びでます。 
画像の明るさの好み、およびモニタやプリンタの特性に合わせて使用し 
て < ださし'1。 

明るめ：全体的に明るめ（八イキー）の画像になります。 

暗め：全体的に暗め（□ーキー）の画像になります。 

1~1モノクロ 

撮影された画徹はモノク n データで記録し、液晶モニタをモノク n 表示 
となりまず。画像ファイルのデータ量は通常のカラーモードと同様とな 
りますび、モノク□では、カラーの場合と比べて解像感の高い画像とな 
りまず。 


3八0 

lA く 


A A0AUTO 


階調巧正 
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輪郭強調 



撮影した画像の輪郭を調藝します。 


輪郭強調モード 

特徴 

A0 AUTO 

カメラび撮影した画像から最適な輪郭を調節します。 

〇標準 

撮影した画像を標準的な輪郭に固定します。 

♦強 

〇弱 

モニタやプリンタなどの出力機器の特性や撮影シーン、または好みに応じて、記 
錄する画徹の輪郭の強弱を調整するために使用します。 

強：個々の被写体の境目びはつ去りとした画像になるため、画徹にメリ AU をつ 
けたい場合などに使用しまず。 

弱：個々の被写体の境目びソフトな感じの画像になります。 

& OFF 

輪郭の強調を解除します。 


〇ミモ意輪郭強調モードについてのごま意 

輪郭強調の設定は撮影時の液晶モニタ画面とビデオ出力では認識でさません。 



mipm m 



• 輪郭強調を AUTOL^i がにセツトすると、輪郭強調表示 
び液晶モニタに表示されます。 
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スピードライトは発光禁止。 

焦点距離は無限遠に固定、測光モードは中央部重点測光に固定。 

セルフタイマーのセツトは可能。 

階調補正はコントラストー、露出補正は +0.7EV、 ただし、セット後に変更可能。 



•コンバータモードをセットすると、コンバータ表示 
が液晶モニタに表示されます。また、それぞれの設定に 
対応した各機能表示を表示されます。 




ワイド、テレ、フィッシュアイなどの各コンバータやス 
ライドコピーアダプタなどを使用する撮影に適したカメ 
ラのセツトを行います。 


® OFF 

コンバータモードを OFF にセット 

m ワイドコンバータ 

ワイドコンバータ使用時にセット 

^テレコンバータ1 

テレ]ンバータ TC-E2 使用時にセット 

^テレコンバータ2 

テレコンバータ TC-E3ED 使用時にセット 

フィッシュ アイ1 

フィッシュアイコン J くータ使用時にセット 
(画像び円形に撮影されます） 

¥スライドアダプタ 

スライドコピーアダプタ使用時にセット 


Iコンバータレンズの詳細については、各コンバータの使用説明書を参照してください。 

I鲁コンバータモードのセット内容は次のよラになります。いずれち、アダプターリング 
UR-E4 (別売应 ■P.141) を併用します。ただし、ワイドコンバータ WC-E68 を使用時 
には UR-E4 および UR-E7 (別売）の両方を併用します。 


コンバータモード 

□ックされるボタン 

焦点距離 

ズーム操作 

巧 r ワイドコンパ‘ータ 

令の※！ 

最ち広角側（ワイド端） 

セツト後は可 

W テレコンバータ1 

><§>&! 

最わ望遠側（テレ端） 

セツト後は巧 

^テレコンバータ2 

令の※！ 

最ち望遠側（テレ端） 

不可 

® フィッシュアイ！※吕 

A 出公※3 ><§>《！ 

最ち広角側（ワイド端） 

不可 

W スライドアダプタ※ 4 

ム & か》 3ちの※！ 

マク□モード（電子ズ 
ーム] .2 倍に固定） 

セツト後は 
電子ズーム巧 




画 

面 


撮影メニュ I 


12 3 4 
※※※※ 
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画質モードを4種類か5、画像サイズを6種類か日選択で 
さます。 


■画質モード 

4種類の画質モード（圧縮の比率）か日選択することがでさまず（詳しくは、 
P .8 S の rSET - UP メニュ ー :画質モード」をご覽ください)。 




■画像サイズ 

6 種類の画像サイズ（画像の大きさ）から選択することができます（詳しくは、 
P .8 日の rSET - UP メニユ ー :画像サイズ」をご覧ください)。 



(MENIJOFF 


画質 


isli 盈 
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感度設定 



撮像感度を変更ずることができます（詳しくは、 P . 已已の 
「感度変更モード」をご覧ください)。 


露出制御 


露出制御では、露出モードをセットしたり、露出値を固 
定したり、カメラが測光した適正露出値を、露出補正な 
どにより意図的に変えたりずることなどができます。 


■ 露出モード 

露出モードを P (プ□グラムオートモード ）、 M (マニュアルモード）のいずれか 



にセツトでさます。 


1 ^^■:; 

ImJ 

BEwl _ 


カメラび自動的に露出を決めるプ□グラムオートモードにセットします。 


撮影者自身が絞り （2 段階の絞り）とシッタースピード（最長日〇砂までの長時間露 
出撮影旧 ULB] と、8秒から]/1000秒までI段ごとに）をセットすることびできる 
マニュアルモードにセットします。撮影が況や目的に合わせた露出の巧定びでをます。 




メニュ—画面 撮影メニュ I 
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M :マニュアルモード時の操作方法 



メニューポタンを巧して、撮影モードに戻りまず。 

•マニュアルにセットすると、液晶モニタの露出モード表示び、 M になります。 




3 絞りは、因；（露出捕正ボタン）を押しなび6◄または►を巧ずことにより、 
シャッタースピードは、因；（露出捕正ポタン）をがしなび6▲または▼を 
巧ずことによ0セツトしまず。 


絞りのセット I I シャツタースピードのセット 
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巧晶モニタの露出インジケーターを ffi 認しなび6、攝影意回に合わせて、絞 
0とシャッタースピードをセットしまず。 

•セットした絞りとシャッタースピードの組み合わせによる露出値と、カメラび測光 
した露出値の差び、露出状態表示と露出インジケーターに表示されます。 


露出状態 

露出インジケーター 

適正露出 

=□□□血□□皿日□□□中 

1段アン ダー 

—□□□血□□皿日□□□牛 

视才 ーバー 

=□□□血□□皿日□□□牛 


n ま意最ル絞りにセット時のごま意 

C0 日 L 円 X43 日0では、最ル絞り時に絞り羽根にフイルターを併用して光量の調節し 
ているため、表おされる F 値からまめ日れる被写巧深度び若干浅くなります。 


画メモ最長白0巧までの長時聞露出撮影 ( BULB ) について 

® 最長巨 0 秒までの長時間露出撮穀 （ BULB) を行いたい場合は、カメラを王脚に固 
定して、露出モードを M にセットし、 因； （露出補正）ボタンを巧しなが 5 ▲を 
巧して、 シャッ タースピード表示を 8" (8 秒）の;夕の BULB 1 M にセットします。 


個 + © 



@ シャッターボタンを巧すと、巧している間は 最長 巨 0 砂までシャッターが開いたま 
まとなります。 

•長時間露出撮影旧 UL 己）にセットできるのは、撮該メニューの r 連写」 び 「単写」 
(陪 P.1 日 8) にセットされている時のみです。 

•スピードライトは発光しません（強制発光にセットすると発光します)。 




メニュ—画面 撮影メニュ I 
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■露出固定 

一連の写真を同じ絞り、シャッタースピード、撮像感度、ホワイトバランスにし 
て撮影したい時などに使用します。コンピュータに画像を取り込んで合成する場 
合などに便利です。 

•露出固定を日 N にすると、 WB-L (ホワイ 
トバランス□ック）と AE-L (冉[ロック） 
マークび液晶モニタに表示されます。ま 
た、 U セット状態では、この2つのマー 
クび黄色に表示されます。 


OFF 

r 露出固定 j は解除され、通常の露出制御に戻ります。 

ON 

ON にセット後、最初に撮影された条件（絞り、シャッタースピード、撮憬感度、ホワ 
イトバランス）に固定されます。スピードライトは発光禁止になります。 

U セット 

リセットにセット後は、露出などび最初に撮影された条件（絞り、シャッタースピード、 
撮像感度、ホワイトバランス）に固定されます。 



■ 露出補正 

全体的に明るめにする、暗めにするなど作画意図に応じた露出補正が行えます。 
撮影目的や条件に合わせて 一2 EV から + 2 EV の範囲で、 1/3 EV ステップごとに 
設定できます。 



•露出補正をセットにすると、液晶モニタ 
に露出補正マーク因と補正量び表示され 
ます。 


D ここをチェック！ 

露出補正は、露出補正ボタンとマルチセレクターでセットした補正値でち行えます 

(屈 P. 已 3) 
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AF エリア選おや AF - M 日 DE によりピント合わせのち法を 
変更したり、ピーキングによりピントを確認したりずる 
ことがでさます。 


■ AF エリア選択 

液晶モニタ上の已つの AF エリアを使用してピント合わせを行います。 


mmk 

|pB| 

雌 | i || ぜ 化細 

2lBKTE9B^gX 

Mm raj 


AUTO 

已つすべての AF エ1」アを使用して、いずれかの AF エリアに重なる被写体のラち、最 
をカメラに近いちのにピントを合わせます。この機能によりピントの外れた写真を避 
けることがでをます。シャッターボタンを半巧しすると、己つの AF エ U アのラち、 
カメラび自動的に選択した AF エ U アだけび赤色に点口します。 

MANUAL 

液晶モニタに表おされた己つの AF エ U アの中から、撮影者び選択した AF エリアだけ 
を使用してピントを合わせます。マルチセレクターを上下左ちに巧して希望する AF 
エ 1」アを選択します。選おされた AF エリアは液晶モニタでは赤色に点なします。動 
さのかない被写体に巧して、選おした AF エリア単独で正確にピント合わせを巧いた 
い場合などに便利です。 

OFF 

已つの冉 F エ U アのうち中央部の AF エリアのみを使用してピント合わせを行いまず。 
AF/AE □ック撮影を行う場合などに便利です的 P.47)。 



maAW.JBlH 


>AF 王 U アを MANUAL にセットした場含、マ J レチセ 
レクターを使って AF エリアをします。 


D を意 AF エリア還択についてのごを意 

•液晶モニタ日 N 時は、 AUTO、MANU 冉 L にセットできますび、液晶モニタ消打時 
および電子ズーム使用時には自動的に日 FF にセットされます。 

• AF エ U ァ選択を変更した場合、新しい AF エ U ァでピント合わせを行います。この 
ため、 AF エ U ァ変更時はピントび合うまで、若干時間びかかります。 



QUAL 

ISO 


-カス 
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■ AF-MODE 

オートフオーカスの動作ち式を設定します。 



C-AF 

シャッターボタンの操作に関係なく、 AF によるピント合わせを繰り返し、シャッタ 
ーボタンの半巧しで AF □ックを行います。 

S-AF 

シャッターボタンび半巧しされている間のみ AF によるピント合わせを行い、ピント 
び合ラと AF ロックを行いまず。 


•回〇モード、シーンモード、動画モードでは、液晶モニタ点灯時は、 C-AF となります。 

ただし、液晶モニタを消灯すると、自動的に S-AF に切り換わります。 

•励〇モードでは、液晶モニタ点灯-消灯にかかわらず、 S-AF となります（初期設定)。 


■ ピー キング 

液晶モニタ上でピントが合っている部分の輪郭を強調表示します。 



MF 

マニュアル フォー カス P. 己 6) をセットした場合に、液晶モニタ上でピントび合 
っている部分の輪郭び強調され、ピントび合っていることを確認でさます。 

ON 

常に液晶モニタ上でピントび合っている部分の輪郭び強調され、ピントが合っている 
ことを確認でをます。 

OFF 

ピントが合っている部分の輪郭は強調されません。 


□ ここをチェック！ 

ピーキングは撮影時の確認用に液晶モニタ上で輪郭を強調表示するちのです。撮影さ 
れた画傲には影響ありません。 
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ブラケテイング 



ブラケティングは、適正露出料外にカメラが自動的に露 
出をず5した撮影を巧ラ機能です。露出が決めにくい被 
写体の撮影に便利です。また、ホワイトバランスブラケ 
ティングはカメラが自動的にホワイトバランスをずらし 
た撮影を行ラ機能です。 


ブラケテイング 

特徴 

OFF 

ブラケティングを行わず、お萬の露出制御を行います。 

ON 

カメラび表示する適正露出値に巧して、設定した撮影コマ数と補正ステップ数で、 
自動的に露出をずらした撮影び行えます（シャッタースピードび変化します)。 

WB-BKT 

シャッターボタンを]回巧すと、その時セットされているホワイトバランスを中 
わに、赤味びかった画像と、青味びかった画録の3コマを記録します。 


■ ON 

シャッターボタンを押し込むごとに、標準（日）、+側、一側の順で自動的に露出 
をずらしながら、日コマまたは3コマの画像の撮影が行えます。コントラストが強 
い被写体の撮影時に、露出をず日した画像から作画意図にあったちのを選ぶことが 
でさます。 

•ブラケティングをセットすると、液晶モ 
二夕に 回 旧（プラケティングマーク）と 
次に撮影されるコマの補正量び表示され 
ます。 



撮影コマ数と補正ステップ 

撮影順序 （EV) 

3， ±0.3 

0 一 + 0.3 一一 0.3 

3, ±0.7 

0 一 + 0.7 一一0.7 

3， ±1.0 

0一 +1.0 一一1.0 

日. ±0.3 

0 一 +0.7 一 + 0.3 一一 0.3 一一 0.7 

日. ±0.7 

0一 + ] .3 一 + 0.7 一一0.7一一1 .3 

日， ±1.0 

0- + 2.0.-+1 .0 一一] .0 一一 2.0 
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Q ここをチェック！ 

連写■高速連写モード（屈 P .1 日 8) にセット時に、ブラヶティング撮影する場合は、 
シャッターボタンを深く巧し続けると、セツトした枚数を撮影した時点でいったん停 
止します。 


■ WB-BKT 

1回の撮影で設定されているホワイトバランスを中むに、ホみがかった画像と青みが 
かった画像の3コマの画像が記録されます。さまざまな光源下の撮影時に、記録され 
た画像から好みに台ったものを選ぶことがでをます。 



• ホワイトバランスブラケテイングをセツ 
卜すると、液晶モニタに[1国回の（ホワ 
イトバランスブラケテイングマーク）び 
表示されます。 


D ミち意 ブラケティングとホワイトバランスプラケティングついてのごを 意 

•マルチ連写 -UH 連写モード （应 ■ P .1 日8 )、 BSS (应 ■ P .110). 露出固定 （底' 
P .118). ノイズ除去 （应 P .123) をセットしている焉合、ブラケティングはセ 
ッ ト でさません。 

•連写モードを単写し:!外にセットしている時（屈 P .1 日 8) や 、 BSS (底' P .1 1日）、 
露出固定 （屈 P .118)、 ノイズ除去 P .123) をセットしている場合、ホワイ 
トバランスプラケテイングはセットでをません。 

• ホワイトバランスプラケティング撮影は、コンパクトフラッシュカードへの書き込 
みに、通常より3倍程度時間びかかります。 
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ノイズ除去 


夜景など、シャッタースピードが長時間になる撮影を巧 
つた場含、記録された画像に星状のノイズが生じること 
があります。ノイズ除去モードを日 N にすると、このノイ 
ズを軽減することができまず。 


^ メモノイズ除去モードについて 

• 回〇モード時にはノイズ除去モードはセットできません。 

• シーンモードの夜景ポートレートおよび夜景モード時に、シャッタースピードび 
1/4秒より遅くなる撮該の場合、自動的にノイズ除去モードにセットされます。 

• ノイズ除まを日 N に設定しても、 シャツ タースピードび1/4秒より速い撮影では、 
ノイズ除まは斤われません。 


• ノイズ除去を日 N に設定し、シャッタースピードび1/4秒し: TF の 
撮影状況では、液晶モニタにノイズ除ま表示び表示されます。 


丽1 



n を意撮影画像の記録時間についてのごを意 

ノイズ除まモードでは、撮影開始か5コンパクトフラッシュカードへの画像の記録び 
完了するまでに通常より2倍し^上時間びかかります。 



コンパクトフ ラッシュ カードの フォーマッ トを行いまず。 
詳しくは、 P .97 をご覧ください。 






メニュ—画面 


撮影メニユ- 
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再生メニューには、複数の画像を一括削除したり、全画像を削除する「削除」モー 
ドや、画像を自動再生する「スライドショー」など、記録された画像の再生に関し 
て日頂目のメニューが設定できます。 

モードダイヤルを因にセットし、再をメニューを表示させまず。 

• 再生メニューは1ページ2画面で構成されています。画面の切り換えはマルチセレクター 
またはメニューボタンで行います。 



二 

I Ki ■削除 ►! 

夺フォルダ設定 
m スライド シヨー 
I O-n プロテクト設定 
目 iSi 撼を設定 
麵 S プリント指定 
▼ 

(MENOPAGE 2 ク還択 _►* 設定 



削除 

P.12 巳 

フオルダ設定 

P.127 

スライドシヨー 

P.128 

プ□テクト設定 

P.130 

非表示設定 

P.131 

プリント指定 

P.13 己 





転送マーキング 

IP. 134 

縮小画像サイズ 

P.135 

パワーオフ設定 

P.13 已 


124 








































お r 晒た非 uka づ 


^agiifr 


画像の削除とプリント指定の解除を行います。 


ggSfi 還麵麵除 

選択した画傲を削除します。 

W を画像削除 

記録されている全画傲を削除します。 

白 i プ IJW 旨定 

プリント指定 （ DP 日 F ) を解除します。 


■ 選択画像削除 

「選択画像削除」を選択すると、「削除選択画面」に切り換わります。 
. 削除選択画面での画像選択ちま 
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◄または►で削除したい画像にオレンジちの巧を合わせまず。 

▲または▼を}甲して、削除ずる画像上に1を表示させまず。 

• 選択された画撒上には削除アイコン帝び表示されます。加び表示された画傲上で 
をラー度▲または▼を巧すと、選択び解除されて加の表示び消えます。 

• 1、2の手順を繰り返して削除する画像を選択します。 

QUICK 因 ポタンを}甲ずと、削除確認画面び表示をれまず。 

▲または▼で r はい J を選択し、►を巧ずと削除び実行されます。 


D ミ主意プ□テクト設定、巧表示設定びセットされた画像について 

•プ□テクト設定びセットされた画傲は、削除画像選択画面に表示されますび、削除 
することはでをません。 

•が表示設定びセットされた画撒は、削除画像選択画面には表示されず、削除するこ 
とをでさません。 




メニユ—画面 再生メニユ- 
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■ 全画像削除 

「全画像削除」を選択すると、全画像削除の確認画面に切0換わります。削除を実行 
すると、コンパクトフラッシュカードに記録されている画像がすべて削除されます。 

-全画像削除の操作ちま 



1マルチセレクターの▲または▼で r はい J を還択しまず。 


2 ►を巧ずと、削除び実行されまず。 

D ミ 主意を画像削除について 

• プ□テクト設定または非表示設定びセットされた画像は、削除でをません。 
• フオルダ巧の全画像は削除されますび、フオルダは削除されません。 


■プリント指定 

再生メニューの「プリント指定」 （陪 P .132) での設定を一括して削除します。 

1 ▲または▼で r プ y ント指定 J を選択して、►をがずと削除び実行をれまず。 


pENUjOFF 


D ミち意プリント指定の削除について 

「プリント指定」の削除を実行すると、動画にセットされた転送マークち解除されま 
すのでご注意ください。 
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フォルダ設定 


画像を再生するフォルダを指定しまず。 

フォルタ'操作では、フォルダの新規作成、名称変更、削 
除を行います。 

& 「 NIKON 」 フォルダは自動的に作成されるフォルダです。新規に作 
成されたフォルダは 「 NIKON 」 フオルダの下に表示されます。 


• 「フォルダ操作」 の セツ トち法は、 SET - UP ；>< ニューの 「フォルダ設定」 （屈 P .9 日）を 
ご覧ください。 

•画憬を再生するフォルダを 「全てのフォルダ」、 「 NIKON 」 フォルダ、または新規に作成 
したフォルダの中か日選択します。 

•再生モードで選択したフォルダは、電源を OFF にしてを記憶保持されます。再生モード 
で再生フォルダを設定した場合には、撮影モードでの画憬記録用のフォルダも変更され 
ます。また、 SETUP モードでフォルダ設定を変更した場合には、再生モードの再生フォ 
ルダち変更されます。 

•「全てのフォルダ」 を選択すると、フォルダの選択を行わなくてを、全てのフォルダ内 
の画撒を再生することびでをます。 


因メモ UH 連写の撮影画像の巧をについて 

UH 連写で撮該された画像は、 N _ で始まる専用フォルダに記録されます。 UH 連写で 
撮影された画傲を再生するとをには、フォルダ選択を 「をてのフォルダ J にするか、 
N _ で始まる専用フォルダを選択してください。 



0 メニユ—画面重メニユ| 
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スライドシ 


ム 



画像を一定間隔で順番に再生するスライドショーを行い 
まず。インターバル設定では、画像を表示する長さを、2 
秒、3秒、日秒、10砂のいずれかにセットできます。 


■開始 


マルチセレクターの▲または▼で r 開お J を還巧し、►を巧すと撮影した画像を1 
コマずつ順まに液晶モニタに表示しまず。 


• スライドショーを再生中の動作は政下の通りです。 

• 先頭コマか5最終コマまで一定間隔で表示した後は、最終コマを表示して 「一時停止」 
画面になります。 

• 動画ファイルは、先頭コマび静止画で表示されます。 

• スライドショーショーの再を中に因ボタンを巧すと、スライドショーを中断して「一 
時停止」 画面に切り換わります。►を押すと再開します。 

• メニューポタンを巧すと、スライドショーを中止して1コマ再生画面に戻ります。 

• スライドショーを再生中にマルチセレクターでコマ送りびでをます。 

• スライドシヨーをセットしてカメラの操を行わないまま30分経過すると、オートパ 
ワーオフ機能び働をます。 



•スライドショーのセット画面または 「一時停止」 画面で、▲または▼で 「インターバル 
設定」 を選択し、►を押すとインターバル設定画面になります。 


■インターバル設定 

▲または▼でセツトずるインターバル時巧を選択し、►を巧ずとセツトしたインタ 
ーバル時聞でスライドシヨーび開巧/再開をれまず。 
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•インターバル時間とは、一枚の画傲を完全に表示している時間です。はじめにセットさ 
れているインターバル時間は3秒、その他にセット可能なインターバル時間は2砂、己砂、 
10秒です。 

•画質モード、画撒サイズによっては、セットしたインターバルどおりには画撒び切り換 
わ5ない場合びあります。 


国メモスライドシヨーび按了した時は 


• MENU ボタンを巧すと、1コマ再生画面に戻ります。 

•◄を押すと、再を_><ニユー画面に戻ります。 

A 



D ミち意表巧されない画像について 

非表示設定（屈 P .131) された画傲およびスモールピクチャー（屈 P .63) 画傲はス 
ライド ショ ーでは表示されません。 


0 メニユ—画面重メニユ| 
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プ□テクト設定 



コンパクトフラッシュカードに記録されている画像を不 
用意に削除してしまわないようにプ□テクト（保護）を 
かけることがでをます。 


■ プ□テク ト 画像選択画面での画像選択 

「プ□テクト設定」を選択すると、「プ□テクト画像選択」画面に切り換わります。 


• プ□テクト設定のち法 



◄または►で、プロテクト設定したい画像に、オレンジちの巧を合わせます。 


2 ▲または▼を巧して、プ□テクトずる画像を選択しまず。 

• 選択された画像上にはプ□テクトアイコン 0~ n び表示されます。選択画徹上でちラ 
一度▲または▼を押すと、プ□テクトアイコン 0~ n び消え、選択び辭除されます。 

• 1、2の手順を繰り返し、プ□テクトをかける画像をずべて選択します。 



Q 山 CK 因ボタンを巧ずと、プ□テクト設定び実行されまず。 

• QU に K 因を巧すと画傲の選択び完了し、プ□テクト設定びセットされて「プ□テ 
クト設定完了」の画面び表示された後に、再生メニュー画面に戻ります。 


■ プ□テク ト 設定の解除方法 

1 ◄または►で、プ□テクト設定をお除したい画原にオレンジちの砕を合わせ、 
I ▲または▼を巧して、プロテクトアイコン 0~ n を ミ 肖しまず。 

0 QUICK 因を巧ずと、還択をれた画像のプロテクト設定び) B 除されまず。 
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巧表示設定 



指定された画像を1コマ再生モード、サムネイルモード、 
スライドショー、および非表示設定を除く再生メニュー 
各頂目の画像選お画面で表示されないよラにします。 


■ 非表示画像選択画面での画像選択 

「非表示設定」を選択すると、「が表示画像選お」画面に切り換わります。 
• 非表示設定の方法 






沈ぶ回 


♦巧ミ QUI な®臨お了 


2 


mw^ 



3 

◎ 

QUICK 




◄または►で、巧表示設定したい画原に、オレンジ色の巧を合わせまず。 

▲または▼を巧して、巧表示にずる画原を選択しまず。 

•選択された画傲は、非表示アイコン!為び画憬上に表示されます。選択画傲上で 
をラー度▲または▼を押すと、選択び解除され、非表示アイコン巧;!び消えます。 
• 1、2の手順を繰り返し、非表示設定する画撒をすべて選択します。 

Q 山 CK 因ポタンを}甲ずと、選択された画想の巧表示設定び実行されまず。 

• Q 山 CK 因を巧すと画傲の選択び完了し、非表示設定びセットされて 「巧表示設定 
完了」 の画面び表示された後に、再生メニュー画面に戻ります。 


I 非表示設定の解除方法 

◄または►で、巧表示設定をお掠したい画像にオレンジ色の巧を合わせ、 ▲ 
または▼を巧して、が表示アイコン5；!をミ肖しまず。 

> Q 山 CK 因ポタンを}甲ずと、選択をれた画像の巧表示設定び解除をれまず。 






メニユ—画面 再生メニユ- 
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プ y ント指定 


1 -3 


關円 

m 


かちが令 

設定 Q 11 に做設定終了 


画像のプリントについての指定を行います。プリント指 
定の内容は、プリント設定ファイルとしてコンパクトフ 
ラッシュカードに記憶-保存されます。 C 00 LPIX 4300 
は、デジタルプリントオーダーフオーマット （ DP 日 F ) 
に対応しています。 


■プリント画像選巧画面での画像選巧 

「プリント指定」を選択すると、「プリント画像選択」画面に切り換わります。 


プリント指定の方法 
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■lEKSIH 


マルチセレクターの◄または►で、プリント指定したい画像に、オレンジちの 
砕をさわせまず。 


2 ▲または▼を巧してプリント指定ずる画像を還巧し、プリント孜巧をセットし 
まず。 

• 選択された画傲上にはプリントアイコン。とプ U ント枚数び表示されます。▲を 
巧すとプ U ント枚数び増加し（最大9枚)、▼を巧すとプリント枚数び減少します。 
• ]、2の手順を繰り返して、プ U ントする画憬をすベて選択します。 

3 QUICK 因 ボタンを巧しまず。 

• QUICK 因を押すと画傲の選択び完了し、プリント指定画面び表示されます。 


■プリント指定画面 

プリント指定画面では、プリント時に撮影情報（絞り値とシャッタースピード）や 
撮影曰を印字するよラにセツトでさまず。 
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[設定終了] 

• ▲または▼で r 設定終了」を選択し、►を押すとプ U ント指定の設定び完了し、「プリン 
卜設定完了 J の画面び表示された後、再生;ニュー画面に戻ります。 

[撮影情報] 

• ▲または▼で「撮影情報」を選択し、►を巧すとチェックボックスの□び切り換わ 
ります。因チェック済みにセットすると、画傲内に絞り値とシャッタースピードび印字 
されるように設定します。設定を終了する操作手順は 、 r 設定終了」と同様になります。 

[日付] 

• ▲または▼で「日付」を選択し、►を巧すとチェックボックスの0/□び切り撰わりま 
す。因チェック済みにセットすると、画撒内に撮影の曰付び印字されるよラに設定しま 
す。設定を終了する操作手順は 、 r 設定終了 J と同様になります。 

■プリント指定の辭除ち法 

1 ▲または▼で、プリント指定を稱除したい画像にオレンジ色の砕を合わせ、 
■ ▼を巧して、プリントアイコン召を消します。 

■ プリントアイコン白び表示されている画撒上で、▼を巧すとプ U ント枚数び減少、 
します。プ U ント枚数び1の時にさ日に▼を押すと、選択び解除され、プリント 
アイコン凸び消えます。 

2 Q 山 CK 因を巧ずと、プリント指定び曲除されまず。 

■再生メニューの「削除：プリント指定」でプ U ント指定を一括して解除すること 
びでさます（恆 P . 12白）。 


固メモ曰付のプリントについて 

プ U ント指定画面で旧付」を因チェック済みにセットすると、従来の日付機能付き 
フイルムカ六ラで撮影した写真と同様に、プ U ント画傲に撮影曰時を入れることびで 
をます。撮影日時を印字したい場合には、必ず撮影前に力方ラの「日時設定」び正し 
く設定されているかご確認ください （屈 P .23)。 また、 DP 日 F の日付機能に対応して 
いないプ U ンタでプ U ントする場合は、この磯能を使用することびでさません。 


圓 メモ DPOF (Digital Print Order Format ) について 

r プリント指定」で設定した内容は 「 DP 日 F (Digital Print Order Format )] で]ン 

パクトフラッシュカードに保存されます。従来の写真と同様に、デジタルプリントサ 
ービス取扱店に依頼するか、 DPOF 対応プリンタを使用すると、プリント指定した画 
傲をコンパクトフラッシュカードから直接プ U ントすることびできます（ニコンデジ 
タルフォトプリンタ NP -1 日日は、撮影情報、日付のプリント機能に对応していません)。 




メニユ—画面 再生メニユ- 
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括をマーキング 


画像の転送設定を行います。 


設定 

内容 

SON 

撮影した全画撒を転送設定します。 

を日 FF 

撮影した全画像の転を設定を解除します。 



因メモ面ちマークについて 

初期設定では撮影された全ての画像は自動的に転送設定され、転送マークび表示され 
ます （ SET-UP メニュー「撮影情報：転送設定」屈 P .1 日日）。転送マーキングでは、 
転送設定された画像を全て一括して解除したり、撮影された全画傲を一括で転送設定 
することびできます 。 C 日日 L 円 X 43 日日と付属の Nikon View びインス!ルされた 
パソコンを接続して TRANSFER ボタンを押せば、転送マークび付いた画撒を簡単にパ 
ソコンに転送することびできます。ただし 、 Mac OS XI 日.1ぶをご使用の場合は、 
力;><ラの TRANSFER ボタンでは画傲を転送できません。画撒を転送する場含は、 
Nikon View の | ボタンを使用してください。カメラの TRANSFER ボタンで画傲 
を転送する場含は 、 Mac OS XI 日.1 .3 しソ降び必要です。 


D ミち意1000コマな上の画像を拉送ずる場合のごを意 

•転送マーキング設定で一度に転送設定される画傲は、999コマまでです。1日日0 
コマ上の画像び記録されているフォルダに、「転送マーキング設定：を 0 NJ を 
斤っても、 r 転送マーク付き」として扱われる画傲は、白目9コマまでです（ただし、 
画傲のファイル番号は関係ありません)。 

•] 日日0コマじ(上の画撒を転送する場合は 、 Nikon View を使用してください。詳し 
くは 、 Nikon View の U ファ レンスマニュアル CD - ROM をご覧ください。 


D ミ主意ニコン製の他のデジタルカメラで転送設定を行った場さ 

ニコン製の他のデジタルカメラで転送設定された画像び記録されているコンパクトフ 
ラッシュカードを C 0 日 LPIX 43 日日に装着しても、転送設定は認識されません。 
C 0 日 LPIX 430日で再度転送設定を巧ってください。 
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縮か画像サイズ 



スモールピクチャーの画像サイズを、使用目的に合わせ 
て、4種類の画像サイズ（日40 x 480、320 x 240、 
160 x 120. 日 6 x 72 ピクセル）のいずれかに変更でき 
ます（スモールピクチャーについては P . 日2を参照してく 
ださい）。 


B 


バワーオフ設定 



再生モード時にカメラの操作が終了してからオートパワ 
ーオフ機能が作動するまでの時間を、30秒 （30 S )、 
1分 （1 M )、 已分（已 M )、 3日分 （30 M ) のいずれかに設 
定でさます。 




メニユ—画面 再生メニユ I 
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付録 


この章では、カメラやパ’ッテリーの取り扱い上のごま意や別売アクセサリー、 
カメラが正常に作動しない場含の対処ち法などについて説明しています。 



付 


録 




カメラの取 0 巧い上のごを意 


♦強いショックを与えないでください 

力;><ラを落としたり、ぶつけたりしないよ 
5にを意してください。故障の原因になり 
ます。また、レンズに細れたり、レンズお 
よびカバーに無理な力を加えた0しないで 
ください。 

•水に濡6さないで<ださい 

力;< ラは水にミ需日さないよラに注意してく 
ださい。力;<ラ内部に水滴び入ったりする 
と部品びサビついてしまい、修理費用び高 
額になるだけでなく、修理不能になること 
びお0ます。 

•急激な温度変化を与えないで<ださい 

極端に温度差のある場所（寒いところか日急 
激に暖かいところや、その逆になるところ） 
にカメラを持ち込むと、カメラ内外に水滴を 
生じ、故障の原因となります。力;ラをバッ 
クやビニール袋などに入れて、周囲の温度に 
なじませてか5使用してください。 

•強い電波や弦気を発生ずる場所で撮 
影しないで<ださい 

強い電波や磁気を発生ずるテレビ塔などの 
周囲および強い静電気の周囲では、記録デ 
ータび消滅したり、カメラび正常に機能し 
ない場合びあ0ます。 

•お手入れ方ミ去について 

手入れの隙は、プ□アーでゴミやホコリを 
軽く吹き払ってか5、乾いた柔日かい布で 
軽く巧いてください。レンズ面や液晶画面 
び巧れたとをは、ブ□アーでゴ S やホコ I 」 
を吹さキムい、巧れび取れない場合は乾いた 
柔5かい巧に市販のレンズク U —ナーを少 
量湿らせて、軽く拭いてください。固い物 
で拭くと傷になりますのでご注意ください。 

•風通しのよい場所に保管してくだをい 

カビや故障などを防止するために、風通し 
のよい乾燥した場所を選んでカメラを保管 
してください。ナフタ U ンや憧脳の入った 
タンスの中、磁気を発生する器具のそば、 
極度に高温となる夏期の車内、使用してい 
るス I -ーブの前などにカメラを置かないで 
ください。故障の原因になります。 


•長期お使用しないとをはバッテリー 
を取り出して<ださい 

力;<ラを長期間使用しないとをは、バッテ 
U —を必ず取り出しておいてください。ま 
た、カビや故障を防ざ、カメラを長期にわ 
たってご使用いただけるよ5に、巧に一度 
を目安にバッテ U —を入れ力;< ラを操作す 
ることをおすすめします。 

•バッテリーや AC アダプタを取りがず 
ときは0ず電源オフの巧態で行って 
<だをし1 

電源オンの状態で、バッテ U —の取り出し、 
AC アダプタの取りがしを行ラと、故障の原 
因となります。特に撮影動作中、または記 
録データの削除中の前記操作には、十分を 
意してください。 

♦巧晶モニタについて 

-液晶モニタの特性上、一部の画素に常時 
点なあるいは常時点灯しない画素び存在 
することびありますび故障ではありませ 
ん。予めご了承ください。また記録され 
る画傲には影響はありません。 

-屋外では曰差しの加減で液晶モニタび見 
えにくい場合びあります。 

■液晶モニタ表面を強くこすったり、強く 
巧した0しないで<ださい。表示パネル 
の故障やトラブルの原因になります。を 
しホコ U やゴ S 等び付着した攝合は、ブ 
□アープラシで吹さキムってください。巧 
れびひどいときは、柔らかい布やセーム 
革等で軽<巧を取ってください。万一、 
液晶モニタび破損した場合、ガラスの破 
損などでケガをするおそれびありますの 
で十分ご注意ください。また、中の液晶 
び皮膚や目に付着した0、□に入った0 
しないよラ、十分ご注意ください。 

•ス吉アにごし VC 

明るい被写体を写すと、液晶モニタ画傲に 
縦に尾を引いたよラな（上下び帯状に白く 
明るくなる）現象び発生することびありま 
す。この現象をス S ア現象といい、故障で 
はありません。また撮影された画傲（動画 
を除く）には影響はあ0ません。 
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カメラのお手入れ方法 

■ カメラのクリーニングについて 


レンズ* 
ファインダー 

レンズやファインダーのガラス部分をク U —ニングする時は、手 
で直接她5ないよラに注意してください。ゴミやホコ U はブ□ア 
一で吹さ払ってください。プ□アーで落ちない指紋や油脂などの 
ミちれは、乾いた柔らかい巧等でガラス部分の中央から外側にゆっ 
くりと円を描くよラに拭を取ってください。汚れび取れない場含 
は、乾いた柔日かしぶに市販のレンズク U - ナーを少、量湿日せて、 
軽く拭いてください。硬いちので拭くと傷び付くことびあります 
ので注意してください。 

液晶モニタ 

ゴ S やホコ U はプ□アーで吹をもってください。指紋や油脂など 
の;'ちれは、乾いた柔5かい巧やセーム革等で軽く巧さ取ってくだ 
さい。強くなくと破損や故障の原因となることびありますので注 
意して < ださい。 

カメラ本体 

ゴ S やホコ U をブ□アーで吹を払い、乾いた柔5かい巧等で軽く 
巧いてください。海辺などで力方ラを使った媛は、真水で湿日せ 
てよく絞った柔日かし佈で砂や塩分を軽く巧き取った後、よく乾 
かして < ださい。 


アルコール、シンナーなど揮発性の薬品は使用しないでくださし、。 


■保管について 

長期間力;ラを使用しない時は、必ずバッテリーを取り出しておいてください。バッテ U 
一を取り出す前には、カメラの電源び OFF になっていることを確認してください。 

また、カビや故障を防ぎ、カメラを長期にわたってご使用いただけるよラに、月に一度を 
目安に、バッテリーを入れて力;<ラを操作することをおすすめします。 

力;ラを保管する場合は、下記のよラな場所は避けてください。 



• 換気の悪い場所や湿度の高い場所 
• テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の近辺 
• 温度び已〇で！; LL 、 または一1び Cl ^ TF の場所 
• 湿度び己0%をこえる場所 
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バツテリーの取 0 巧いについて 


•バッテリーほ巧上のごミモ意 

バッテ U —の使用方法を誤ると液漏れによ 
り製品を腐食したり、バッテ U —び破裂し 
たりする恐れびあります。次の使用上のを 
意をお守りください。 

. バッテ U —を電源として長時間使用した 
後は、バッテリーび発熱していることび 
ありますのでミち意してください。 

-使用期限の過ざたバッテ U —は使用しな 
いで < ださい。 

•撮該の前にリチャージャブルバッテ 
リーをお6かじめ巧電ずる 

撮影の隙は、 U チャージャブルバッテリー 
の充電を行ってください。付属のリチャー 
ジャブルバッテリーは、ご購入時にはフル 
充電されておりませんのでご注意ください。 

•モ棉バッテリーを巧意ずる 

撮影の隙は、予備バッテリーをご巧意くだ 
さい。特に、海がの地域によってはリチャ 
ージャプルバッテ U —、 U チウム電池の入 
手び困難な場合びありますので、ご注意く 
ださい。 

♦ほ温時のバッテ U —について 

バッテ U —は一般的な特性として、ほ温時 
には性能び低下します。低温時に使用する 
場含は、バッテ U —およびカメラを冷やさ 
ないよラにしてください。 


•ほ温時には容量の十分なバッテ y — 
を促い、モ摘のバッテリーを巧意ずる 

做品時に消耗したバッテ U - を使用すると、 
カメラび作動しない場合びあります。低温 
時に撮影する場合は十分に充電されたリチ 
ャージャブルバッテリー、または新しい U 
チウム電池を使用し、保温した予備のバッ 
テリーを用意して隱めなびら交互に使用し 
てください。低温のために一時的に性能び 
お下して使えなかったバッテ U —でち、常 


•バッテ U —の接点について 

バッテ U —の接点び巧れていると、接觸不 
良で力;ラび作動しなくなる場合びありま 
すので、バッテ U —を入れる前に接点を乾 
いた巧などでないてください。 

•バッテ U —の巧量について 

バッテ U —の特性上、残量びなくなったパ‘ 
ッテ1」一を再度カメラに入れた場合、バッ 
テ U —の容量び十分な状態（バッテ U —表 
示び何ち表示されない状態）を示すことび 
ありますのでごミち意ください。 

•持ち運ぶ時は端モカバーをつけて< 
ださい 

カメラから取り外したバッテ U —を保管し 
たり、持ち運ぶ場合は、付属の端子カバー 
をつけて<ださい。バッテ U —びショート 
すると、液ちれ、発熱、破裂の原因となり 
危険です。 


■商標説明 

• CompactFlash …( コンバクトフラッシュ）は米国 SanDisk 社の商標です。 

• Microsoft® および Windows® は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における 
登録商標です。 

• IBM は International Business Machines Corporation の米国における登録商標です。 

• Macintosh、Mac OS、Power Macintosh 、 PowerBook 、 iMac 、 iBook 、 QuickTime は 
米国およびその他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の商標です。 

• Adobe、Adobe Acrobat は Adobe Systems, Inc. ( アドビシステムズ社）の商標または特定 
地域における同社の登録商標です。 

• その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 
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別売アクセサリー 


C 日日 LPIX 430日には下記の別売アクセサリーを使用できます。詳しくは販売店に 
お問い合わせください。本製品は当社製のアクセサリーに適合するよラに作られて 
おります。当社製品との組み合わせでご使用ください。 


リチャージャブル 
バッテリー 

Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 1 

AC アダプタ/ 

バッテリーチャージャー 

AC アダプタ/バッテリーチャージャ ー EH -21 

AC アダプタ 

AC アダプタ EH -53 

バッテリーチャージャー 

バッテリーチャージャ ー MH - 己3 

バッテリーチャージャ ー MH - 己 3 C (車載用充電器） 

ソフトケース 

ソフトケース CS - E 885 

アダプター U ング 

アダプターリング UR - E 4 
アダプターリング UR - E 7 

* C 00 LPIX 4300にコンバータレンス、スライドコピーアダプタまたはマ 
ク□ライトを装着するためのアダプター U ングです。 C 0 日 LPIX 430日の 
レンズ部分に取り付けて使用します。 

コンバータレンズ 

•ワイドコンパ‘ータ WC - E 已8 CUR - E 4 および UR - E 7 を併用） 
•ワイドコンパ’ータ WC - E 己3 ( UR - E 4 を併用） 

•テレコンバータ TC - E 2 ( UR - E 4 を併用） 

•テレコンバータ TC - E 3 ED CUR - E 4 を併用） 

•フィッシュアイコンバータ FC - E 8 ( UR - E 4 を併用） 

U モートコード 

U モートコード MC-EUl 

スライドコピーアダプタ 

スライドコピーアダプタ ES - E 28 

液晶モニタフード 

LCD フード HL - E 88 已 

マク□ライト 

MACRO COOL-LIGHT SL -1 ( UR - E 4 を併用） 


n を意リモートコード巧巧上のごま意 



力方ラび動画モード、連写モード、および高速連写モードの場合には、 U モートコー 
ドは使用でさません。 


141 
















別売アクセサリー/インターネットご利用の方へ 

■ 使用できるコンパクトフラッシュカード 

カメラに付属のコンパクトフラッシュカードおよびニコンコンパクトフラッシュ 
力ード EC-CF シリーズの他に、次の他社製コンパクトフラッシュカードは、動作 
確認されております。 

SanDisk 社製： 

SDCF 日シ U - ズ1日 M 日、 32 M 巨、 48 M 巨、日 4 M 日、 96 M 巨、1 28 M 目 
LEXAR MEDIA 社製： 

10 XUS 巨シ U - ズ 128 M 曰、 160 MB 

8 XUSB シ IJ ーズ 8 M 巨、 16 M 巨、 32 M 巨、 48 M 巨、色 4 M 巨、8日 MB 
4 XUSB シ IJ ーズ SMB 、16 M 巨、 32 M 巨、 48 M 巨、色 4 M 巨、 80 M 巨 

上記コンパクトフラッシュカードの機能、動作の詳細、動作保証等については、コンパ 
クトフラッシュカードメーカーにご相談ください。 

その他のメーカー製のコンパクトフラッシュカードにつさましては、動作の保証はいた 
しかねます。 


D ミち意コンパクトフラッシュカード促巧上のごを意 

■ カメラの使用直後にはコンパクトフラッシュカードび熱くなっている場合びありま 
すので、取り出す場合にはご注意ください。 

•未使用カードは必ずフォーマット（初期化）してか日ご使用ください。 

コンパクトフラッシュカードのフォーマットについては应 P .97 
• コンパクトフラッシュカードのフォーマット中には、絶巧に力;ラか日力ードを取 
り出さないで<ださい。カードび使用でをな<なることびあります。 

■ コンパクトフラッシュカードへ記録-削除び行われているとさやコンピュータとの 
通信時には、じ(下のことは行わないでください。記録されているデータの破損や力 
ー ドの故障の原因となります。 

- 力ー ドの着脱をする -電源を OFF にする 

. バッテ U —を取0出す - AC アダプタを掠< 

■ 端子部に手や金属を触れないでください。 

■ コンパクトフラッシュカードカバーには無理な力を加えないでください。破損の恐 
れびお0ます。 

■巧げたり、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 

•熱、水分、直射日光を避けてください。 


インターネツトご利用の方へ 

ニコン デジタルカメラの最新情報は、下記 URL のホームページでご覧いただけます。 

http://www.nikon-imaae.com/jpn/ei_cs/index.htm 
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巧障かな？とおった 5 


カメラが正南に作動しない時は、お買い上げの販売店や当社サービス部門にお問い 
合わせいただく前に、下表の項目をご確認ください。点検してち症状が直らない場 
合は、 P.1 已2に記載されている当社サービス部門までお問い合わせください。 


症状 

原因 

ぺージ 


• 液晶モニタび消巧しています。マルチセレクターの▲を巧 
して液晶モニタを点灯してください。 

P .29 

液晶モニタに何ち 
映らない 

• カメラびオートパワーオフ状態になっています。シャッタ 
ーボタンを半巧しオートパワーオフを解除してください。 

P .27 

• カメラの電源び入っていません。 

P .26 

• バッテ U —び正しく装着されていません、またはバッテ U 
-わ; (一びしっかりと閉じていません。 

P .19 


• バッテ U —の残量びありません。 

P .27 


•冉 C アダプタ（別売）び正しく接続されていません。 

P .20 

液晶モニタにカメ 
ラの設定状態の情 
報や画像情報が表 
示されない 

• 力;>< ラの設定内容や画撒情報び非表示に設定されています。 

P .29 

マルチセレクターの▲を巧して情報を表示させてください。 


• スライドショーび行われています。 

P .128 

液晶モニタの画面 

• 液晶モニタの明るさを調整してください。 

P .94 

がよ<見えない 

• 液晶モニタび巧れています。 

P .139 


• カメラび再生モードになっています。 

P .17 


• バッテ U —の残量びありません。 

P .27 


• コンパクトフラッシュカードに画傲を記録する容量びあり 
ません。 

P .87 


• AF ランプび点減中：ピントを含わせることびでをません。 

P .30 

シャ ッ ターボタン 

• スピードライトランプび点滅中：スピードライトび充電中 

P .30 

を押し込んでち 

です。 


撮影でさない 

•液晶モニタに「フォーマットされていません」といラ;><ッ 
セージび表示される時は：コンパクトフラッシュカードび 
C 日日 LPIX 4300 用にフォーマットされていません。 

P .97 


.液晶モニタに「カードび入っていません」といラメッセー 
ジび表示される時：コンパクトフラッシュカードび力;<ラ 
に装着されていません。 

P .21 
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严 


症状 

原因 

ぺージ 

撮影した画像が 
明るすぎる 
(露出過度） 

• 露出補正びプラス側にかかり過ぎています。 

P . 已3 

撮影した画像が 
暗すぎる 
(露出不足） 

• スピードライトび発光禁止になっています。 

P .49 

• スピードライトび指などでさえぎ日れています。 

P . 巳0 

• 被写体びスピードライト光の届く範囲外にあります。 

P .1 己1 

• 露出補正びマイナス側にかかり過ぎています。 

P . 巳3 


• シャッターボタンを押す時に被写体び液晶モニタやフアイ 

P .28 

ピントが合わない 

ンダーの中央に合っていません。 

•冉 F ランプび高速に点滅中：カメラはピントを合わせるこ 

P .30 


とびでをません。 



• 撮影中にカメラび動きました。 

• シャッタースピードび遅すざます。スピードライトを使っ 

P .49 


て < ださい。 


画像がブレる 

• スピードライトを使用できない、または使用したくない場 
合は： 



• 王脚等を使って、力;<ラを安定させてください。 

-己 SS (ベストショットセレクタ）機能を使ってください。 

P .1 10 


• セルフタイマーを使ってください。 

P .4 日 


• スピードライトび発光禁止になっています。 

P .49 


次の場含、スピードライトは自動的に発光禁止になります 
のでを意して<ださい： 

-モードダイヤルび1?(動画）にセットされている時 

P . 巳2 


-フォーカスモードび糖貴）にセットされている場合 

P .43 


-シーンモードで H (風景)、全（夕やけ)、店！（夜景)、 

P .38 

スピードライト 

迎（ミュージアム）、寧（打ち上げ花火 )、 ffi (ク□- 

P .39 

が発光しない 

ズアップ）びセットされている時 
-連写メニューで「連写」「マルチ連写」「高速連写 」 「UH 

P .108 


連写」にセットされている時 
• 「巨 SS 」 び ON の時 

P .1 10 


-「コンバータ」び OFF 政がにセットされている時 

P .1 13 


-「露出制御」の r 露出固定」にセットされている時 

P .1 18 


• バッテリー残量びかなくなっています。 

P .27 
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症が 

原因 

ぺージ 

画像を再生 

• } (ソコンか他社製のカメラで画傲び上書をされました。 


でさない 

• パソコンか他社製の力;< ラで画撒の名前び変更されました。 



• ビデオケーブルび正しく接続されていません。 

P .71 

テレビに液晶モニタ 

•テレビの入力切り撰えび「ビデオ」になっていません。 

P .71 

の画面が映らない 

または「ビデオ」の入力系統（番号）び間違っています。 
•カメラの「ビデオモード」の設定び間違っています。 

P .101 

ノイズが発をし、 
画像がザラつく 

•「ノイズ除ま」を使用してください。 

P .123 

• シャッタースピードび遅すざます。スピードライトを使っ 
て < ださい。 

P .49 


• レビュー再生モード、サムネイルレビューモードまたはサ 

P .33 - 


ムネイルモードになっています。 

3己•日日 

スモールピクチャー 
を作成でさない 

• 表示されている画傲び次のいずれかです。 

. 画費モード HI で撮影された画傲 
• 動画 

P .88 

P . 目己 


• スモールピクチャー 

P .62 


- UH 連写で撮影された画傲 

P .108 


• 表示されている画债び次のいずれかです。 


再を時に画像の拡大 

• 動画 

P . 目日 

表示がでさない 

• スモールピクチャー 

P .62 


- UH 連写で撮影された画傲 

P .108 

カメラとパソコン 

• カメラの電源び OFF になっています。 

P .26 

の接続時、または 

•冉 C アダプタ（別売）び正しく接続されていません。 

P .20 

コンパクトフラッ 

• バッテ U —の残量びありません。 

P .27 

シュ カー ドを カー 

• US 巨ケープルび正しく接続されていません。 

P .70 

ドリー ダ や PC カー 

• カード U —ダび正しく接続されていません。 


ドス□ットに挿入 

•カードびカードリーダ、カードアダプタ、 PC カードス □ 


した時に、 Nikon 

ットに正しく挿入されていません。 


Vie 邮が自動的に起 

《 Nikon View の機能および操作等については、付属の 


動しない 

Nikon ViewU ファレンスマニュアルを参照してください。 
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警告表示について 

液晶モニタに下記の警告メッセージが表示された場合は、修理やアフターサービスをお申 
し付けになる前に下記の対処方法をご確認ください。 


表示 

原因 

対処ち法 

ぺージ 

レンズキャップが 
つし 1 てし 1 まず 


レンズキャップを付けた 
まま電源び日 N にされま 
した。 

電源を日 FF にして、レンズキ 
ヤップをはずしてから日 N に 
して < ださい。 

P .18 

(Ja: 

■で 

网0備敵;） ( t 怖 


カメラの時計び設定され 
ていません。 

曰付と時刻を設定してください。 

P .23 

卜 E 叫 

バッテ U —の残量びあり 
ません。 

電源を OFF にしてバッテ U - 
を交換して < ださい。 

P .19 

モードダイヤ;1/<立圓 
び ずれてレまず 


モードダイヤルび正しい 
位置にセットされていま 
せん。 

モードダイヤルを正しい位置 
にセットしてください。 

P .17 

AUTO では度を巧おな 
メニューは友りまだん 


回〇モード時、または動 
画モード時に MENU ボタ 
ンび巧されました。 

回〇モード、動画モードに 
はメニュー画面びありませ 
ん。モードダイヤルを他のモ 
ードにセットしてください。 

P .17 

動国では技を巧旨がよ 
メニューはありません 
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表示 

原因 

対処ち法 

ぺージ 


与つ力ードげ 
じ 立入ってし 1 まだん 


コンパクトフラッシュカ 
ードび入っていない、ち 
しくは正しく装着されて 
いません。 

力;>< ラの電源を日 FF にして、 
コンパクトフラッシュカード 
を正しく装着してください。 

P .21 


rA -| このカードは 

1—1 巧用できまだん 


コンパクトフラッシュカー 
ドへのアクセス異常です。 

• COOL 円 X 4300 に使用でき 
るのコンパクトフラッシュカ 
ードであるかどうか確認して 
<ださい。 

• コンパクトフラッシュカード 
びこわれている可能性びあり 
ます。当社サービス部門まで 
ご連總ください。 

P .142 

P .152 


1 ■つ力ードに 

1—1 吴巧 61 ありまず 


コンパクトフラッシュカー 
ドへのアクセス異常です。 

• COOL 円 X 4300 用に使用で 
をるコンパクトフラッシュカ 
ードであるかどうか確認して 
<ださい。 

• コンパクトフラッシュカード 
びこわれている可能性びあり 
ます。当社サービス部門まで 
ご連總ください。 

P .142 

P .152 


「つフォーマット 1 

1—1 されていまだん1 

しルほ 1 


コンパクトフラッシュカ 
ードび正しくフオーマッ 
卜されていません。 

• 「フオーマットする」を選択 
してマルチセレクターの►を 
押して、力ードのフオーマッ 
卜を行ってください。 

• 正しくフオーマットされたコ 
ンパクトフラッシュカードに 
交換して < ださい。 

P .97 

P .21 


f - A - i メモ U - 巧■び 

1—1 ちりません 


•コンパクトフラッシュカ 
ードに画傲を記録する空 
定容量びあ0ません。 

•画撒-フォルダ番号の 
オーバーフ□一です。 

•画質モード、画撒サイズを変更 
して < ださい。 

•不要な画慷を削除してください。 
•新しし优ードに嫌してください。 

P .87 
〜89 

P . に己 
P .21 

画傲を転送するための 
通信情報を書を込む容 
量びありません。 

(力方ラとパソコンを接続 

して TRANSFER ボタンを 
巧した時のみ） 

•不要な画撒を削除し、再度 
TRANSFER ボタンを巧して 
<ださい。 

P . に己 
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表示 

原因 

巧処方法 

ぺージ 


「つ画苗を 
し」 登沒でをまだん 


•コンパクトフラッシュカー 
ドのフォーマッ 卜び異なり 
ます。 

•画像の記録中にエラーび発 
生しました。 

•フォルダまたはファイルま 
号のオーバーフ□一です。 
•スモールピクチャーび作成 
できない画像で SMALL 円じ 
ボタンび押されました。 

• コンパクトフラッシュカードを 
フォーマットしてください。 

• コンパクトフラッシュカードを 
再フォーマットしてください。 

. 連番モードをオフにセットする 
か、1」セットを行ってください。 

P .97 

P .97 

P .96 

P .64 


撒、動画、スモールピクチャー 
な外の画傲を選んでください。 


巧を画该びあ D ません 


コンパクトフラッシュカ 
ードに撮影された画傲び 
入っていません。 

• レビュー再生モード時：シャ 
ッターボタンを巧して撮影を 
して < ださい。 

•再生モード時：他のモードに 
切り換えてください。 

P .33 

P .17 


表示巧旨故 
画该びあ D ません 


記録されている画傲びす 
ベて非表示設定されてい 
るために表示されません。 

再生メニューの非表示設定で、 
画像のが表示設定を解除して 
<ださい。 

P .131 


表示で走ません I 


画像ファイルを表示でを 
ません。他社製の力:ラ 
で撮影された画像か、ア 
プ1」ケーシヨンソフトで 
編集された場合に表おさ 
れます。 

• ファイルを肖臓してくださし、。 

• コンパクトフラッシュカードを 
再フオーマットしてくださし、。 

P .97 


フオルダの削なび I 
でさません 1 


力六ラで認識できないファ 
イルや、プ□テクト設定ま 
たは非表示設定された画像 
ファイルびあります。 

• パソコンや他社製のカメラで 
ファイルが上書さされた場台 
は、ファイルを削除するか、 
コンパクトフラッシュカードを 
再フオーマットしてください。 

•画像のプ□テクト設定、また 
はが表示設定を解除してくだ 
さぃ。 

P .97 

P .130 

P .131 
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表示 

原因 

対処ち法 

ぺージ 

□ 

パソコンに画傲を転送中 
に接続び列れたか、コン 
パクトフラッシュカード 
び取り出されました。 

} (ソコンの画面に警告 y ッセージ 
び表おされた場合、[日。をク1」 
ックして Nikon View を終了して 
ください。力六ラの電源を日 F 円こ 
した後、 USB ケーブルを再接続 
するか、コンパクトフラッシュカ 
-ドを装着し直して、再びカメラ 
の電源を ON にして < ださい。 

- 

ご使用のパソコンの 0 S 、 
カメラの US 目通信ち式の 
組み含ねせでは、力_><ラ 
の TRANSFER ボタンは使 
用でさません。 

カメラの電源を日 FF にし、いつ 
たん US 日ケープルをはずして 
US 巨通信方式を変更し直した後、 
パソコンと再接続してください。 
この操作で警告メッセージび消 
えない攝合には 、 Nikon View の 
転送ボタンを使用してください。 

P .70 

1賦 1 マ-キングされ ft : 1 
■ 面なびちりまだ、 ■ 

パソコンとの接続時に、 
転送設定された画像びな 

い時に TRANSFER ボタン 

び巧されました。 

力;/ラとパソコンとの接続を 
がして1枚じ(上の画傲に転を設 
定をセットして、再接続して 
<ださい。 

P .70 


画像転送中にエラーび発 
生しました。 

力六ラとパソコンび正しく接 
続されていることおよびバッ 
テ U —の残量び十分かどラか 
確認してください。 

P .70 

P .27 

システム エラー 

• カメラの内部回路にエラ 
一が発生しました。 

• レンズ駆動部び押さえつ 
けられているため、電源 
を ON または日 FF にでさ 
ません。 

力;/ラの電源を日 FF にして 
(冉 C アダプタを使用している 
場含はアダプタを取り外して 
から）、バッテ U —を取り出し 
てください。再度バッテ U — 
を入れて、電源を日 N にしてく 
ださい。システムエラーの表 
示び続く場合は、当社サービ 
ス部門までご連絡ください。 

P .19 

P .152 

動画では U モートコード 
のを用がでをまだん 

•動画モード時にリモート 
コードび接続されました。 

• 1」モートコードのシャッタ 
ーボタンび押されました。 

IJ モートコードを损いてくだ 
さい。 

P .141 
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主な仕様 


ニコン デジタルカメラ COOLPIX 4300の主な仕様 


型式 

ニコンデジタルカ方ラ E 43 日0 

有効画素数 

4.日;<ガピクセル 

撮像素子 

1/1.8 型高密度 CCD (織画素数約 4. 13メガピクセル） 

記録画素数 （ pixel ) 

2272 (2272 x 1704). 2048 (2048 x 1536)、 

] 白0日 （] 6日0 x 1200)、1280 (1280 x 9 白日）、 

1024り日24 X 768)、己40 (640 x 480) 

スモールピクチャー機能：日40 x 480、320 X 240、 

] 60x1 20、 96 x 72 

レンズ 

3倍ズームニッコールレンズ、 f 二8〜 24 mm (3 已 mm 判換算 

38〜11 4 mm )、 F 2.8 〜 F 4 .目 （8 群9枚） 

電テズーム 

最大4.日倍 

オートフオーカス 

コントラスト検出ち式、マルチェ U アオートフオーカス可能 

撮影距離 

30 cm 〜〇〇 (広角側)、日日 cm 〜〇〇 (望遠側)、[マク afAF ) 時 

レンズ前約 4 cm 〜〇〇 (最広角側)、約3日 cm 〜〇〇 (最望遠側)] 

AF ェ U ァ 

已ヶ所、自動選択/手動選択切撰可能 

ファインダー 

実傲式光学ズームファインダー、視野率約8日％、 LED 表示付さ 

液晶モニタ 

] .己型低温ポ U シ U コン TFT 液晶、]1日，日日0画素、輝度調節 

機能付さ、視野率上下左ちとち約97% (巧実画面） 

記録形式 

記録媒体 

コンパクトフラッシュカード订 ypel ) 

画傲ファイル 

Design rule for Camera File systems ( DCF )、 Exif 2 .吕準拠、 

Digital Print Order Format ( DP 日 F ) 準拠 

ファイル形式 

圧縮： JPEG - Baseline 準拠 

FINE (約]/ 4)、 NORM 冉 LC 約]/吕）、巨 AS に（約1/1己） 

非圧縮 ： HI ( TIFF - RG 日） 

動画 ： QuickTime 

測光方式 

2已邑分割マルチ測光、中央部重点測光、スポット測光 、 AFX 

ポット測光 

露出制御 

プ□グラムオート CP )、 マニュアル露出 CM ) モード 、 AED 

ック、露出固定、露出補正 （一2 〜 +2 EV 、1/3 EV ステップ)、 

オートブラケテイング 


1加 






















露出鹽離囲(吃日1。日換算) 

EV -3 〜 + EV 1 已（広角側)、 EV -1.4 〜 + EV 1 己.日（望遠側） 

シャッター 

メカニカルシャッターと CCD 電子シャッターの併用 

シャッタースピード 

8秒〜1/1日日日砂、白日秒までの長時間露出 （ BULB ) 

絞0 

電磁駆動による絞り開口選択方式、 

制御段階： 2 ( F 2.8、 F 7.6) (広角側） 

撮徹感度 

に010日相当、感度切り換え可能（才ート、 ISO ] 00、 

ISO 200、 IS 白400相当） 

セルフタイマー 

約3秒、約1日砂か5選択可能 

内蔵スピード 

ライ!^ 

調光範囲 

約0.4〜 3.7 m (広角側)、約0.4〜 2.3 m (望遠側） 

調光方式 

自動調光制御 

インターフェース 

USB 

ビデオ出力 

NTSC 、 PAL か日選択可能 

入出力端子 

DC 入力端子、ビデオ出力端子、デジタル端子 ( USB ) 

電源 

Li - ion リチャージャスレバッテ U - EN - EL 1 (付顧 ] 本、 6 VU 

チウム電池 （2 CR 己型）（別売）1本、列部電源：冉 C アダプタ 

EH - 己3、 AC アダプタ/バッテ U - チャージャ ー EH - 吕1(別売） 

連続撮影時間 

約90分（専用 U チャージャブルバッテ U —使用） 

※測定条件は当社条件（液晶モニタ点灯、撮影毎にズーム、 

約3割のスピードライト撮影、2272、 NORMAL モード） 

によります。 

=脚ネジ巧 

1/4 (ISO 1222) 

大きさ 

9已 （ W ) X 目9 ( H ) X 巳2 CD ) mm 

質量（重さ） 

約23日呂（バッテリー、コンパクトフラッシュカードを除く） 

使用条件 

湿度： 〇む〜+4日で、湿度： 8巳 o/oUTF (結露しないこと） 



※仕様やのデータは、すべて常温にび C)、 同お専用リチャージャス L/ バツテリー EN-EL1 をフル充電 
で使用時のちのです。 

• 電池の使用期間は、電池の種類および使用状況により異なりますのでご注意ください。電池の請桐、 
製造曰からの保巧期間、使用温度により電池性能に差びあるため、撮影時間が短い場合びあります。 
• 仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。 

• 使用説明書の誤りなどについての補償はご容赦くださし、。 
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カスタ 7 —ヴポートにごいて 


■この製品の操作方法についてのお問いをわせは 

この製品の操作ち法について、さ b にご質問びございました5ニコンカスタマーサポー 
トセンターまでお問い含わせ<ださい。 

• ニコンカスタマーサポートセンターにつきましては、使用説明書裏面をご参照くださし、。 
•お願い 

• お問い合わせいただく場合には、次ページの「お問い合わせ承り書」の内容をご確認 
の上お問い合わせください。 

• より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でち次ページの「お問い合わせ承り書」 
の所定の項目にご記入いただを、 FAX または郵送でおさりください。「お問い含わせ 
承り書」は、コピーしていただくと、繰り返しお使いいただけます。 

■製品の修理に関するお問い含わせは 
ニコン カメラ販売株式会社サービス部 
干 140-001 己東京都品川区西大井 1- 日-3 
TEL 03-3773-2221 

受付時間9:00 〜 17:4已 （± • 日曜日-ネ兄曰を除く毎日） 

※このほか年末年始、夏期休暇など、都合により休業する場合びあります。 

• 当サービス部では、修理品の直接受け付けならびに受け渡しに関する業務は行ってお 
りません。 

■修理を依頼される場含は 

ご購入店、またはニコンサービスセンターにご依頼ください。 

• ニコンサービスセンターにつさましては、使巧説明書裏面をご参照ください。 

• ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびでさない場合は最寄りの販 
売店、またはニコンサービスセンターにご相談ください。 

• 修理に出される時に、コンパクトフラッシュカードびカメラ内に挿入されていないか 
ご確認ください。 

■補修用性能部品について 

このカメラの補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の保有年 
数は、製造打ち切り後已年を目安としています。 

• 修理可能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期間経過後 
ち、修理可能な攝合ちありますので、ご購入店、またはニコンサービスセンターへお 
問い合わせください。水没、火災、落下等による故障または破損で全損と認め5れる 
場合は、修理び不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、ニコ 
ンサービスセンターにお任せ<ださい。 

■インターネットをご利用のちへ 

• ソフトウェアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を次 
の当社 Web サイトでご覧いただくことびでをます。 

http://www.nikon-image.com/jpn/ei_cs/index.htm 

• 製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることをおすすめします。 


1班 


ニコンカスタマーヴポートセンター行 

TEL 〇已 70-02-8000 FAX 03-已 977-7499 


【お巧い合わせ承0書】 太枠内のみご記入ください 


お問い合わせ年月日： 

年月日 

お買い上げ日： 

年月日 

製品名： 

シ U アル ま号： 

フリガナ 

お名前： 

連絡先ご住所：□自宅 □会社 


TEL: 

FAX: 


ご使用のコンピユータの 機種 名： 

メモリ容量： 

0S の バージ ヨン： 

A— ドディスクの空き容量： 

ご使用のインターフェースカード名： 


その他接続している周辺機器名： 

ご使用のアプリケーションソフト名： 

ご使用の当社ドライバソフトウ王アのバージョン名 :_ 

問題が発生したときの症状、表示されたメッセージ、症状の再現： 
(おわかりになる範囲で結構ですから、できるだけ詳しくお書きください) 


※このページはコピーして お使いください。 I 整理を号： 


付録 


カスタマ—ヴポ—卜について 


1的 
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技術的なお問い合わせのご案内 _ 

内容および操作に関する技術的なお問い合わせは、下記ニコンカスタマーヴポートセンターをご利用 
<ださい。 


ニコン カスタ マーヴポートセンター 


团 


0570 - 02-8000 


ナビ 3 Y わル®市内通話料金でご利用いただけます。 


全国共通電話番号 0570-02-8000 にお電話を頂さ、音声によるご案内に従いご利用の製品グループ 
窓□の番号を入力して頂ければ、お問い合わせ窓□担当者よりご質問にお答えさせて頂きます。 

営業時間9:30〜18:00 く年末年始、夏期休業等を除く毎曰> 

携帯電話、 PHS 等をご使用の場含は、 03-5977-7033 におかけください。 

FAX でのごネ目談は、 03-5977-7499 におかけください。 


株式会社^ H 

ニコ > カゾラ販売株式を社 
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